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要 約   

フェニルスルファミド系殺菌剤である「トリルフルアニド」（CAS No．731－27－1）  

について、各種評価書（JMPR、米国及びEU）を用いて食品健康影響評価を実施し  

た。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物体内  

運命（りんご、ぶどう、いちご及びレタス）、土壌中運命、水中運命、急性毒性（マ  

ウス、ラット、ウサギ、モルモット、ネコ及びヒツジ）、亜急性毒性（ラット及びイ  

ヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、  

2世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、トリルフルアニド投与による影響は主に骨、歯、腎臓及び肝臓に認  

められた。繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題となる遺伝毒性は認  

められなかった。   

発がん性試験において、ラットで甲状腺ろ胞細胞腫瘍が認められたが、遺伝毒性試  

験において五＝前のの試験ではすべて陰性の結果が得られており、ラットにおける甲  

状腺腫瘍発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評価に当たり閥値を設定する  

ことが可能であると考えられた。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性  

併合試験の3．6mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除  

した0．036mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：トリルフルアニド  

英名：tOlylfluanid（ISO名）  

3．化学名   

IWAC  

和名：〃ジクロロフルオロメチルチオー」ⅥⅣ－ジメチルー〃アートリルスルファミド  

英名‥Ndichlorofluoromethylthio－N：Ⅳ乙dimethyl－Np－tOlylsulfamide  

CAS（No．731－27－1）  

和名：1，1－ジクロロー」Ⅴ【（ジメチルアミノ）スルフォニル］－1－フルオロー」Ⅴ  

（4－メチルフェニル）メタンスルフェンアミド  

英名：1，1・dichloro－N［（dimethylamino）sulfonyl］－1－fluoro－N  

（4－methylphenyl）methanesulfenamide  

4．分子式  

ClOH13C12FN202S2  

5．分子量  

347．3  

6．構造式  

CC12F   

I S＼N／S02N（CH3）2  

7．開発の経緯   

トリルフルアニドは、バイエルAG社によって開発されたフェニルスルファミド   

系殺菌剤であり、多くの種類の真菌に対し殺菌作用を示す。SH基酵素阻害剤とし   

て、菌のさまざまな代謝を阻害することによって殺菌作用を示す。   

ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている他、とうがらしへ   

のインポートトレランス申請がなされている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

JMPR（2002年）、米国（2002年）及びEU（2004、2005年）評価書を基に、   

毒性に関する主な科学的知見を整理した。（参照2～6）  

各種運命試験（Ⅱ．1～3）は、トリルフルアニドのジクロロフルオロメチル基の  

炭素を14Cで標識したもの（【dic・14C］トリルフルアニド）及びフェニル環の炭素を  

均一に14Cで標識したもの（［phe－14C】トリルフルアニド）を用いて実施された。ま  

た、標識位置が不明の場合は14C－トリルフルアニドと表記した。放射能濃度及び代  

謝物濃度は特に断りがない場合トリルフルアニドに換算した。代謝物／分解物略称及  

び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）血中濃度推移（ラット）  

Wistarラットに［phe・14C］トリルフルアニドまたは［dic－14C］トリルウルアニド  

を単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。  

Wistarラット（雌雄、匹数不明）に【phe－14C］トリルフルアニドを2または100  

mg／kg体重で単回経口投与した場合、血策中放射能濃度は投与1時間後に最高  

濃度（Cmax）に達し、投与24時間後には、2mg／kg体重投与群ではCmaxの1／100、   

100mg／kg体重投与群ではCmaxの1／10に減少した。  

Wistarラット（雌雄、匹数不明）に［phe－14C］トリルフルアニドを2または20   

mg／kg体重で投与した場合、血祭中放射能濃度は投与1．5時間後にCふaxに達し  

た。  

Wistarラット（雄、匹数不明）に【dic・14C】トリルフルアニドを5mg／kg体重   

で投与した場合、血梁中放射能濃度は投与1．5時間後にCmax（1．5トg／g）に達し  

た。消失は二相性を示し、消失半減期（Tl／2）は、投与後6～8時間（α相）にお   

いては2～3時間であったが、その後の3日間（β相）ではTl／2は40時間であっ  

た。（参照2、3、4）  

（2）排泄（ラット）  

Wistarラットに［phe－14C］トリルフルアニドまたは【dic－14C］トリルフルアニド   

を経口投与して、排泄試験が実施された。  

Wistarラット（雌雄、匹数不明）に［phe－14C］トリルフルアニドを2または100   

mg／kg体重で単回経口投与し、また［phe－14C］トリルフルアニドを2mg／kg体重   

で反復経口投与（非標識体を14日間投与後、15日目に標識体を単回投与）した。   

吸収及び排泄に投与量、投与方法、性別による差は認められず、投与後48時間   

以内に総投与放射能（TAR）の86～100％が排泄された。主要排泄経路は尿中   

であり、投与後48時間に尿中に56～80％TAR、糞中に12～36％mRが排泄さ   

れた。  

ま   



Wistarラット（雌雄、匹数不明）に【phe－14C］トリルフルアニドを2または20  

mg／kg体重で単回経口投与し、また、［phe－14C］トリルフルアニドを2mg／kg体  

重で反復経口投与（非標識体を14日間投与後、15日目に標識体を単回投与）し  

た。投与後48時間に、尿中に75～80％TARが、糞中に14～25％TARが、呼気  

中に0．06％mが排泄された。   

Wistarラット（雄、匹数不明）に［dic－14C］トリルフルアニドを0．1、5または  

20mg／kg体重で投与した。投与後48時間に尿中に50～60％TARが、糞中に20  

～30％mRが排泄された。（参照2、3、4、5）  

（3）胆汁中排泄（ラット）  

胆管カニューレを挿入したWistarラット（雄、匹数不明）に［dic－14C］トリル   

フルアニドを0．5mg／kg体重で十二指腸内投与して、胆汁中排泄試験が実施され、   

約6％TARが胆汁中に排泄された。  

また、胆管カニューレを挿入したWistarラット（雌雄、匹数不明）に［phe－14C］   

トリルフルアニドを経口投与（投与量不明）して胆汁中排泄試験が実施され、総   

排才世放射能の14％が胆汁中に排ラ世された。（参照2）  

（4）体内分布（ラット）  

Wistarラットに［phe－14C］トリルフルアニドまたは［dic－14C］トリルフルアニド   

を経口投与して、体内分布試験が実施された。  

Wistarラット（雌雄、匹数不明）に［phe－14C］トリルフルアニドを100mg／kg   

体重で単回経口投与した。投与48時間後の組織中の放射能濃度は低く、また組   

織及び器官への分布には性差が認められ、雌では赤血球、腎、脳及び皮膚で、雄   

では甲状腺で放射能濃度が高かった。  

Wistarラット（雌雄、匹数不明）に［phe－14C］トリルフルアニドを2または20   

mg／kg体重で単回経口投与し、また【phe－14C］トリルフルアニドを2mg／kg体重   

で反復経口投与（非標識体を14日間投与後、15日目に標識体を単回投与）した。   

総残留放射能は0．07～2％TARであり、肝及び腎で放射能濃度が高く（平均残留   

濃度の3～7倍）、腎周囲脂肪、脳、性腺及び甲状腺で放射能濃度が低かった（平   

均残留濃度の3～9分の1）。  

Wistarラット（雄、匹数不明）に［dic－14C］トリルフルアニドを5mg／kg体重   

で投与した。残留放射能は、投与8時間後には6％TAR（消化管を除く）、48時   

間後には2％TAR、6日後には1％TAR、12日後には0．5％TARであった。残留   

濃度が最も高かったのは甲状腺であり、投与1日後に5けg／g、10日後に1いg／g   

であった。  

いずれも、放射能は速やかに排泄され、組織への蓄積は認められなかった。  

（参照2、3、4、5）  
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（5）代謝物同定・定量（ラット）   

Wistarラットに［phe－14C］トリルフルアニドまたは［dic－14C］トリルフルアニド   

を経口または静脈内投与して、代謝物同定・定量試験が実施された。  

Wistarラット（雌雄、匹数不明）に［phe－14C】トリルフルアニドを2または100   

mg／kg体重で単回経口投与し、また［phe－14C】トリルフルアニドを2mg此g体重   

で反復経口投与（非標識体を14日間投与後、15日目に標識体を単回投与）した。   

尿中に雌雄共通して存在した主要代謝物は、RNHO166及びRNHO416で、それ   

ぞれ総残留放射能（TRR）の68及び5％存在した。また2種の未同定化合物が   

2．3％TRR存在した。糞中の場合は、2mg／kg体重投与群（単回及び反復経口投   

与）では、主成分は代謝物DMST及びRNHO166であったが、100mg／kg体重   

投与群ではトリルフルアニドが56％TRR存在し、代謝物DMST及びRNHO166   

は合計で20％TRRであった。また、ごく少量のRNHO416も存在した。  

Wistarラット（雄、匹数不明）に［phe－14C］トリルフルアニドを20mg／kg体重   

で単回経口投与した場合、代謝物RNHO166が、尿中では90％TRR、糞中では   

70％TRR存在した。この他に、少量の代謝物（6％TRR）が存在したが、同定さ   

れなかった。  

Wistarラット（雄、匹数不明）に【dic－14C］トリルフルアニドを5または10mg／kg   

体重で、単回経口または静脈内投与した。尿中の主要代謝物は代謝物TTCAであ   

り、経口投与群の尿中では50～63％TRR、静脈投与8時間後の尿中では74％TRR   

存在した。尿中に親化合物は存在しなかった。  

トリルフルアニドのラットにおける主要代謝経路は、タジクロロフルオロメチ   

ル基の脱離によるDMSTの生成に続き、RNHO166が生成され、RNHO166は脱   

メチル化され、少量代謝物RNHO146を生じるものと考えられた。また、【dic－14C］   

トリルフルアニドを用いた試験より、側鎖の開裂によってTCAAが生成される   

代謝経路も存在すると考えられた。（参照2、3、4、5）  

（6）畜産動物における動物体内運命試験  

① ヤギ  

泌乳期ヤギ（1頭、品種不明）に【phe－14C］トリルフルアニドを10mg／kg体重で   

3日間強制経口投与し、ヤギにおける動物体内運命試験が実施された。  

血祭中放射能濃度は投与50分後にCmax（2．2膵／mL）に達した。Tl／2は、投与   

後6時間までは1．6時間、それ以降は9．1時間と、二相性の減衰を示した。排泄は、   

尿中に49％TAR、糞中に10％TAR排泄され、乳汁中に存在した放射能は   

0．24％TARであった。初回投与50時間後（最終投与2時間後）の各組織中濃度は、   

腎（37・叫g／g）及び肝（20膵／g）で高く、脂肪（1・5けg／g）及び筋肉（0・5叫g／g）   

では低かった。  

腎、肝、脂肪、筋肉、乳汁及び尿中に親化合物は存在せず、すべての試料中に   

存在した主要代謝物は、WAK6426（DMSTのグリシン抱合体）及びRNHO416  

！
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のグリシン抱合休であり、脂肪においてはDMSTも存在した。その他4種の少量  

の代謝物が同定された。（参照2、3、5）  

② ニワトリ  

白色レグホン種ニワトリ（一群雌5羽）に［phe－14C］トリルフルアニドを5mg／kg   

体重で単回または3日間、強制経口投与し、ニワトリにおける動物体内運命試験   

が実施された。   

単回投与群では、投与3時間後に血祭中放射能濃度がCmax（0．52いg／mL）に達   

し、投与24時間後には0．018トIg／mLであった。血祭中Tl／2は、投与後6時間では1   

時間、それ以降では12時間と、二相性の減衰を示した。  

3日間投与群の、初回投与56時間後（最終投与8時間後）までに、84％TARの放   

射能が尿及び糞中に排泄された。卵中の放射能は0．01％TAR未満であった。初回   

投与56時間後の各組織中放射能濃度は、腎（0．47トLg／g）及び肝（0．23トLg／g）で   

高く、卵、卵巣、皮膚、筋肉及び脂肪では0．019～0．048ドg／gであった。  

筋肉、卵及び肝における主要代謝物はRNHO416であった。卵にはWAK6426   

が存在したが、他の組織には存在しなかった。脂肪ではDMSTが主要代謝物   

（66％TRR）であったが、卵及び筋でも少量存在した。  

ヤギ及びニワトリにおけるトリルフルアニドの代謝経路は、トリルフルアニド   

の加水分解によってDMSTが生成され、DMSTがさらに水酸化、脱メチル化、酸   

化及び抱合化を受けるものと考えられた。（参照2、5）  

2．植物体内運命試験   

14C－トリルフルアニド（2種類）を用い、りんご、ぶどう、いちご及びレタスに   

おける植物体内運命試験が実施された。  

いずれの作物においても、放射性物質は、主として作物の果実あるいは菓の表面   

に存在した。りんご、いちご及びレタスでは残留放射能の大部分（＞65％TRR）が   

親化合物であり、主要代謝物のDMSTは最大で15％TRR存在した。散布14日後   

に収穫したいちごの果実と菓の洗浄液の残留放射能は、親化合物が63％TRR、   

DMSTが6．2％TRR、WAK5818が0，8％TRR及びWAK6550が1．0％TRRであっ   

た。果実中の残留放射能は、親化合物が2．7％TRR、DMSTが8．7％TRR、WAK5818   

が2．1％TRR及びⅥ仏K6550が5．6％TRRであった。   

ぶどうの残留放射能は、散布直後の4．Omg／kgから収穫時には1．83mg／kgまで   

減少した。収穫時におけるぶどうの主要な放射性成分は、トリルフルアニド   

（13％TRR）の他、代謝物WAK6550（46％TRR）及びWAK6676（13％TRR）が   

存在した。   

植物におけるトリルフルアニドの代謝経路は、トリルフルアニドからジクロロス   

ルフェニル側鎖の脱離によるDMSTの生成、さらにDMSTの4－メチル基及びアェ  

＼  ニル環の水酸化とそれに伴う糖による抱合化であると考えられた。（参照3、5、6）  

10   



3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命喜式験   

【phe－14C］トリルフルアニドを4種類の土壌に、【dic－14C］トリルフルアニドを2   

種類の土壌（pH：5．5～7．5；粘土含量：8．3～13．2％；有機質炭素含量：0．9～2．5％）  

に添加し、22℃、暗所で65～100日間の好気的土壌中運命試験が実施された。   

［phe－14C］トリ／レフルアニド添加区では、試験終了時にはCO2生成量が24．7～   

40．0％TARであり、土壌に結合した放射能は56．0～72．3％TARであった。   

【dic－14C］トリルフルアニド添加区では試験終了時（試験開始65日後）のCO2生   

成量が64．8～76．7％TARであり、土壌に結合した放射能は7～23％TARであっ  

た。土壌に結合した放射能は、フミン酸画分（39～44％）、フルボ酸画分（35  

～37．5％）及びフミン画分（20～21％）に分画された。さらに、99日後の非抽出   

画分の50％は、結合型DMSTであった。  

［phe－14C］トリルフルアニド添加区では、挿発性のジクロロフルオロメタンスル  

フェン酸の遊離による分解物DMSTが試験開始1日後に最大73．7％TAR存在し   

たが、試験終了時（99日後）にはDM白Tは0．6～2．8％TARに減少した。その他   

10％TARを超える分解物は存在しなかった。（参照5）  

（2）好気的湛水土壌中運命試験   

【phe－14C］トリルフルアニドを5種類の水／底質系に処理し、20～22℃で7日（2   

種類の水／底質系）または120日間（3種類の水／底質系）インキュベー卜する好   

気的湛水土壌中運命試験が実施された。底質のpHは、5．4～7．4であり、水のpH   

は、7．4～8．0であった。   

水相のトリルフルアニドは3日以内に完全に消失し、推定半減期（DT50（20℃））   

は1．4～6．0時間、底質での推定半減期（DT50（20℃））は2．6～4．8時間、水／底質系   

における推定半減期（DT50（20℃））は1．5～5．0時間であった。水相と底質の主要分   

解物としてDMSTが検出され、水相では試験開始24時間後に最大値66．0～   

72．2％TAR、底質では試験開始7 日後に最大値39．3～41．3％TAR存在．した。   

DMSTの水相における推定半減期（DT50（20℃））は20．6～88．7日、底質における推定   

半減期（DT50（20℃））は39．7 日～365 日以上、水／底質系における推定半減期  

（DT50（20℃））は51．0～89．6日であった。  

試験開始120日後にはCO2が14．5～32．7％TAR生成した。試験開始120日後   

の非抽出性放射能は24．2～40．1％TARであった。（参照5）  

（3）土壌中光分解試験   

［phe－14C］トリルフルアニドを用いて、土壌中光分解試験が実施された。（試験   

条件不明）  

試験開始18日後には、2．8％TARがCO2にまで無機化され、非抽出性放射能  
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は39．3％TARであった。   

分解物としては、DMSTが試験開始3日後に最大値50．8％TARとなり、試験  

開始18日後には20．2％TARとなった。またRNHO166が試験開始18日後に最  

大10．6％TARとなった。（参照5）  

（4）土壌吸着試験  

トリルフルアニドの有機炭素含有率により補正した吸着係数Kocは2，200であ   

り、土壌中の移動性は低いと考えられた。  

また、DMSTの有機炭素含有率により補正した吸着係数Kocは56．1～118、   

脱着係数KdOCは110～311であり、土壌中の移動性は中程度もしくは高いと考   

えられた。（参照5）  

（5）土壌浸透性試験  

土壌浸透性試験が実施された（試験条件不明）。浸透水中の親化合物は、   

0．1％TAR未満であり、主要分解物は、DMSTが1．1％TAR、RNHO166が0．9％TAR、   

未同定分解物が3％mRであった。（参照5）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験  

トリルフルアニドをpH4、7及び9の各滅菌緩衝液（組成不明）に添加（濃   

度不明）し、加水分解解試験が実施された。  

トリルフルアニドの推定半減期は非常に短く、pH9（20℃）では算出できな   

かった。PH7（20℃）では42．5時間、pH4（30℃）では5．6日と算出された。   

pH4の、22℃条件下に換算した推定半減期は12日であった。  

分解物DMSTの加水分解試験においては、PH4、7及び9いずれにおいても   

安定であり、55℃の条件下で、推定半減期は1年以上と算出された。（参照5）  

（2）水中光分解試験  

トリルフルアニドは波長290nm以上の光を吸収しないため光分解に対し安定   

であった。  

分解物DMSTについて、北緯30度に換算した推定半減期は56日であった。   

（参照5）  

5．土壌残留試験   

【phe－14C】トリルフルアニド添加区における結果から、推定半減期を算出した。ト  

リルフルアニドの推定半減期（DT50（20℃））は0．5～2．6日、分解物DMSTの推定半減   

期（DT50（22℃））は1．3～6．7日と算出された。（参照5）  
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6．作物残留試験   

国内における作物残留試験成績は提出されていない。  

インポートトレランス申請されているとうがらしを用いて、トリルフルアニド及   

び代謝物DMSTを分析対象化合物とした作物残留試験が、韓国において実施され   

た。   

結果は表1に示されている。トリルフルアニド及び代謝物D叫STの最高値は、   

最終散布1日後に収穫したとうがらし（菓）で、それぞれ17．4及び5．14mg／kgで   

あった。（参照10）  

表1作物残留試験成績  

残留値（mg／kg）  

回 数  DMST  合計  

作物名 分析部位 実施年  例 数  剤型    （回）   

（日）  

最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

とうがらし  
1   1．10   1．09   1．85   1．70  2．94  2．80  

（果実）  

3   
3  WP  3  

5   

1．19   1．17  1‥47  1．41  2．64  2，60  
1．46  1．44   1．09   1．04  2．53  2．49  

2（XX）年  
7   0．62   0．61  0．94  0．81   1．56   1．44   

とうがらし  
17．4   16．9  5．14  5．05．■  22．4  21．9  

（葉）  

3   
3  Wp  3   

5   

15．9   15．5  5．04  4．70  20．9  20．4  
17．0   14．8  5．02  4．76  21，3   19．5  

甜）年 
7   10．7   10．3  4．60  4．57   15．3   14．9   

注）WP：水和剤   

・散布量は、50％水和剤を500倍希釈し、薬液が流れるまで十分に散布した。  

7．一般薬理証験   

一般薬理試験については、参照した資料に記載がなかった。  

8．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

トリルフルアニド、代謝物DMST、TTCA、WAK5818、WAK6550、WAK6676   

及びWAK6698の急性毒性試験が実施された。結果は表2及び表3に示されて   

いる。トリルフルアニドの吸入毒性試験では、用いた検体の粒子の大きさによっ   
て毒性が異なり、粒子サイズの大きい検体を用いた試験では、毒性が低かった。   

（参照2、3、5）  
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表2 急性毒性試験結果概要（トリルフルアニド）  

投与  
動物種   

LD50（血g此g体重）   観察された症状1）  

経路  雄   雌   

Wistarラット  
非特異的行動障害、運動  

経口  
＞5，000   量低下  

Wistarラット   ＞5，000  

経皮   Wistarラット   ＞5，000  

LC50（mg／L）  

重度の呼吸困難、呼吸  

音、鼻部からの分泌物、  
Wistarラット1）   0．20   0．16  

チアノーゼ、死亡動物で  

吸入  
呼吸器に形態異常  

重度の呼吸困難、呼吸  

Wistarラット2）   ＞1  
音、鼻部からの分泌物、  

チアノーゼ、死亡動物で  

呼吸器に形態異常  

Wistarラット3）   0．38  

斜線：試験実施せず  空欄：資料に記載なし  

1）粒子直径2，1～2．5いm  
2）粒子直径16．8～19．8トm  

3）粒子直径3．81～3．鋸亘m  

表3 急性毒性試験結果概要（代謝物）  

投与  
検体   動物種   

LD50（mg耽g体重）  

経路  雄   雌   
観察された症状  

DlClST Wistarラット  6，100  1，600  

TTCA  ＞1，000  ＞1，000  

Wistarラット  
よろめき歩行、呼吸困難、活動  

WAK5818   雌雄各5匹   
＞5，000  ＞5，000   性及び反応性の低下、眼瞼下  

垂。死亡例なし。  

経口                                      WAK6550  Wistarラット 雌雄各5匹   ＞5，000  ＞5，000  症状及び死亡例なし  

Wistarラット   
＞5，000  ＞5，000   

活動性及び反応性の一時的  

WAK6676            雌雄各5匹  低下。死亡例なし  

よろめき歩行、運動性の低  

WAX6698  Wistarラット  ＞5，000  ＞5，000      雌雄各5匹  下、呼吸困難。死亡例なし   

経皮  DMST   Wistarラット   ＞5，000  

吸入  DMST   Wistarラット   
LC50（mg／L）  

＞0．16   

空欄：資料に記載なし  

（2）急性神経毒性試験  
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Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた強制経口（原体：0、500、1，000  

及び2，000mg／kg体重、雌のみ50及び150mg／kg体重投与群も設定、溶媒：2％  

クレモホアEL水溶液）投与による急性神経毒性試験が実施された。   

雄では、検体投与の影響は認められなかった。   

2，000mg／kg体重投与群雌で、立毛、活動性の低下、歩行異常が認められた。  

500mg／kg体重以上投与群雌で、用量相関性に体温低下が認められ、150mg／kg  

体重以上投与群雌で、後肢での起立の減少、運動量及び自発運動量の低下が認め  

られた。雌に認められたこれらの変化は、神経毒性影響ではなく、一般毒性影響  

と考えられた。   

本試験において、雄では検体投与の影響は認められず、雌では150mg／kg体重  

以上投与群で、後肢での起立の減少等が認められたので、無毒性量は雄で2，000  

mg／kg体重、雌で50mg／kg体重であると考えられた。神経毒性は認められなか  

った。（参照2、3、4）  

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験   

ウサギを用いた皮膚刺激性試験及び眼刺激性試験、モルモットを用いた皮膚感作   

性試験、マウスを用いた皮膚感作性試験が実施された。結果は表4に示されている。   

また、代謝物DMSTに関して、NZWウサギを用いた皮膚刺激性試験、眼刺激性   

試験が実施された。DMSTは皮膚に対し刺激性はなかったが、眼に対しては軽度の   

刺激性を示した。（参照2）  

表4 皮膚刺激性試験、眼刺激性試験及び皮膚感作性試験試験結果概要（原体）  

試験の種類   動物種、性別   結果   

皮膚刺激性（24時間）   NZWウサギ、雌雄   刺激性なし   

皮膚刺激性（4時間）   NZWウサギ   刺激性なし   

皮膚刺激性（4時間）   NZWウサギ   重度の刺激性   

皮膚刺激性（4時間）☆  NZWウサギ   刺激性なし   

眼刺激性   NZWウサギ、雌雄   重度の刺激性   

眼刺激性   NZWウサギ   高度の刺激性   

眼刺激性   NZWウサギ   中等度の刺激性   

眼刺激性★   NZWウサギ   刺激性なし   

皮膚感作性  Pirbrightモルモット、雄  感作性あり   

（Maximization法）  

皮膚感作性  DHPWモルモット、雄  感作性なし   
（Buebler法）  

皮膚感作性  DHPWモルモット、雄  感作性あり   
（Klecakopen  
epicutaneous法）  

皮膚感作性  NMRIマウス、雌   感作性のある可能性がある   

（局所リンパ節法）  
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大：検体としてトリルフルアニド1％水溶液を使用  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）①  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、300、1，650及び   

9，000ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。0及び9，000ppm   

投与群は回復群を設け、4週間の回復期間を設定した。  

各投与群に認められた毒性所見は表5に示されている。  

9，000ppm投与群雌雄でT．Chol増加が認められ、肝機能の変化と関連したも  

のと考えられた。  

肝に関連した酵素の変化、甲状腺に関連したホルモン濃度等の変化及び肝比重   

量1の変化は、回復期間後には回復した。しかし、T4結合能のみ、9，000ppm投   

与群雄で回復期間後も対照群より高かった。  

本試験において、1，650ppm以上投与群雄及び9，000ppm投与群雌で、T4結   

合能低下等が認められたので、無毒性量は雄で300ppm（20mg／kg体重／日）、   

雌で1，650ppm（130mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照2、3、4）  

表5 90日間亜急性毒性試験（ラット）①で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

9，000ppm   ・体重増加抑制（軽度）、食餌効  ・体重増加抑制（軽度）、食餌効  

率低下   率低下  

・T．Chol増加   ・T．Chol増加  

・肝比重量増加   ・T4減少、TSH増加  

・GLDH増加  ・T4結合能低下   

・T4減少、TSH増加  

1，650ppm以上  ・T3減少、T4結合能低下   1，650ppm以下毒性所見なし   

300ppm   毒性所見なし   

（2）90日間亜急性毒性試験（ラット）② ＜参考データ＞  

Wistarラット（一群雌雄各15匹）を用いた混餌（原体：0、150、500、1，500   

及び4，500ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

4，500ppm投与群雌及び1，500ppm以上投与群雄で肝比重量増加、1，500ppm   

以上投与群雌で腎比重量増加、500ppm以上投与群雌で副腎比重量増加が認めら   

れたが、いずれも関連した臨床生化学的及び病理組織学的変化が認められなかっ   

たため、生物学的意義はないと考えられた。  

本試験における無毒性量は雌雄とも4，500ppm（雄：400mg／kg体重／日、雌：  

1体重比重量を比重量という（以下同じ）。  
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510mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照2）   

（3）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、330、1，000及び3，000   

ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

3，000ppm投与群では粗毛化、活動低下及び衰弱が認められた。同群雌雄とも   

体重増加抑制、摂餌量減少及びALP増加が認められた。また同群では肝重量増   

加、肝細胞のPAS染色性の増加（肝細胞グリコーゲンの増加）が認められた。   

3，000ppm投与群では腎、牌、甲状腺及び副腎重量増加が認められたが、用量相   

関性が認められなかった。  

本試験における無毒性量は雌雄とも1，000ppm（雄：31mg／kg体重／日、雌：   

32mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照2～5）  

（4）90日間亜急性神経毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体：0、300、1，650及び   

9，000ppm）投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。  

検体投与に関連した死亡、臨床症状、行動の変化は認められず、機能観察総合   

評価（FOB）においても、投与の影響は認められなかった。  

9，000ppm投与群雌雄で摂餌量及び飲水量の増加が、同群雄で体重増加抑制が、   

1，650ppm以上投与群雌で体重増加抑制が認められた。  

本試験における一般毒性の無毒性量は、雄で1，650ppm（110mg／kg体重／日）、   

雌で300ppm（130mg／kg体重／日）であると考えられた。神経毒性は認められ   

なかった。（参照2～5）  

（5）21日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ）   

NZWウサギ（⊥群雌雄各5匹）を用いた経皮（原体：0、1、30及び300mg／kg   

体重／日、6時間／日）投与による21日間亜急性経皮毒性試験が実施された。0及   

び300mg／kg体重／日投与群は別に回復群を設け、21日間の投与後の28日間を   

回復期間とした。  

検体投与に関連した全身的な影響は、300mg／kg体重／日投与群でも認められ   

なかった。300mg／kg体重／日投与群で投与部位において痴皮及び創傷が、同群   

雄で皮膚の肥厚化が、1mg／kg体重／日投与群以上雌雄で、皮膚の発赤、紅斑及び   

病理組織学的変化（炎症細胞浸潤、浸潤、兢細胞症、過角化症）が、同群雌で皮   

膚の肥厚化が認められた。  

本試験において、全身的な影響に関する無毒性量は雌雄とも300mg／kg体重／   

日と考えられた。皮膚に関する無毒性量は設定できなかった。（参照2、5）  

（6）5日間亜急性吸入毒性試験（ラット）  
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Wistarラット（一群雌雄10匹）を用いた吸入（原体：0、0．0016、0．014及  

び0．12mg／L、平均粒子直径：1．6～2．6巨m、鼻のみ6時間／日暴露）投与による  

5日間亜急性吸入毒性試験が実施された。   

0．12mg／L投与群の雄6例及び雌9例が、3回目の暴露までに死亡したため、  

この投与量での試験は中止した。同群では臨床症状として、呼吸緩徐、重篤な呼  

吸困難、チアノーゼ、賂液性あるいは血液用分泌物、流董延、活動性の低下、立毛、  

虚脱、振戦、歩行困難等が認められた。これらの臨床症状は投与中断後8日間で  

回復した。また同群では体重増加抑制及び低体温が雌雄で認められた。  

0．014mg／kg体重／日以下投与群では、死亡例及び臨床症状は認められなかった。   

死亡例においては、肺の暗赤色化、スポンジ状化、気管内の白色泡沫状物質の  

存在、肝の蒼白化、肝小葉俊明瞭化及び胸腺の赤色域の出現（redareaswere  

foundinthethymus）が認められた。   

0．014mg／L投与群雌で肝絶対重量の減少が、0．0016mg／L以上投与群雄で、  

肝絶対及び比重量減少が認められた。   

本試験において、0．0016mg几以上投与群雄で肝絶対及び比重量の減少が、  

0．014mg／L投与群雌で肝絶対重量の減少が認められたので、無毒性量は雄で  

0．0016mg几未満、雌で0．0016mg几であると考えられた。（参照2）  

（7）28日間亜急性吸入毒性試験（ラット）①  

Wistarラット（一群雌雄10匹）を用いた吸入（原体：0、0．0002、0．0015、   

0．0098及び0．05mg／L、平均粒子直径：1．6～2．611m、鼻のみ6時間／日、5日／   

週暴露）投与による28日間亜急性吸入毒性試験が実施された。0．0098mg几投   

与群は回復群（一群雌雄各5匹）を設け、5週間の回復期間を設定した。  

各投与群に認められた毒性所見は表6に示されている。  

0．05mg／L投与群では、雌雄とも試験開始13日後までに12例が死亡したため、   

14日に生存個体もすべてと殺した。  

0．0098mg／L投与群で認められた臨床症状及び体重増加抑制は、回復期間終了   

時には回復した。同群では鼻腔の前領域で過角化症が認められたが、試験終了に   

は回復した。  

本試験において、0．0098mg／L以上投与群雌雄で体重増加抑制が認められたの   

で、無毒性量は雌雄とも0．0015mg几であると考えられた。（参照2）  
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表6 28日間亜急性吸入毒性試験（ラット）（Dで認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

0．05mg／L   ・死亡（5例）   ・死亡（7例）  

・重度の呼吸困難、チアノ「ゼ、  ・重度の呼吸困難、チアノーゼ、  

眼の赤色痴皮、運動性の低下、   眼の赤色痴皮、運動性の低下、  

行動の鈍重化、虚脱、毛繕いの  行動の鈍重化、虚脱、毛繕いの  

減少、立毛   減少、立毛  

・MCV増加   ・MCV増加  

・分乗好中球比増加   ・分乗好中球比増加  

・肺絶対及び比重量増加   ・肺絶対及び比重量増加  

・肺の退色、無気肺   ・肺の退色、無気肺  

・前鼻腔扁平上皮化生、過角化症  ・前鼻腔扁平上皮化生、過角化症  

・喉頭扁平上皮化生   ・喉頭扁平上皮化生  

・気管上皮剥離及び円形細胞浸潤  ・気管上皮剥離及び円形細胞浸潤  
・気管支粘液分泌克進   ・気管支粘液分泌冗進  

・肺線維化   ・肺線維化   

0．0098mg／L  ・体重増加抑制   ・体重増加抑制   

以上   ・呼吸緩徐、努力性呼吸、異常呼  ・呼吸緩徐、努力性呼吸、異常呼  

吸音、鼻部からの分泌、鼻部の  吸音、鼻部からの分泌、鼻部の  

赤色痴皮   赤色痴皮   

0．0015mg／L  毒性所見なし   

以下   

（8）28日間亜急性吸入毒性試験（ラット）（診  

Wistarラット（一群雌雄10匹）を用いた吸入（原体：0、0．0012、0．004及   

び0．011mg／L、平均粒子直径：3．5～4．0トm、6時間／日、5日／週暴露）投与によ   

る28日間亜急性吸入毒性試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表7に示されている。  

死亡例は認められなかった。0．011mg／L投与群全個体で呼吸に関連した臨床   

症状が認められた。  

本試験において、0．0012mg／L以上投与群雌雄で体重増加抑制が認められたの   

で、無毒性量は雌雄とも0．0012mg几未満であると考えられた。（参照2）  

表7 28日間亜急性吸入毒性試験（ラット）②で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

0．011mg几   ・頻呼吸、不規則呼吸   ・頻呼吸、不規則呼吸  

・気管支周囲性線維化   ・肝TG減少  

・肺比重量増加   

0．004mg／L   ・胸腺絶対及び比重量減少   ・T．Chol減少   

以上  ・胸腺絶対重量減少  

・気管支周囲性線維化   

0．0012mg／L  ・体重増加抑制   ・体重増加抑制   
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T．Chol減少  

肺比重量増加  

喉頭腔粘液及び粘液細胞増加  

喉頭局所炎症、喉頭上皮扁平上  

皮化生  

気管支周囲性細胞浸潤  

肺上皮の変化  

喉頭腔粘液及び細胞増加  

喉頭局所炎症、喉頭上皮扁平上  

皮化生  

肺上皮の変化  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）（む  

ビーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、2．5、12及   

び622mg／kg体重／目）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

死亡例は認められなかった。62mg／kg体重／日投与群雌雄で体重増加抑制が認   

められた。62mg／kg体重／日投与群では、ALT、GLDH増加、ALP減少、Ure   

及びCre増加、尿糖及び尿蛋白が認められた。62mg／kg体重／日投与群の全個体   

で、腎皮質尿細管の軽度の変化（拡張、上皮の扁平化等）が認められた。  

本試験において、62mg／kg体重／日投与群雌雄で体重増加抑制等が認められた   

ので、無毒性量は雌雄とも12mg／kg体重／日であると考えられた。（参照2、3、4）  

（2）1年間慢性毒性試験（イヌ）②  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、5、20及び   

80mgノkg体重／日）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

死亡例は認められなかった。80mg／kg体重／日投与群雄及び20mg／kg体重／日   

投与群雌で骨におけるフッ素濃度増加が、80mg茂g体重／日投与群雄及び5   

mg／kg体重／日以上投与群雌で歯におけるフッ素濃度増加が認められた。  

本試験における無毒性量は、雄で20mg／kg体重／日、雌で5mg／kg体重／日未   

満であると考えられた。（参照2）  

（3）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）①  

Wistarラット（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0、300、1，500及び   

7，500ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

7，串00ppm投与群で、体重増加抑制及び摂餌量減少が認められた。1，500ppm   

以上投与群雌雄で骨の異常（肋骨及び頭蓋骨の骨硬化症）が、雄で上顎切歯の伸   

長が認められた。   

1，500ppm投与群雌雄で甲状腺ろ胞細胞腺腫及び癌の発生が増加した。300   

ppm以上投与群雌で、子宮悪性腫瘍の発生頻度が対照群に比べ有意に増加したが、   

これは対照群の腫瘍発生頻度が異常に低かったためと考えられた。  

2最高用量群は、試験1～33週は62mg／kg体重／日、34週以降は120mg／kg体重／日で投与した。  
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本試験において、1，500ppm以上投与群雌雄で骨の異常（過骨症あるいは骨肥  

大）が認められたので、無毒性量は雌雄とも300ppm（雄：20mg／kg体重／目、  

雌：20mg耽g体重／日）であると考えられた。（参照2～4）  

（4）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）②  

Wistarラット（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0、60、300、1，500   

及び7，500ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表8に、甲状腺ろ胞細胞の過形成及び腫瘍の   

発生頻度は表9に示されている。対照群と投与群で死亡率に差は認められなかっ   

た。  

生存率に、対照群と投与群で有意な差は認められなかった。7，500ppm投与群   
雌雄で、他の群に比べ、切歯をより頻繁に切断する必要が生じを。これは、フッ   

素沈着の増加により、歯の強度が増して摩耗しにくくなったためと考えられた。  

7，500ppm投与群雌雄で、甲状腺ろ胞細胞の過形成及び腺腫の発生増加が認め   

られた。これは、T4の減少に基づく甲状腺のネガティブフィードバック機能と   

関連していると考えられた。  

本試験において、300ppm以上投与群雌雄で歯のフッ素濃度増加等が認められ   

たので、無毒性量は雌雄とも60ppm（雄：3．6mg／kg体重／日、雌：4．2mg／kg   

体重／日）であると考えられた。（参照2）  

表8 2年間慢性毒性／発がん性併合試験試験（ラット）②で認められた毒性所見  

（非腫癌性病変）  

投与群   雄   雌   

7，500ppm   ・切歯切断頻度増加   ・切歯切断頻度増加  

・体重増加抑制   ・体重増加抑制  

・尿比重減少、尿量増加、尿中カ  ・尿比重減少、尿量増加、尿中カ  

リウム及びクロール濃度増加   リウム及びクロール濃度増加  

・頭蓋骨の退色（白色化）   ・頭蓋骨の退色（白色化）  

・頭蓋骨局所的過骨症   ・歯の退色  

・胸骨骨化石症   ・頭蓋骨局所的過骨症  

・腎乳頭鉱質沈着   ・′甲状腺ろ胞細胞の鉱質沈着  

・胸骨骨化石症  

・腎尿細管色素沈着  

・肝細胞変異、空胞化、  

・肝脂肪変性   

1，500ppm以上  ・骨フッ素濃度増加   ・骨フッ素濃度増加   

300ppm以上   ・歯フッ素濃度増加  ・歯フッ素濃度増加   

・歯の退色  

60ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   
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表9 甲状腺における過形成及び腫瘍の発生頻度  

性別   雄  雌   

投与群（ppm）   0  60  300  1，500  7，500  0  60  300  1，500  7，500   

甲状腺ろ胞細   2   

胞過形成  
0   7   0   0   7   

甲状腺ろ胞細   0   

胞腺腫  
5   0   0   0   0   5   

甲状腺ろ胞細   0   

胞癌  
0   0   0   0   0   0   0   

（5）2年間発がん性試験（マウス）  

B6C3Flマウス（一群雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0、60、300、1，500   

及び7，500ppm）投与による2年間発がん性試験が実施された。  

各投与群に認められた毒性所見は表10に示されている。対照群と投与群で死   

亡率に差は認められなかった。  

検体投与に関連して発生頻度が増加した腫瘍性病変はなかった。  

本試験において、300ppm以上投与群雌雄で骨のフッ素濃度増加等が認められ   

たので、無毒性量は雌雄とも60ppm（雄：15．3mg／kg体重／日、雌：24．5mg／kg   

体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照2、6）  

表10 2年間発がん性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与療   雄   雌   

7，500ppm   ・歯の退色   ・歯の退色  

・立毛   ・立毛  

・摂餌量、飲水量増加   ・飲水量増加  

・TP、T．Chol、Glu減少   ・肝重量増加  

・頭蓋骨退色   ・頭蓋骨退色  

・骨退色及び肥厚化   ・腎乳頭鉱質沈着  

・胆管変性   

1，500ppm   ・体重増加抑制   ・歯フッ素濃度増加   

以上   ・ALP増加   ・肝リンパ組織浸潤  

・腎重量増加   ・頭蓋骨、鼻腔及び脊椎過骨症  

・頭蓋骨過骨症  ・小葉周辺性肝細胞肥大   

・大腿骨海綿化症  

・腎尿細管上皮空胞化  

・腎乳頭鉱質沈着  

・小葉中心性肝細胞肥大  

・肝細胞核内封入体  

・肝細胞単細胞壊死  

・水晶体変性  

300ppm以上  ・骨及び歯フッ素濃度増加   ・骨フッ素濃度増加  

・骨退色及び肥厚化   
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・胸骨過骨症   

60ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）①  

LongEvanSラット（一群雄10匹、雌20匹）を用いた混餌（原体：0、300、   
1，500及び7，500ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。P世代では2   

回交配、出産させ（児動物Fla及びFlb）、FlaをFl世代の親動物とした。Fl世   

代も2回交配、出産させた（児動物F2a及びF2b）。  

親動物では、7，500ppm投与群雌雄（P及びFlb）及び1，500ppm投与群雄（P）   

で体重増加抑制が認められた。  

児動物では、7，500ppm投与群で生時体重の減少（Fla、Flb、F2a及びF2b）、   

出生後、5日生存率の減少（Flb、F2b）及び出生後4週生存率の減少（Fla、F2a及   

びF2b）が、1，500ppm投与群で出生後4過生存率の減少（F2b）が認められた。  

本試験における無毒性量は、親動物、児動物で雌雄とも300ppm（15mgrkg   

体重／日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照   

2）  

（2）2世代繁殖試験（ラット）②  

Wistarラット（一群雌雄各25匹）を用いた混餌（原体：0、300、1，200及び   

4，800ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。P世代では2回交配、出   

産させ（児動物Fla及びFlb）、FlaをFl世代の親動物とした。Fl世代も2回交   

配、出産させた（児動物F2a及びF2b）。  

親動物では、4，800ppm投与群雌雄で歯の伸長及び頭蓋骨骨硬化症が、1，200   

PPm以上投与群雌雄（P及びFlb）で体重増加抑制が認められた。4，800ppm投   

与群で、平均産児数の減少が認められたが、減少の程度は軽度であり、また他の   

世代では認められなかったことから、生物学的意義はないと考えられた。  

児動物では、4，800ppm投与群で出生後4週生存率（F2a及びF2b）の低下が、   

4，800ppm投与群（Flb、F2a及びF2b）及び1，200ppm投与群（Fla）で生時の   

低体重及び体重増加抑制が認められた。  

本試験における無毒性量は、親動物、児動物で雌雄とも300ppm（23mg／kg   

体重／日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照   

2）  

（3）2世代繁殖試験（ラット）③  

Wistarラット（一群雌雄各25匹）を用いた混餌（原体：0、100、700及び   

4，900ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。P世代では2回交配、出   

産させ（児動物Fla及びFlb）、FlbをFl世代の親動物とした。Fl世代も2回交  
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配、出産させた（児動物F2a及びF2b）。   

各投与群に認められた毒性所見は表11に示されている。   

本試験において、親動物では、700ppm以上投与群雌雄で臨床症状が、同群雌  

で体重増加抑制が、児動物では、700ppm以上投与群で臨床症状及び生存率低下  

が認められたので、無毒性量は親動物及び児動物で雌雄とも100ppm（P雄：7．9  

mg／kg体重／日、P雌：9．5mg／kg体重／日、Fl雄：9．1mg／kg体重／日、Fl雌：10  

mg／kg体重／日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。  

（参照2）  

表112世代繁殖試験（ラット）③で認められた毒性所見  

投与群   
親P、児：Fla、Flb  親：Flb、児：F2a、F2b  

雄   雌   雄   雌   

4，900ppm   ・歯及び頭蓋骨  ・切歯伸長   ・切歯伸長   ・切歯伸長  

退色   ・肝比重量減少、  ・歯及び頭蓋骨  ・腎比重量増加  

腎比重量増加  退色   ・歯及び頭蓋骨  

親  ・歯及び頭蓋骨  退色  

動  退色  

物                                   700ppm以上   ・鼻周囲の血液  ・鼻周囲の血液  ・鼻周囲の血液  ・鼻周囲の血液  

付着   付着  付着   付着  

・体重増加抑制  

100ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし  毒性所見なし   

4，900ppm   ・生存率低下  

児          700ppm以上   ・小型化、冷感、蒼白化、努力性呼   ・生存率低下   

動  吸  ・小型化、冷感、蒼白化、努力性  

物  呼吸  

100ppm   毒性所見なし  毒性所見なし   

（4）2世代繁殖試験（ラット）④  

Wistarラット（一群雌雄各30匹）を用いた混餌（原体：0、100、200、800   

及び4，000ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。各世代とも交配、出   

産は1回ずつ実施した。  

各投与群に認められた毒性所見は表12に示されている。  

本試験において、親動物では、4，000ppm投与群雌雄で体重増加抑制、摂餌量   

減少等が・、児動物では、800ppm以上投与群で低体重、牌絶対重量の低下等が認   

められたので、無毒性量は親動物で雌雄とも800ppm（雄：46．8mg／kg体重／日、   

雌：72．3mg／kg体重／日）、児動物で雌雄とも200ppm（雄：12．Omg／kg体重／   

目、雌：18．4mg／kg体重／日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認め   

られなかった。（参照5、6）  
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表12 2世代繁殖試験（ラット）④で認められた毒性所見  

投与群   
親P、児：Fl  親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄   雌   

4，000ppm  ・体重増加抑制  ・摂餌量減少   ・腎絶対及び比  ・摂餌量減少  

親  ・腎比重量増加  ・肝絶対及び比重  ・肝絶対及び比  

動  量増加、腎絶対  重量増加、腎絶  

物  重量増加   対重量増加  

800ppm以下   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし  毒性所見なし   

4，000ppm   ・包皮分離、膜開口遅延  ・死産（4，000ppm12例）  

・低体重、体重増加抑制  

」脳比重量増加（雌）、胸腺絶対  

児  重量増加（雄）、牌絶対及び比  

動  重量増加（雌雄）  

物              800ppm以上   ・低体重、体重増加抑制  ・死産（800ppm6例）  

・脳比重量増加  ・脳比重量増加（雄）  

・牌絶対及び比重畢増加  

200ppm   毒性所見なし  毒性所見なし   

（5）発生毒性試験（ラット）①  

Long－EvanSラット（一群雌22～24匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：   

0、100、300及び1，000mg／kg体重／日、溶媒：不明）投与し、発生毒性試験が実   

施された。  

母動物では300mg／kg体重／日以上投与群で体重増加抑制が認められた。  

胎児では300mg／kg体重／日以上投与群で胎児重量減少が認められた。  

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児で100mg／kg体重／日であると考   

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）  

（6）発生毒性試験（ラット）②  

SDラット（一群雌30匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、100、300及   

び1，000mg／kg体重／日、溶媒：0．5％AlkamulsEL・719水溶液）投与し、発生毒   

性試験が実施された。  

母動物では、100mg／kg体重／日以上投与群で、体重増加抑制及び摂餌量減少   

が認められた。  

胎児では、検体投与の影響は認められなかった。  

本試験における無毒性量は、母動物では100mg／kg体重／日未満、胎児で1，000   

mg／kg体重／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2、3、   

4）  

（7）発生毒性試験（ウサギ）  

ヒマラヤンウサギ（一群雌15匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、10、25  
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及び70mg／kg体重／目、溶媒：0．5％クレモホアEL水溶液）投与し、発生毒性  

試験が実施された。また、70mg／kg体重／日投与群のみ同条件で追加試験を実施  

した（一群雌5匹）。   

母動物では70mg／kg体重／日投与群で、体重減少及び胎盤病変（壊死性病変及  

び蒼白または灰白色斑点）が認められた。追加試験では、70mg／kg体重／日投与  

群で体重減少、摂餌量減少、GLDH及びTGの増加、消化管内容物及びガス貯  

留、肝分業明瞭化、肝脂肪変性、クッパー細胞増殖巣、単細胞壊死等が認められ  

た。   

胎児では、70mg／kg体重／日投与群で、胎児死亡増加及び後期月杢吸収増加が認  

められた。また、同群で、網膜簸壁、小眼蕎、前肢中手骨の骨化進行度の変化等  

の所見が認められた。前肢関節拘縮が対照群に比べ有意に増加したが、同じ研究  

機関における背景データの範囲内であった。   

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児で25mg／kg体重／日であると考え  

られた。母動物に毒性が発現しない用量では、催奇形性は認められなかった。（参  

照2～5）  

13．遺伝毒性試験  

トリルフルアニドの細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター   

V79細胞、卵巣由来細胞及びマウスリンパ腫細胞を用いた遺伝子突然変異試験、   

チャイニーズハムスターV79細胞及びヒトリンパ球を用いた染色体異常試験、ラ   

ット初代培養肝細胞を用いた不定期DNA合成（UDS）試験、チャイニーズハム   

スターの骨髄細胞を用いた小核試験、マウスを用いた姉妹染色分体交換試験及び   

劣性遺伝子変異試験及びラットを用いたDNAアダクト形成試験が実施された。  

結果は表13に示されており、細菌を用いた復帰突然変異試験の一部、マウス   

リンパ腫細胞を用いた遺伝子突然変異試験、チャイニーズハムスターV79細胞及   

びヒトリンパ球を用いた染色体異常試験で陽性であったが、血房加の他の試験   

及び元＝正和の試験が全て陰性であったことから、生体において問題となる遺伝   

毒性はないものと考えられた。（参照2～6）  

表13 遺伝毒性試験概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

励血α刀e肋如ム血正び皿  
①0～2，500トIg／plate  

陰性  

血d加   （TA98、TA1535、TA1537、 TAlOO株）   ②0～400トIg／plate  
TAlOO  

復帰突然  
株のみ  

変異試験  
弱陽性  

且¢pム血〃カび皿  

（TA98、TAlOO株、  
5～160Llg／plate（＋S9）  

1，25～40膵／plate（－S9）   
陰性  

TA1535、TA1537株）  
遺伝子突然  チャイニーズハムスターV79  300～3，000ng／mL（＋S9）  陰性     ☆  4 
変異試験   細胞（HGPRT遺伝子）   ～40ng／mL（－S9）   
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チャイニーズハムスター卵巣  
陰性  

由来細胞（CHO－Kl－BH4） （HGPRT遺伝子）   3～30膵／mL（＋S9） 0・5～6－0岬／mL（・S9）  

遺伝子突然  マウスリンパ腫細胞   500～7，500ng／mL（＋S9）  陽性  
変異試験   （L5178YTK＋／－）   25～300ng／mL（・S9）  

チャイニーズハムスターV79  
染色体異常    細胞   

弱陽性  

試験  
0．1～1トLg／mL（－S9）   陰性  

ヒトリンパ球   0．1～10トIg／mL（叶S9）   陽性  

UDS試験   ラット肝初代培養細胞   2．5～2011g／mL   陰性   

小核試験   
チャイニーズハムスター   4，000mg／kg体重   

（骨髄細胞）   単回経口投与  
陰性  

染色体異常 試験  マウス（雄）（骨髄細胞）   
16mg／kg体重  

単回腹腔内投与  陰性  

姉妹染色分 体交換試験  NMRIマウス   0、500、1，670、5，000  
上月 mI′P  mg／kg体重   

陰性  

0、1，750、3，500、7，000   
劣性遺伝子 変異試験  C57B16JXTマウス  mg／kg休重／日、  

妊娠10日に単回経口投与   
DNAアダク  Wistarラット（肺、肝、甲状  0、1，500、7，500ppm   
ト形成試験  腺）   21日間混餌投与   

陰性  

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下   

代謝物DMST、WAK5818、WAK6550、WAK6676、WAK6698の遺伝毒性  

試験が実施された。   

結果は表14に示されている。代謝物DMSTを用いた染色体異常試験で、陽性  

の結果が得られた他は、試験結果は全て陰性であった。（参照2、3、4）  

表14 遺伝毒性試験概要（代謝物）  ㌣
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試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

DMST   染色体異常   チャイニーズハムスタ  450トLg／mL（＋S9）   
試験   ーV79細胞   8001堵／mL（－S9）   

陽性  

WAK5818   

復帰突然変異 試験  反物丘血比正び皿 （m98、TAlOO、  
WAK6676   

16～5，000Llg／plate（＋／－S9）  陰性   

WAK6698   
TA1535、TA1537株）  

遺伝子突然変  マウスリンパ腫細胞   
WAK6698  

1．95～1，000   

（L5178YTK＋／－）   Llg／plate（＋／・S9）   
陰性  

注）＋／一S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「トリルフルアニド」の食品健康影響評価を実   

施した。  

動物体内運命試験の結果、トリルフルアニドの吸収、排泄は速やかであり、投与   

後48時間以内に総投与量の80％以上が排泄された。排泄経路は、尿中に約60％TAR   

以上、糞中に10～40％TARが排泄された。体内では腎、肝及び甲状腺への分布が   

認められたが、いずれも速やかに排泄され、組織への蓄積は認められなかった。主   

要代謝経路は、加水分解によるDMST及びRNHO166の生成に続く脱メチル化に   

よるRNHO146の生成と考えられた。  

植物体内運命試験の結果、トリルフルアニドの植物における主要代謝経路は、ジ   

クロロスルフェニル側鎖の脱離によるDMSTの生成、さらにDMSTの4－メチル基   

及びフェニル環の水酸化とそれに伴う糖による抱合化であると考えられた。植物の   

みに存在する代謝物としてDMSTの4－メチル基及びフェニル環の水酸化体とその   

グルコース抱合体が検出されたが、その毒性は親化合物と同等またはそれ以下であ   

った。  

トリルフルアニド及びDMSTを分析対象化合物としたとうがらしにおiナる作物   

残留試験の結果、トリルフルアニド及びDMSTの最大値は、いずれも最終散布1   

日後のとうがらし（葉）で、それぞれ17．4及び5，14mg／kgであった。  

各種毒性試験結果から、トリルフルアニド投与による影響は、主に骨、歯、肝臓   

及び腎臓に観察された。繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題とな   

る遺伝毒性は認められなかった。  

発がん性試験において、ラットで甲状腺ろ胞細胞腫瘍が認められたが、遺伝毒性   

試験において五＝d仰の試験ではすべて陰性の結果が得られており、ラットにおけ   

る甲状腺腫瘍発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評価に当たり開催を設   

定することが可能であると考えられた。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をトリルフルアニド（親化合物）   

及びDMSTと設定した。  

各試験における無毒性量等は表15に示されている。  

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒性／発がん   

性併合試験②の3．6mg／kg体重／日であった。イヌを用いた1年間慢性毒性試験に   

おいて、雌の無毒性量が設定できなかったが、最小毒性量で認められた毒性所見で   

ある、骨におけるフッ素濃度増加が、その一つ上の用量である20mg／kg体重／日で   

は有意な差として認められなかったこと、雄では骨におけるフッ素濃度増加が認め   

られたのが80mg／kg体重／日以上であったことから、本試験における雌の無毒性量   

は最′ト毒性量である5mg／kg体重／日にごく近い値であると考えられ、ラットを用   

いた2年間慢性毒性／発がん性併合試験の無毒性量である3．6mg／kg体重／日で、イ   

ヌにおける安全性も保証できるものと考えられた。  

したがって、食品安全委員会は、3．6mg／kg体重／日を根拠として、安全係数100  
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で除した0．036mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．036mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

3．6mg／kg体重／日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認す  

ることとする。  
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表15 各試験における無毒性量等  

動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg／kg体重／日）  JMPR   米国   EU   食品安全委員会   

ラット  90日間亜急性  0、300、1，650、9，000  雄：20   雄：20   雄：20  

毒性試験①  ppm  雌：130  雌：130  

雄：0、20、110、640  
雌：0、23、130、740   雌雄：T4結合能低下  

等  関連した血液生化学  等  

的変化  

90日間亜急性  0、150、500、1，500、  雄：400  雄：400  

毒性試験②  4，500ppm   
ヾ  

雌：510  雌：510  

400  毒性所見なし  毒性所見なし  

雌：0、18、60、180、  
510  

90 日間亜急性  0、300、1，650、9，000  雄：110   雄：   雄：110   雄：110  

神経毒性試験  ＿＿＿＿▼＿＿＿＿‖＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 耳凹型  雌：25   雌：130   雌：130  

雄：0、20、110、620  

雌：0、25、130、770   雌雄：体重増加抑制等  雌雄：体重増加抑制等  
（神経毒性は認めら  （神経毒性は認めら  （神経毒性は認めら  （神経毒性は認めら  

れなかった）   れなかった）   れなかった）   れなかった）  

2年間慢性毒性  0、300、1，500、7，500  雄：20   雄：20  雄：20  

／発がん性併合  雌：20  雌：20  

試験（∋   雄：0、20、80、430  

雌：0、20、110、580   雌雄：骨の異常  雌雄：骨の異常  

（発がん性は認めら  甲状腺ろ胞細胞腺腫  

れなかった）  及び癌の発生  及び癌の発生  

2年間慢性毒性  0、60、300、1，500、  雄：3．6   雄：18．1   雄：18．1   雄：3．6  

／発がん性併合  雌：4．2   雌：21．1   雌：21．1   雌：4．2  

試験②   雄：0、3．6、18．1、  
90．1、504．2  雌雄：歯のフッ素濃度  雌雄：骨の異常  雌雄：歯のフッ素濃度  

雌：0、4．2、21．1、  増加  

105．2、584．4  甲状腺ろ胞細胞腺腫  

甲状腺腺腫発生増加   れない）  甲状腺腺腫発生増加   
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動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg此g体重／日）1）  

（mg此g体重／日）  皿PR   米国   EU   委員会  

2世代繁殖試験  親動物及び児動物：15  

①   ヨ   

0、15、75、380  親動物：体重増加抑制  親動物：体重増加抑制  
児動物：生時体重減少  児動物：生時体重減少  

等  等  

（繁殖能に対する影  （繁殖能に対する影  
響なし）   響なし）  

2世代繁殖試験  親動物及び児動物：23  

②   ppm   20．1～26．3  

0、23、97、420  親動物及び児動物：  親動物及び児動物：  

体重増加抑制等  体重増加抑制等  
（繁殖能に対する影  （繁殖能に対する影  

響なし）   繁殖能：平均産児数の  響なし）  

減少  

児動物：体重増加抑制  

2世代繁殖試験  0100 7004900  親動物及び児動物   親動物：7．9～10．5  親動物及び児動物  
③   P雄：0、7．9、58、450  P雄：7．9 Fl雄：9．1  繁殖能：7．9～10．5  P雄：7．9 Fl雄：9．1  

P雌：0、9．5、75、570  P雌：9．5Fl雌：10  
Fl雄：0、9．1、70、480  
Fl雌：0、10、78、620   親動物：臨床症状及び  

体重増加抑制  等  体重増加抑制  

児動物：臨床症状及び  児動物：臨床症状及び  
生存率低下  生存率低下  

（繁殖能に対する影  （繁殖能に対する影  
響なし）   響なし）  

2世代繁殖試験  0、100、200、800、  親動物：  

④   ＿梨鱒勘叩些＿＿＿…▼＿＿＿＿＿  雄：46．8雌・：72．3  
雄：0、5．8、12．0、  児動物：  

46．8、237  雄：12．0  
雌：0、9．0、18．4、  d堆：18．4   

72．3、353  
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動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg肱g体重／日）  しmIPR   米国   EU   全委員会  

親動物：体重増加抑制  

等  等  

児動物：低体重等  児動物：低体重等  
（繁殖能に対する影  

響なし）   響なし）  

発生毒性試験①  0、100、300、1，000  母動物及び胎児：100  母動物及び胎児：100  

胎児：1，000  

母動物：体重増加抑制   母動物：体重増加抑制   

等  等  

児動物：胎児重量減少  等  児動物：胎児重量減少  
（催奇形性は認めら  （催奇形性は認めら  

れない）   （催奇形性は認められ  れない）  

ない）  

発生毒性試験②  0、100、300、1，000  母動物：－  母動物：－  母動物：－  

胎児：1，000  胎児：1，000  胎児：1，000  

母動物こ体重増加抑制  母動物：体重増加抑制  
胎児：影響なし  胎児：影響なし  胎児：影響なし  
（催奇形性は認めら  （催奇形性は認めら  

れない）  れない）  れない）   

マウス  2年間   0、60、300、1，500、  雄：15．3   雄：76．3   雄：15．3   雄：15．3  

発がん性試験  ＿7ノ皐qppゼ些…‥＿‖＿＿＿■▼  雌：24．5   雌：124   雌：24．5   雌：24．5  

雄：0、15．3、76．3、  

376、2，310  雌雄：骨のフッ素濃度  雌雄：骨格、肝及び腎  雌雄：骨のフッ素濃度  雌雄：骨のフッ素濃度  

雌：0、24．5、124、   増加等   の変化   増加等   増加等  

611、2，960   （発がん性は認めら  （発がん性は認めら  （発がん性は認めら  （発がん性は認めら  
れない）   れない）   れない）   れない）   

ウサギ  発生毒性試験  0、10、25、70   母動物及び胎児：25  母動物及び胎児：25  母動物及び胎児：25  母動物及び胎児：25  

母動物：体重減少等  母動物：体重減少等  母動物：体重減少等  母動物：体重減少等  
胎児：死亡増加、後期  胎児：死亡増加、後期  胎児：死亡増加、後期  胎児：死亡増加、後期  

胚吸収増加   胚吸収増加   月杢吸収増加   月杢吸収増加  

（催奇形性は認めら  （催奇形性は認めら  （催奇形性は認めら  （催奇形性は認めら   
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動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg此g体重／日）1）  

（mg／kg体重／日）  ．刀止PR   米国   EU   
れない）   れない）   れない）   れない）   

イヌ  90日間亜急性  0、330、1，000、3，000  雄：31   雄：25   雄：31   雄：31  

毒性試験   ppm  雌：32   雌：23．1   雌：32   雌：32  

雄：0、11、31、90  
雌：0、11、32、98   雌雄：体重増加抑制等  雌雄：体重増加抑制等  雌雄：体重増加抑制等  雌雄：体重増加抑制等  

1年間慢性  0、2，5、12、62／120  雌雄：12  雌雄：12．5  雌雄：12  

毒性試験①  

雌雄：体重増加抑制等   雌雄：体重増加抑制  雌雄：体重増加抑制等  
1年間慢性  0、5、20、80   雄：20  雄：20  
毒性試験②  雌：－  雌：－  

雌雄：骨及び歯のフッ  
雌雄：歯におけるフッ  素濃度増加  雌雄：歯におけるフッ  
素濃度増加等  素濃度増加等   

NOAEL：3．6   NOAEL：7．9   NOAEL：12   NOAEL：3，6  
ADI  SF：50   tTF：300   Sf■：100   Sf’：100  

ADI：0．08   cRⅡ）：0．026   ADI：0．1   ADI：0．036   

ラット．2年間慢性毒  ラット 2世代繁殖毒  ラット 2世代繁殖毒  ラット 2年間慢性毒  
ADI設定根拠資料  性／発がん性併合試験  性試験④   性／発がん性併合試験  

②   ②   
注）－一：無毒性量を設定できず SF：安全係数 UF：不確実係数 cRⅡ）：慢性参照用量   

司  

1）無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
2）8，000ppmは雌のみで試験を実施  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称、記号   化学名   

DMST  dimethylaminosulfotoluidine   

（WAK5506）  

4－Hydroxymethyl－DMST  NNdimethyl－N－［4－（hydroxymethyl）phenyl】sulfhmide   

（WAK5818）  

3－Hydroxyphenyl－DMST   NNdimethyl－N－［3－hydroxy－4－methylphenyl】sulhmide   

2－Hydroxyphenyl－DMST  NNdimethyl－N－［2－hydroxy－4Tmethylphenyl】sulhmide   

（WAX6698）  

RNHO166   4一［［（dimethylamino）sulfonyl】－amino］benzoicacid   

RNHO416   4－methylaminosul丘）nylaminobenzoicacid   

WAK6426   N［4一（dimethylaminosulfonyl・amido）benzoyl］glycine   

WAK6550   （4－hydroxymethylTDMSTの糖抱合体）   

WAK6676   
（2－hydroxyphenyl－DMSTの糖抱合体）   

thiazolidine－2－thione寸carboxylicacid   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ALP   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

Cmax   最高濃度   

CI・e   クレアチニン   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

FOB   機能観察総合評価   

GLDH  グルタミン酸デヒドロゲナーゼ   

Glu   グルコース（血糖）   

LC50   半数敦死濃度   

LD50   半数致死量   

MCV   平均赤血球容積   

PAS   過ヨウ素酸－シッフ（染色）   

Tl／2   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Cbol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

TSH   甲状腺刺激ホルモγ   

Ure   尿素   

■
．
．
 －
■
 
－
」
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トリルフルアニド（案）   

今般の残留基準の検討については、関係国から「国外で使用される農薬等に係  

る残留基準の設定及び改正に関する指針について」（平成16年2月5日付け食  

安発第0205001号）に基づく残留基準の新規の設定要請がなされたことに  

伴い、食品中の農薬等のポジティブリスト制度導入時に新たに設定された基準値  

（いわゆる暫定基準）の見直しを含め、食品安全委員会において食品健康影響評  

価がなされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下  

の報告をとりまとめるものである。  

1．概要  

（1）品目名：トリルフルアニド［Tolylfluanid（ISO）］ 

（2）用途：殺菌剤  

フユニルスルファミド系の殺菌剤であり、SH基酵素阻害剤として、菌の   

様々な代謝を阻害することにより効果を示すと考えられている。  

（3）化学名：   

Ndichlorofluoromethylthio－N’，N’－dimethyl・Np－tOlylsulfhmide（IUPAC）  

1，1－dichloro－N［（dimethylamino）sulfonyl］－1－fluoro－N（4－methylphenyl）－   

methanesulfenamide（CAS）  

（4）構造式及び物性  

Ⅰ・Ij〔、  

甲
－
S
 
 

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数  

ClOH13C12FN202S2  

347．25  

0．90mg／L（20℃）  

logPow＝3．90（21℃）  

（2002年JMPR評価書より）  
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2．適用病害の範囲及び使用方法   

本剤の適用病害の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

本剤については、「国外で使用される農薬等に係る残留基準の設定及び改正に   

関する指針について」（平成16年2月5日付け食安発第0205001号）に   

基づき、とうがらし及び高麗人参に係る残留基準の設定が要請されている。  

【海外での使用方法（韓国）】   

50％トリルフルアニド水和剤  

本剤の  
使用時期   

使用  
作物名  適用病害  使用適期  希釈倍数  

使用回数  方法   

発病初期  
500倍   3回以内   

収穫7日前  
とうがらし  炭症病  

10日前後  まで   

苗参浸漬  散布   

（定植前）  4回以内  
高麗人参  灰色かび病  250倍  

発病初期から  （定植前1回）   まで   

10日間隔  

3．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・トリルフルアニド  

・〃ルジメチルー」VL（4－メチルフェニル）  

スルファミド（以下、DMST）  【DMST】  

②分析法の概要   

．・とうがらし  

磨砕して均質化させた試料をアセトンで抽出後、分液漏斗に移し   

てジクロロメタンに転溶し、減圧濃縮後、シリカゲルカラム及びフ   

ロリジルカラムで精製し、高速液体クロマトグラフ（UV－ⅤIS検出器）   

で定量した。  

定量限界：トリルフルアニド 0．05ppm  

DMST O．05ppm  
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高麗人参   

細砕した試料をアセトンで抽出後、分液漏斗に移してジクロロメ  

タンに転溶して濃縮し、ヘキサンに溶解した。トリルフルアニドに  

ついてはこの溶液をGC－FPDで定量した。DMSTについては、ヘキ  

サン溶液をシリカゲルカラムを用いて精製した後、GC－NPDで定量し  

た。  

定量限界：トリルフルアニド  0．025ppm  

DMST O．05ppm  

（2）作物残留試験結果   

海外で実施された作物残留試験試験成績の結果の概要を、別紙1にまとめた。  

4．ADIの評価  

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第2項の規定に基づ   

き、平成19年6月5日付け厚生労働省発食安第0605010号及び同法第   

24条第1項第1号の規定に基づき、平成20年6月2日付け厚生労働省発食   
安第0602002号により食品安全委員会あて意見を求めたトリルフルア   

ニドに係る食品健康影響評価について、 以下のとおり評価されている。  

無毒性量：3．6mg／kg体重／day  

（動物種）  ラット  

（投与方法）   混餌投与  

（試験の種類） 慢性毒性／発がん性併合試験  

（期間）  2年間  

安全係数：100  

ADI：0．036mg／kg体重／day  

5．諸外国における状況  

2002年にJMPRにおける毒性評価が行われ、ADIが設定されている。   

国際基準は、仁果果実類、ぶどう、トマト等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドにっ   

いて調査した結果、米国においてりんご、トマト等に、EUにおいてぶどう、   

たまねぎ等に、オーストラリアにおいてきゆうり、いちご等に、ニュージーラ   

ンドにおいてぶどう、仁果果実類に基準値が設定されている。  
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6．基準値案  

（1）残留の規制対象  

トリルフルアニド本体のみ   

一部の作物残留試験においてDMSTが分析されているが、りんご等を用  

いた植物代謝試験において、主要な残留物は親化合物であり、ぶどうを除い  

て、DMSTとその代謝物はいずれも微量残留物であった。また、JMPR  

においては、暴露評価対象物質がトリルフルアニドとDMSTの和をトリルフ  

ルアニドに換算したものと評価されている一方で、残留の規制対象は親化合物  

のみとされており、国際基準を基本として基準値を設定することを踏まえ、  

残留の規制対象としては、トリルフルアニド本体のみとすることとした。   

なお、食品安全委員会において作成された食品健康影響評価においては、  

農産物中の暴露評価対象物質としてトリルフルアニド（親化合物）及びDMST  

と設定されている。  

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限までトリフルアニドが残留していると仮定   

した場合、国民栄養調査結果に基づき試算される、1日当たり摂取する農薬   

の量（理論最大1日摂取量（TMDI））のADIに対する比は、以下のとお   

りである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の   

増減が全くないとの仮定の下に行った。  

TMDI／AD．Ⅰ（％）注）   

国民平均   23．0   

幼小児（1～6歳）   59．0   

妊婦   19．5   

高齢者（65歳以上）   20．2   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

参考）前述のとおり、食品安全委員会によって作成された食品健康影   

響評価においては、農産物中の暴露評価対象物質としてトリルフルア   

ニド（親化合物）及びDMSTと設定されている。また、JMPRの  
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評価においても、暴露評価対象としては「トリルフルアニドとDMST  

の和をトリルフルアニドに換算したもの」と設定されており、STMR  

（管理試験の中央値；Supervisedtrialmedianresidue）がこの換  

算値で評価されているため、国際基準を参照した作物についてはこ  

のSTMRを用い、また、韓国の作物残留試験成績を参照した作物  

については、当該試験成績の値を用いて、推定1日摂取量（EDI）  

のADIに対する比を求めたところ、以下のとおりであった。  

EDI／ADI（％）   

国民平均   4．7   

幼小児（1～6歳）   10．7   

妊婦   3．8   

高齢者（65歳以上）   4．1   

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号   

により、食品一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定   

められているが、今般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削   

除される。  
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（別紙1）  

トリルフルアニド海外作物残留試験一覧表  

試験  試験条件  最大残留量（ppm）注1）  

農作物   圃場数  【トリルフルアニド／DMST注2）】  

とうがらし   ロ  50％水和剤  500倍希釈液散布   旦旦  ヱ日  圃場A：0．61／0．82   
（果実）  

とうがらし   ロ  50％水和剤  500倍希釈液散布   三日  圃場A：10．30／4．57   
（葉）  

高麗人参   ロ  50％水和剤  250倍希釈液散布   引回  ββ日  圃場A：く0．025／0．13（＃）   
（生鮮）  

高麗人参   口  50％水和剤  250倍希釈液散布   4回  ββ日  圃場A：く0．025／0，12（＃）   
（乾燥）  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合  
の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それぞれの試験から得られた残留量。  
（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。適用範囲内で実施されていない条件を斜体  
で示した。  

注2）「最大残留量」欄に記載したDMSTの残留値は、トリルフルアニドに換算した値。  
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農薬名  トリルフルアニド  （別紙2）  

ぶどう   3     器【≡  3  田  アメリカ  

その他の果実  

ホップ   50  ー》i菟 コ室攣≡  50  30  アメリカ  

その他のスパイス  野澤  
とうがらし（乾燥させたもの）   20  20  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

※参考基準値のうち、韓国の基準値は、トリルフルアニドとDMSTをトリルフルアニドに換算したものの和となっている  
が、作物残留試験成績欄にはトリルフ／レアニド本体のみの残留量を記載した。  
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（別紙3）  

トリルフルアニド推定摂取量（単位：［Lg／人／day）  

基準値案  
食品群  

（ppm）   民平均 TMDI  幼小児 （1～6歳） TMDI  妊婦 TMDI  高齢者 （65歳以上） TⅦ）Ⅰ   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   15   91．5  63．0   

27．0   ねぎ（リーキを含む）  2  
3  56．7   トマト  

ピーマン   その他のなす科野菜   2  3．8   7．4  

0．3   

きゆうり（ガーキンを含む）  8        16．6   
0．6   その他の野菜  0．05  

5  178．0   りんご  
日本なし   5  22．0   26．5   25．5   

0．50   0．50   0．50   西洋なし  5  
0．5   0．5   0．5   マ／レメロ  5  

0．5   びわ  5  
いちゾ   5  0．5   
ラズベリー   5  0．5   0．5   0．5   

ブラックベリー  5        0．5   
その他のペリー類果実  0．5        0．1   

3  11．4   
ぶどう  
ホップ   50   5．  5．0   

441．  335．7   389．7   394．6   

′  ADI比（％）  

計  
23．   59．0   19．5   20．2   

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximu皿Dai1yIntake）  
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答申（案）  

トリルフ／レアニド   

残留基準値  

食品名  

DDm   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   15   

ねぎ（リーキを含む。）   2   

トマト   3   

ピー寸ン   
2   

その他のなす科野菜（注1）   

きゆうり（ガーキンを含む。）   

その他の野菜（注2）   0．05   

りんご   5   

日本なし   5   

西洋なし   5   

マ′レメロ   5   

びわ   5   

いちご   5   

ラズベリー   
5   

ブラックベリー   
5   

その他のペリー類果実（注3）   0．5   

ぶどう   3   

ホップ   50   

とうがらし（乾燥させたもの）   20   

（注1）「その他のなす科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以  
外のものをいう。  

（注2）「その他の野菜」とは、野菜のう  
ち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶら  
な科野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科  
野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ  
う、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟え  
んどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ  
類、スパイス及びハープ以外のものをいう。  

（注3）「その他のベリー類果実」とは、ペ  
リー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブ  
ラックベリー、ブルーベリー、クランベリー  
及びハックルベリー以外のものをいう。   
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要 約   

ネオニコチノイド系殺虫剤である「アセタミプリド」（CASNo．135410－20・7）  

について、各種評価書（農薬抄録及び米国）等を用いて食品健康影響評価を実施し  

た。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（なす、りん  

ご、キャベツ、にんじん及びワタ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、  

急性毒性（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒  

性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラγト）、発がん性（マウス）、2世代繁殖  

（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、アセタミプリド投与による影響は、主に体重増加量及び肝臓に認  

められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生 

なるような遺伝毒性は認められなかった。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2世代繁殖試験の6．5  

mg肱g体重／日であったが、より長期の試験であるラットを用いた2年間慢性毒性  

／発がん性併合試験の無毒性量は7．1mg瓜g体重／日であった。この差は用量設定の  

違いによるもので、ラットにおける無毒性量は7．1mg／kg体重／日とするのが妥当  

であると考えられた。食品安全委員会は、これを根拠として安全係数100で除し  

た0．071mg戊g体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。   

○参考：急性参照用量（ARfD）※   

アセタミプリドの急性的な毒性影響について、諸外国の手法を参考に、急性的な  

毒性影響の指標を参考情報として示すこととした。   

アセタミプリドの単回投与試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットの急性神  

経毒性試験で得られた10mかkg体重であらたことから、これを安全係数100で除  

した0．1mg此g体重／日を急性参照用量（ARfD）とすることが妥当と考えられた。   

一度に摂取するアセタミプリドの量がこれを下回る場合、急性的な毒性影響は生  

じないと考えられた。  

※‥ヒトの24時間またはそれより短時間の経口摂取により健康に悪影響を示さ  

ないと推定される量   

貞「   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：アセタミプリド  

英名：aCetamiprid（ISO名）   

3．化学名   

IWAC  

和名：（カー〃－【（6・クロロー3－ビリジル）メチル】一∧声－シアノ  

〃・メチルアセトアミジン  

英名：（B－N－【（6－Chloro－3－Pyridyl）methyl】－N・CyanO－  

N－methylacetamidine  

CAS（No．135410－20－7）  

和名：（周一A臣［（6一クロロー3－ビリジニル）メチル】－〃，  

－シアノーⅣメチルエタンイミグミド  

英名：（B－N－［（6－Chloro－3－Pyridinyl）metllyl］－N’  

－Cyan0・Nmethylethanimidamide  

5．分子圭  

222．68  

4．分子式  

ClOHllCIN4  

6．構造式  N
 
 

C
 ／
 
 

ニ
 
 

芋
 
 

N
 
 

3
 
 
 
H
 
 

＼
し
 
 

N
 
 

つ
L
 
 

7．開発の経緯   

アセタミプリドは、日本曹達株式会社によって開発されたネオニコチノイド系   

殺虫剤であり、昆虫神経のシナプス後膜のニコチン性アセチルコリン受容体に結   

合し、神経の興奮とシナプス伝達の遮断を引き起こすことで殺虫活性を示す。   

2008年時点で、アメリカ、EU等100カ国以上で登録が取得されている。  

日本においては1995年11月28日に初めて農薬登録された。ポジティブリス  

ト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

農薬抄録（2008年）及び米国（2002及び2007年）評価書等を基に、毒性に関  
する主な科学的知見を整理した。（参照2～5）  

各種運命試験（Ⅱ－ト4）は、アセタミプリドのビリジン環の2位及び6位の炭  
素を14Cで標識したもの（【pyr－14C】アセタミプリド）及びシアノ基の炭素を14C  

で標識したもの（【cya－14C】アセタミラリド）を用いて実施された。放射能濃度及  
び代謝物濃度は特に断りがない場合アセタミプリドに換算した。代謝物／分解物等  
略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）血中濃度推移（単回投与）  

SDラット（一群雌雄各5匹）に、【pyr－14C】アセタミプリドを低用量（1mg此g   
体重）または高用量（50mg／kg体重）で、また【cya－14C］アセタミプリドを低   

用量で単回経口投与し、血中濃度推藤について検討された。  

血中放射能濃度推移は表1に示されている。  

低用量群では、最高血中濃度到達時間（Tmax）は標識位置、性別にかかわら   

ず投与0．5～2時間後であった。高用量群ではTmaxは投与3～7時間後であっ  

た。（参照2、4）  

表1血中放射能濃度推移  

標識体   ［pyr－14C】アセタミプリド  ［cya－14C】  

アセタミプリド   

投与量   低用量  高用量  低用量   

雌   

1．0′～2．0   

0．98  

5．13   

（2）血中濃度推移（反復投与）  

SDラット（一群雌雄各3～5匹）に、【pyr－14C】アセタミプリドを低用量で   
反復経口投与（1日1臥15日間連続投与）または低用量で非標識体を反復   

経口投与（1日1回、14日間）後、15日目に【pyr－14C】アセタミプリドを単回   
投与し、血中濃度推移について検討された。  

標識体を反復経口投与した場合、投与開始1～15日（試験終了時）の血中放   
射能濃度は、雌雄とも0．47～0．75膵／mLで推移し、・ほぼ一定であった。  

非標識体と標識体を反復経口投与した場合、血中放射能濃度推移は表2に示   
されており、単回経口投与時と大きな差はなかった。（参照2、4）  

‾雷．  てー滑   



表2 反復経口投与試験における血中放射能濃度推移  

投与条件   非標識体14日間反復投与  

＋byr・14C】アセタ  ミプリド単回投与   

投与量   低用量   

．  雌   

1．93～3．62   1 1・98～4・26   
0．80   Cmax（楯山1L）  0．86   

Tl／2（時間）   4．42   5．56   

（3）排泄（単回投与）  

SDラット（一群雌雄各5匹）に、【pyT－14C】アセタミプリドを低用量または   
高用量で、また【cya－14C】アセタミプリドを低用量で単回経口投与し、あるい   

は【pyr－14C】アセタミプリドを低用量で単回静脈内投与し、排泄試験が実施さ   

れた。  

標識位置、性別、投与量及び投与経路に関わらず排泄は速やかで、投与後   

48時間で総投与放射能（TAR）の88．4～97．3％が、投与後96時間で91％TAR   

以上が尿及び糞中に排泄された。  

主要排泄経路は尿中であり、投与後48時間の尿中排泄は71．6～88．8％TAR、   

糞中排泄は5．0～16．8％mRであった。（参照2～4）  

（4）排泄く反復投与）  

SI）ラット（一群雌雄各3～5匹）に、【pyr－14C］アセタミプリドを低用量で  

反復経口投与（1日1回、15日間連続投与）または低用量で非標識体を反復   

経口投与（1日1臥14日間）後、15日目にtpyT－14C】アセタミプリドを単回   

投与し、排泄試験が実施された。  

標識体を15日間連続投与した場合、最終投与後1～96時間で、雄では尿中   

排泄が53．4～61．4％TAR、糞中排泄が29，8～岳2．0％TAR、雌では尿中排泄が   

56．0～59．3％TAR、糞中排泄が21．9～27．5％TARとほぼ一定であり、反復投与   

による排泄率の変化はないものと考えられた。  

非標識体と標識体を反復経口投与した場合、最終投与後96時間に雄では尿   

中に64．8％m、糞中に35．3％mが排泄され、雌では尿中に62．1％mR、   

糞中に28．7％TARが排泄された。（参照2、4）  

（5）胆汁中排泄  

胆管カニューレを挿入したSI）ラット（一群雌雄各5匹）に【pyT－14C］アセタ   

ミプリドを低用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験が実施された。  

投与後48時間の胆汁中には、雄で19．9％TAR、雌で18．6％TARが排泄され   

た。尿中（ケージ洗浄液を含む）には、雄で60．2％TAR、雌で64．4％mが、   

糞中には雄で6．7％TAR、雌で5．8％TARが排泄された。（参照2、4）  
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（6）体内分布（単回投与）  

SDラット（一群雌雄各9匹）に【pyr14C］アセタミプリドを低用量または革   
用量で単回経口投与し、体内分布試験が実施された。  

いずれの投与群も、ほとんどの組織で投与1時間後の放射能濃度が最も高く、   

その後速やかに減衰し、投与96時間後には低用量群及び高用量群とも、カー   

カスに放射能が0．40～0．71％TAR存在したが、他の組織における放射能は   

0．02％TAR以下であった。  

低用量群及び高用量群とも、肝臓、腎臓、甲状腺及び副腎で放射能濃度が   

高く、低用量群では、投与1時間後で1．34～2．41帽／g（0．01～6．2％TAR）存   

在したが、投与96時間後にはいずれも0．004膵／g以下（0．01％TAR以下）とな   

った。高用量群では、これらの臓器における放射能濃度は投与5時間後で51．9   

～68．1いg／g（0．01～4．60％TAR）・であったが、投与96時間後には0・05～0・21   

いg／g（0．02％TAR以下）となった。  

脳における放射能濃度は、いずれの時点でも血中濃度より低く、低用量群   

では、投与1時間後で0．677～b．712けg／g（0．63～0．86％TAR）であったが、投   

与96時間後には0．001トLg／g（0．01％TAR以下）となった。高用量群では、投与   

5時間後で27．8～28．9膵／g（0．53～0．70％TAR）であったが、投与96時間後に   

は0．03～0．06購兎（0．01％M以下）となった。（参照2、4）   

く7）体内分布（反復投与）  

SDラット（一群雌雄各3～5匹）に、【pyr－14C］アセタミプリドを低用量で   
反復経口投与（1日1回、15日間連鱒投与）または低用量で非標識体を反復   

経口投与（1日1回、14日間）後、15日目に【pyr－14C】アセタミプリドを単回   

投与し、体内分布試験が実施された。  

標識体を15日間連続経口投与した場合、全ての臓器で最終投与1時間後の   

放射能濃度が最も高かったが、一その後速やかに減少し、最終投与96時間後に   

は全ての組織で0．02％TARとなった。最も放射能濃度が高かったのは消化管   

（小腸及び大腸）、肝臓及び腎臓で、最終投与1時間後に消化管に3．79～4．48   
膵／g（3．3～4．1％m）、肝臓に1．62～1．86帽／g（0・66～0・67％TAR）、腎臓に   

1．43～1．亜ドがg（0．11～0．12％TAR）存在したが、最終投与96時間後にはい   

ずれも0．03帽／g以下（0．01％TAR以下）となった。  

脳における放射能濃度は、いずれの時点でも血中濃度より低く、最終投与1   

時間後に0．59～0．75拉gノg（0．03～0．05％m）存在したが、最終投与96時間   

後には0．002けg／g（0．0001％TAR）となった。  

非標識体と標識体を反復経口投与した場合、最終投与96時間後の組織内放   

射能濃度はいずれの組織も0．01トLg／g以下（脳は0．001l⊥g／g以下）であった。  

アセタミプリドは反復投与によって組織に蓄積しないと考えられた。（参   

照2、4）  
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（8）代謝物同定・定1   

単回投与による排泄試験【1．（3）】及び非標識体と標識体の反復投与による  

排泄試験【1．（4）】におけろ尿及び糞中の代謝物同定・定量試験が実施された。   

単回投与群では、いずれの群でも親化合物が投与後24時間の尿中に3．4～  

7・2％m、糞中に0・6～Ot9％mR存在した。   

両標識体の単回投与群で、共通してみられた主要代謝物はM－2－1であり、  
低用量群では尿中に12．7～18．8％nlR、糞中に0．7～0．9％TAR、高用量群  

（【pyT－14C］アセタミプリドのみ）では尿中に20．1～23．8％TAR、糞中に0．6～  

1．3％m存在した。  

【pyr14C］アセタミプリド単回投与群では、他に主要代謝物としてIC－0が存  

在し、尿中に24・4～27・8％mR、糞中に0・2～1・0％mR存在しキ。またM－0、  

IM－1－3、IM－1－4、M－2－3、IM－2－4、IC－0－Gly及びMeS－IC－0が少量ずつ存在  

した。【cya－14C］アセタミプリド単回投与群では、IM－2－1以外に存在した代謝  

物はIg－2・l（尿中に29．3～34．4％TAR、糞中に0．9～1．2％TAR）及びIS－1－1  

（尿中に12．9～16．0％m、糞中に0．3～0．4％mR）のみであった。   

反復投与群の最終投与後24時間？尿中及び糞中に、親化合物はそれぞれ3．1  

～3．4％TAR及び1．2～1．8％mR存在した。   

主要代謝物はIM廿1（尿中に9．9～10．8％TAR、糞中に1．3～2．0％TAR）、  

IC－0（尿中に3．3～8．0％TAR、糞中に0．8～0．9％TAR）、IC－0－αy（尿中に6．9  

～9．3％叩、糞中に存在せず）であり、その他MeS－IC－0、M－0、IM十4、  

M廿4、M十3及びM－2－3が存在したが、全て2％TAR以下であった。   

ラットにおける、アセタミプリドの主要代謝経路は、〟脱メチル化による  

M廿1の生成、Mサ1からシアノアセタミド側鎖の脱離によるニコチン酸誘  

導体IC－0の生成、またアセタミプリド及びM－2－1から脱離したシアノアセ  

タミド側鎖からのIS－1－1及びIS－2－1の生成であると考えられた。   

また、SDラット（一群雄5匹）に非標識体を0．6または6mg／kg体重で単  

回経口投与し、尿中のチオシアン濃度を測定したところ、いずれの投与量でも、  

投与後18時間の尿中のチオシアン濃度は、検出限界未満（く0．1mmol几）で  

あった。（参照2、4）  

（9）畜産動物における動物体内運命試験  

①ヤギ   

ザーネン種泌乳期ヤギ（各用量1頭）に、【pyr－14C】アセタミプリドを低用量   
（2mg／頭／日）または高用量（20mg／頭／日）で7日間●ヵプセル経口投与し、   

ヤギにおける動物体内運命試験が実施された。  

初回投与後168時間までに、尿中、糞中及び乳汁中に排泄された放射能は、   

低用量ではそれぞれ88．6％TAR、9．7％TAR及び0．2％TAR、高用量ではそれ   

ぞれ72．2％TAR、19．8％TAR及び0．6％TARであった。乳汁中の放射能は、低   

用量及び高用量とも、試験期間中増加する傾向は見られず、乳汁中に蓄積する   

可能性は低いと考えられた。  
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最終投与22時間後の各組織中の放射能は、低用量群では肝臓（0・01帽痩）  
が最高値であったが、それ以外の組織では0．01トLg／g未満であり、高用量では  
肝臓（0．49帽／g）及び腎臓（0．36膵／g）で比較的高かったが、それ以外の組  
織では0．08鵬座未満であった。   

肝臓、腎臓、筋肉、尿中に親化合物は検出されず、乳汁中及び糞中に少量（総  
残留放射能（TRR）の3．2～4．1％）存在した。主要代謝物はIM－2－1であり、  
ほとんどの組織及び排泄物中で60％TRR以上を占めたが、筋肉ではⅢ止戊・2  
が49．8％TRRを占め、IM－2－1は9．6％TRRであった。（参照2、3）  

②ニワトリ   

白色レグホン種ニワトリ（一群雌5羽）に、【pyr一千4C】アセタミプリドを低用   
量（0．15mg／羽／日）または高用量（1．5mg／羽／日）で14日間カプセル経口投   
与し、ニワトリにおける動物体内運命試験が実施された。   

試験終了時（初回投与後14日）までに、排泄物（ケージ洗液 を含む）中   
に排泄された放射能は、低用量群及び高用量群でそれぞれ97．1％TAR及び   
93．1％TARであった。卵中に排泄された放射能は、低用量群及び高用量群でそ   
れぞれ1．3及び1．4％TARであった。卵黄及び卵白中の放射能は、低用量及び   
高用量とも、投与開始4～8日後に安定し、その後試験終了時まで増加する傾   
向は見られず、卵黄及び卵白中にアセタミプリドが蓄積する可能性は低いと考   
えられた。   

試験終了時の各組織中の疲射能は、低用量群では卵管内の発育中の卵黄  

（0．08膵／g）、発育中の卵白（0．03膵／g）及び肝臓（0．03膵／g）で比較的高   
く、高用量では発育中の卵黄（0．98膵／g）、肝臓（0．57膵／g）及び発育中の   
卵白（0．32膵／g）で比較的高かった。  

各組織及び排泄物中に親化合物は検出されなかった。主要代謝物はM廿1   
であり、各組織及び排泄物中で41．7～83．4％TRRを占めた。（参照2、3）  

（参考1）マウスにおける動物体内運命試験（腹腔内投与）  

Swiss－Websterマウス（一群雄3～4匹）に、アセタミプリド、イミダクロ  
プリドまたはチアクロプリドを10mg此g体重で、あるいはニテンピラム1を  

20mg耽g体重で単回腹腔内投与（溶媒：DMSO）し、マウスにおける動物  

体内蓮命試験が実施された。  

投与後24時間に尿中に排泄された親化合物は、アセタミプリド、イミダク  

ロブリド、チアクロプリド及びニテンピラムで、それぞれ1．6、22、1．3及び  

46％TARであり、糞中に排泄された親化合物は、いずれの化合物も  

0．02％TAR以下であった。  

脳、肝臓及び血祭中の親化合物の濃度は、アセタミプリドを除く各化合物  

1イミグクロプリド、チアクロブリド及びニテンピラム：いずれもアセタミプリド類似化合物  
（クロロビリジニル系ネオニコテノイド殺虫剤）である。  
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では投与直後に最大値を示し、その後投与240分後まで経時的に減少した。  

しかし、アセタミプリド投与群では、脳では投与15分後の1．3購ねから3．3  

膵／g（投与240分後）、肝臓中では投与15分後の5．7付かgから12膵／g（投与  

120分後）、血祭中では投与15分後の2．2膵／gから6トLg／g（投与240分後）へ  

と、それぞれ増加した。（参照5）  

（参考2）ネオ羊コチノイド化合物のニコチン様アセ■チルコリン受容体への親和性  

アセタミプリドを含むネオニコチノイド化合物について、ニコチン様アセ  

チルコリン受容体（nAChR）に対する親和性が検討されている。結果は表3  

に示されており、アセタミプリドの昆虫と脊椎動物のIC50（活性の50％抑制  

濃度）比は84倍であり、他のネオニコチノイド化合物と比較して脊椎動物の  

nAChRに対する親和性が高い。（参照11）  

表3 ネオニコチノイド化合物等のnAChRへの特異性  

IC50，nM  
化合物 

活性抑制  

の濃度比    昆虫  脊椎動物 α4β2   

ネオニコチノイド   アセタミプリド   8．3   700   84  

クロチアニジン   2．2   3，500   1，591  

ジノテフラン   900   ＞100，000   ＞111  

イミダクロプリド   4．6   2，600 565  

ニテンピラム   14   49，000   3，500  

ニチアジン   4，800   26，000   5．4  

チアクロブリド   2．7   860   319  

チアメトキサム   5，000   ＞100，000   ＞20   

ニコチノイド   ニコチン   4，000   7．0   0．002   

2．植物体内運命試験  

（1）なす  

水溶卿こ調製した【pyr－14C】アセタミプリドを、47．5帽由僕の用量で果実の   

ついたなす（品種：黒陽）の中位菓3枚に点滴処理（葉面処理）、あるいは47．5   
けg a〟果実の用量で点滴処理（果実処理）し、処理7及び14日後に葉及び果   

実を採取し、なすにおける植物体内運命試験が実施された。  

なす試料中放射能分布は表4に示されており、非処理部位への放射能の移行  

はごくわずかであった。  
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表4 なす試料中放射能分布（mg／kg）  

葉面処理区  果実処理区  

処理案★  非処理  処理果実★  非処理  

表面   内部  菓   果実  表面   内部   葉   果実  

処理7日後   17．7  4．53  0．01   0．00   0．34  0．09  0．01  
（79．0）   （20．2）  （84．2）   （21．6）  

処理14日後  14．9  5．02  0．01   0．00   0．82  0．35  0．00   0．00   
（74．4）   （25．1）  （69．9）   （30．1）  

注）☆：処理部位の『表面』は、表面洗浄液中の値、『内部』は、抽出物＋残液中の値   

（）内は、処理部位（葉または果実）の総残留放射能（TRR）に対する割合（％）  

／：試料なし   

葉面処理区の処理菓中（表面及び内部）には、親化合物が85．2～89．2％TRR  

（20．0～17．O mg／kg）存在した。代謝物としては、IM，0－GIcが処理7日後の  

2A％TRR（0．54mかkg）から処理14日後の4．6％TRR（0．92Lmg／kg）に増加  
したほか、IM－2・1及びM－0がそれぞれ1．0～1．8及び0．4～0．6％TRR存在し  

た。さらに、複数の未知代謝物が検出されたが、いずれも0．5％TRR以下であ  

った。   

果実処理区の処理果実中（表面及び内部）では、親化合物が93．9～95．4％TRR  

（0．38～1・．10mかkg）存在した。代謝物はM－2二1が処理7日後に0．4％TRR  

検出されたが、処理14日後には検出されなかった。（参照2）  

（2）りんご  

水溶剤に調製した【pyr－14C】アセタミプリドを、りんご樹に葉面処理あるいは   

果実処理し、りんごにおける植物体内運命試験が夷施された。  

菓面処理区では、りんご（品種：つがる）の一枝あたり4枚の実に、アセタ   

ミプリドを2．08けg由／cm2の用量で点滴処理し、処理0、7、14、28、62、90   

日後に処理菓及び非処理菓を採取した。果実処理区では、りんご（品種：ふじ）   

の果実に、アセタミプリドを73．3トLga〟果実の処理量で点滴処理し、処理0、  

14、28、62日後に処理果実を採取した。  

りんご試料中放射能分布は表5に示されている。処理葉では処理90日後に   

55．6％TRRが内部に、処理果実では処理62日後に78．1％TRRが果肉に移行   

した。  
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表5 りんご試料中放射能分布（mg／kg）  

葉面処理区  果実処理区  

処理葉★  上位非  処理果実★  

表面   処理葉   果皮   果肉   

処理0日後   35．8  0．04  0．48  0．00  

（99．9）   （0．1）  （99．9）   （0．1）  

処理62日後  9．5   15．1   0．02   0．01   0．02   0．04   0．24   0．01  

（37．2）  （58．5）  （5．6）  （15．5）  （78．1）  （2．2）   

処理90日後  10．1  12．9  0．04   0．03  

（42．9）   （55．6）  

注）☆：処理部位の『表面』は、表面洗浄液中の値、それ以外は、抽出物＋残液中の値  

（）内は、処理部位（葉または果実）の総残留放射能（TRR）に対する割合（％）  

一：分析せず、斜線：データなし   

親化合物は、いずれも処理直後から徐々に減少し、処理菓では処理直後に  

34．9mg倣g（97．4％TRR）、処理90日後に11．5mg瓜g（49．0％TRR）、果実では  

処理直後に0．47mg／kg（97．1％TRR）、処理62日後に0．24mg／kg（80．8％TRR）  

であった。   

代謝物は、M－2－1が、処理葉では処理90日後に最大の15．6％TRR、処理果  

実では処理62日後に最大の3．6％TRR存在した。次にIM－0－GIcが処理菓で処  

理90日後に最大の8．3％TRR、処理果実で処理62日後に最大の1．8％TRR存  

在した。その他、IM十3、M十4、M－2－3及びIC－0が存在したが、・3％TRR  

を超える代謝物は存在しなかった。（参照2）  

（3）キャベツ（D   

【pyT－14C】アセタミプリドを、キャベツ（品種：金春）に茎葉処理または土壌   

処理し、キャベツにおける植物体内運命試験が実施された。  

茎葉処理では、15葉期のキャベツに、水溶剤に調製したアセタミプリドを   

300gaiJhaの用量で散布し、散布0、7、14、21、28及び63日に茎葉部及び   

根部を採取した。土壌処理では、粒剤に調製したアセタミプリドを、6～7菓   

期のキャベツ苗を定植する際に0．04ga〟株の用量で植穴処理し、処理7、14、   

28日後に茎葉部及び根部を採取した。  

処理後のキャベツ試料中放射能分布は表6に示されている。茎葉処理区では、   

処理茎葉表面から、内部への放射能の移行が認められたが、結球部及び根部へ   

の移行はわずかであった。土壌処理区では、根部から植物体への放射能の吸収   
が認められた。  
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表6 キャベツ試料中放射能分布（mg／kg）  

茎葉処理区  土壌処理区  

処理茎葉部☆  

非結球部  
結球部  

根部   茎葉部   根部  

表面   内部   

処理7日後   1．83 3．01  

（36．5）  （60．3）  
0．09   100   1．6   

処理2寧日後   0．74  1．54  

（30．8）  64．3ト  
0．06   20．7   9．2   

処理63日後   0．33  2．30  
（12．1）  （83．5）   

0．05   0．02  

注）☆：処理部位の『表面』は、表面洗浄液中の値、それ以外は、抽出物＋残液中の値  

（）内は、非結球部の総残留放射能（TRR）に対する割合（％）  

斜線：データなし  

茎葉部′（結球部を除く）では親化合物が処理直後6．69mg此g（＆生6％TRR）   

から経時的に減少し、処理63日後で1．84mg此g（66．7％TRR）存在した。代   

謝物はIM廿1が処理63日後に最大の0．20mg此g（7．2％TRR）であった。そ  

の他代謝物IM－0－GIc、IC－0、IM－1－3及びIM－2－3が存在したが、3％TRRを超  

える代謝物は存在しなかった。結球部では親化合物は検出されず、処理63日   

後に代謝物IC－0（0．03mg／kg、45．6％TRR）のみが同定された。  

土壌処理区でも、親化合物が処理直準93．1mg／kg（90，2％TRR）から経時的に   

減少し、処理28日後に茎葉部で17．2mg此g（60．5％TRR）、根部で4．72mg瓜g  

（50．3％TRR）存在した。代謝物は根部及び茎葉部で共通してM－1－4が処理  

28日後に最大の7．6％TRR存在した。その他代謝物として茎葉部ではM・2－1、   

IC・0及びIM－0－GIc（最大で2．0％TRR）が存在したが、根部ではこれらの代  

謝物は同定されなかった。（参照2）  

（4）キャベツ（∋  

水溶剤に調製した【cyat14C】アセタミプリドを、キャベツ（品種：金春）15   

菓期のキャベツに300g ai瓜aの用量で散布し、散布0、7、14、28及び63   

日に茎葉部及び根部を採取し、キャベツにおける植物体内運命試験が実施され   

た。  

処理後のキャベツ試料中放射能分布は表7に示されている。茎葉処理区では、   

処理茎葉表面から、内部への放射能の移行が認められたが、魔球部及び根部へ   

の移行量はごくわずかであった。  
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表7 キャベツ試料中放射能分布（mg／kg）  

処理茎葉部☆  

非結球部  
結球部  

根部  

表面   内部   

処理7日後   2．38  2．60  
（49．2）  （53．9）  

0．02   

処理63日後   0．49  2．71  

（15．8）  （86．9）   
0．01   0．01   

注）☆‥処理部位の『表面』は、表面洗浄液中の値、それ以外は、抽出物＋残液中の値  

（）内は、非結球部の総残留放射能（TRR）に対する割合（％）  

斜線：データなし   

茎葉部（結球部を除く）で親化合物が、処理直後5＿07mg／kg（100％TRR）  

から経時的に減少し、処理63日後に2．03mg／kg（65．2％TRR）存在した。代  

謝物IS－1－1、IS廿1及びIM－2－1が処理63日後にそれぞれ0．48mg堰g  

（15・6％TRR）、0・33mg／kg（10．5％TRR）及び0．13mg肱g（4．1％TRR）存在  

した。（参照2）  

（5）にんじん   

【pyr－14C］アセタミプリドを、にんじん（品種：ChantenayRedCored2）   

に100gai瓜aの用量で2回散布（播種2及び3カ月後） 

び2回目散布14日後に地上部と根部を採取し、にんじんにおける植物体内運   

命試験が実施された。  

にんじん試料中放射能分布は表8に示されている。放射能は地上部に多く存   

在した。  

表8 にんじん試料中放射能分布（mg／kg）  

根部  

皮   果肉   
地上部  

2回目処理前   0．037  0．017  ・087   

2回目処理14日後   0．135  0．055  ．446  

2回目処理前（未成熟期）には、親化合物は根部及び地上部でそれぞれ  

0．62％TRR及び0．17％TRR（いずれも0．0001mg／kg）存在した。地上部及び  

根部の代謝物はIC・0、IM十4、M－0－GIc、IM－0、M甘3、M－1こ2及びM－2tl  

であった。地上部ではIM－1－4が最も多く（42．8％TRR）、根部の皮ではIM－0－GIc、  

IM－0及びM－2－3（それぞれ6．2～7．6％TRR）が、根部の果肉ではM－0及び  

IC－0（それぞれ13．8及び11．3％TRR）が最も多かった。   

2回目処理14日 

mg此g）～34，1％TRR（果肉0．017mg／kg）存在した。代謝物は未成熟期とほ  

ぼ同じであったが、主要な代謝物は、地上部でM－0－GIc及びM－1－4（32．9  
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及び14．7％TRR）、根部の皮でIC・0（16．6％TRR）、根部の果肉でIC－0  
（31．1％TRR）であった。   

以上より、にんじんにおける代謝経路は、成長の時期によって異なることが  
示唆された。また、収穫期に根部に親化合物が存在したことから、親化合物が  
地上部から根部に移行したと考えられた。（参照2）  

く6）ワタ   

【pyr－14C】アセタミプリドを、ワタ（品種‥ DeltaPine－20）に506gai瓜a   
（通常処理区）または5，060gai瓜a（10倍処理区）の用量で、植え付け84   
日後から1週間間隔で4回散布し、最終散布14及び28日後に種、種を除い   
た殻、綿花及び菓を採取して、ワタにおける植物体内運命試験が実施された。  
ワタ試料中放射能分布は表9に示されている。  

表9 ワタ試料中放射能分布（mg／kg）  

通常処理区  10倍処理区  

種   殻   綿花   葉   種   殻   綿花   葉   

最終散布14■日後  1．50  2．81  1．39  12．94   ／   ／   ／   ／   
最終散布28日後  1．11  1．56  2．74  6．72  14．4  19．0   6．1   74．8   

注） 斜線：試料採取せず   

通常処理区の種及び種を除いた殻において、代謝物の同定及び定量を行った。   

種において、親化合物は3．1～4．9％TRR（0．05～0．06mg肱g）であった。代  

謝物で最も多かったのはIC－0であり、最終散布14及び28日後の種でそれぞ  

れ45．7％TRR及び24．2％TRR存在した。またIM－2－1が6．0～8．2％TRR存在  
したほか、IMtO、IM廿GIc及びm十3が存在した。教程の未同定代謝物は、  

いずれも2．5％TRR（0．04mg戊∂未満であった。   

種を除いた殻においては、親化合物が最も多い成分で、45．2～50．4％TRR  

（0．71～1．42mg／kg）存在した。代謝物はIM・2－1が8．4～9・4％TRR、IM－0－GIc  

が5．0％TRR、IC－0が3．9～5．2％TRR存在したほか、IM－1・4及びIM－1－3が検  

出された。数種の未同定代謝物は、いずれも1％TRR（0．03mg此g）未満であっ  

た。  

アセタミプリドの植物における主要代謝経路は、1）親化合物の」Ⅴ脱メチル  

化によるⅢ丑セー1の生成、2）親化合物とIM－2－1の側鎖の開裂によるIS－1－1、  

IS－2－1およびM－0の生成とIC－0の生成、3）M－0のグルコース抱合による  

・M甘GIcの生成、と考えられた。（参照2）  

（7）作物残留実態試酸  

アセタミプリ・ドを作物（キャベツ、だいこん、ばれいしょ、ピーマン、なす、   

ブドウ（小粒種）、いちご、りんご及び茶）に、申請された使用条件で施用し  
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た後、親化合物のみ及び親化合物と代謝物（M－2－1、M－0、IC・0及びM廿GIc）  

をメチル化してIC－0－Meに統一した分析が行われ作物残留実態試験が実施さ  

れた。  

処理から経過日数が短い試料では、残留物の約50％が親化合物として存在  

したが、経過目数が長くなるにつれ、親化合物及び代謝物も減少し、残留物中  

に占める代謝物の割合が多くなる傾向が示唆された。（参賭2）  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試蹟   

【pyr－14C］アセタミプリドを沖積・軽埴土（高知）及び火山灰・砂質埴壌土   

（茨城）に乾土あたり0．6mg／kgの濃度で添加し、25℃、180日間インキュベ  

ートする好気的土壌中運命試験が実施された。  

土壌中の親化合物は処理直後に軽埴土及び砂質埴壌土でそれぞれ85．7及び  

82．2％TARであったが、試験開始3日後にはそれぞれ3．9及び18．2％TARと  

なり、試験開始120 日後には、両土壌から検出されなかった。土壌抽出物中  

の分解物として、M－1－4が試験開始後から増加し、軽埴土では試験開始1日  

後に最大値45．3％TAR、砂質埴壌土では試験開始30日後に最大値37．6％TAR  

に達したが、その後減少し、試験終了時には検出されなかった。CO2発生量は  

経時的に増加し、試験終了時には軽埴土で59．4％TAR、砂質埴壌土で I  

47．4％TAR発生した。その他の分解物として、M十2が試験開始1日後に最   
大で10．2％TAR、IC－0が試験開始14日後に最大で9．b％TAR、IM－1－．3が試験  

開始3日後に最大で1．5％TAR以下存在した。これらの分解物もその後減少し、  

試験終了時には検出されなかった。非抽出性放射能は、試験終了時に軽埴土で  

30．3％TAR、砂質埴壌土で26．2％TARであった。  

アセタミプリドの推定半減期は、軽埴土及び砂質埴壌土で、それぞれ1．1日  

及び2．1日と算出された。（参照2）  

（2）土壌吸着試殻  

アセタミプリドの土壌吸着試験が、4種類の国内土壌【埴壌土（福島）、シル   

ト質埴壌土（茨城）、砂質埴壌土（愛知）、砂土（宮崎）］を用いて実施され   

た。  

Freundhchの吸着係数Kadsは1．53～7．65、有機炭素含有率により補正した   

吸着係数Kocは123～267であった。（参照2）  

4．水中運命試験  

く1）加水分解試験   

【pyr－14C］アセタミプリドをpH4、5（以上フタル酸緩衝液）、PH7（リン   

酸緩衝液）及びpH9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝掛こ10．2mg几の用量で添加   

後、22、35及び45℃に35日間暗所条件下に静置し、加水分解試験が実施さ  

れた。  
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アセタミプリドはpH4、5及び7では安定であった。pH9では、22、35及  
び45℃におけるアセタミプリドの推定半減期は、それぞれ812日、52．9日及  

び13．0日と算出され、さらにこれらの偉から、pH9、25℃における推定半減  

期は420日と算出された。分解物として、IM十3及びIM・r4が存在し、親  

化合物の減少に伴い経時的に増加した。（参照2）  

く2）水中光分解試験①   

【pyr－14C】アセタミプリドを、滅菌蒸留水及び自然水（河川水、採取地：神   

奈川、pH8．3、非滅菌）に10mg瓜の用量で添加し、25±1℃でキセノンラン   

プ光（光強度：800W／m2、測定波長：300～800nm）を30日間照射し、水   

中光分解試験が実施された。  

アセタミプリドの推定半減期は、蒸留水及び自然水でそれぞれ68．0及び   

20．1日と算出された。なお、自然水では暗対照区での推定半減期が22．2日と   

算出された。  

試験終了時、親化合物は蒸留水及び自然水でそれぞれ73．7及び35．5％TAR   

であった。蒸留水では、試験終了時に17．2％TAR存在する成分が認められた   

が同定されず、その他に少量の未同定の成分が存在した以外、分解物は確認さ   

れなかった。自然水では 

れ10．0、4．7及び2．0％TAR存在した。また15．7～16．3％TAR存在する成分が   

2種類確認されたが、同定されなかった。（参照2）   

（3）水中光分解試験②   

［pyr14C］アセタミプリドを、滅菌蒸留水（pH8．1）及び滅菌自然水（河川   

水、採取地：神奈川、pH8．1）に10．6mg瓜の用量で添加し、25土2℃でキセ   

ノンランプ光（光強度：706W／m2、測定波長：290～800nm）を188時間照   

射し、水中光分解試験が実施された。  

アセタミプリドの推定半減期は蒸留水及び自然水でそれぞれ66．1日及び   

48．9 日と算出され、東京における春の太陽光下に換算すると、それぞれ472   

日及び349日であった。  

試験終了時、親化合物は蒸留水及び自然水でそれぞれ89．4及び88．5％TAR   

であった。分解物として、蒸留水、自然水ともIB十1が存在し、試験終了時   

に最大値3．7～4．0％TAR存在した。また分解物Mtl－3が存在したが、蒸留水   

中では試験期間中存在量はほとんど変化せず、自然水中では光照射区、暗対照   

区とも経時的に増加した。（参照2）  

5．土壌残留試験   

火山灰・軽埴土（茨城）、沖積・埴壌土（高知）及び洪積・埴壌土（福島）を   

用いて、アセタミプリド及び分解物IM－1－2、IM・1－3、IM－1－4及びIC－0を分析   

対象化合物とした土壌残留試験（圃場及び容器内）が実施された。   

推定半減期は表10た示されている。（参照2）  
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表10 土壌残留試験成績（推定半減期）  

アセタミプリド   

試験   
濃度※   

土壌   アセタミプリ′ド  ＋  

分解物   

200′～400  
火山灰・軽埴土   

圃場  gai／haX5  
く1日   14日  

試験  300  

gai仇aX5   
沖積■埴壌土   ＜1日   35日   

容器内  1．2  火山灰・軽埴土   1′）2日   18日  

試験  mg／kg  
洪積・埴壌土   1日   25日   

※圃場試験では水溶剤、容器内試験では標準品を使用  

6．作物残留試験   

アセタミプリドを分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。一部の試   

験はアセタミプリドと、代謝物M－2－1、M－0、IC－0及びIM廿GIc）をメチル   

化してIC廿Meに統一し、分析した。結果は別紙3に示されている。可食部に   

おいては、アセタミプリドの最高値は、最終散布14日後に収穫した茶（荒茶）   

の22．5mg／kgであった。（参照2）   

7．一般薬理試験   

マウス、ウサギ、ラット及びモルモットを用いた一般薬理試験が実施された。   

結果は表11に示されている。（参照2～4）  

表11一般薬理試験概要  

投与量  無作用量  

P   

動物睡  動物数 僻   h亦g休載 （投与経路）  
毎秒kg体  結熱の概要   

垂   垂 

自発運動量低下、警戒  

0、1、3、5、10、  性低下、身繕い減少、  
Ⅰ〔R マス  雄3   20、30、60  5   10    握力低下、異常姿勢、  
ウ  

㈹佃  受動態、よろめき歩行、  
振戦、痙攣  

一般症状及び  自発運動量低下、警戒  

行動  
性低下、筋緊張及び瞳  

孔反射低下、呼吸数の  

NZ＼Ⅴ  雄一3   
0、10、30、60   

10   
増加及び異常、痙攣、  

ウサギ  （静脈内）  30               運動失調、散瞳、チア  
ノーゼ  

60mg／kg体重で死亡  

例   

中 自発運動  ICR  雄9  0、5、10、20   10   20   10mg収監体重で自発   
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投与量  無作用量  

動物障  動物数 僻   h紳g体卦 （投与経囁  
血殖g体  結果の概要   

垂   垂  

且  
マウス  例刻刑  運動量低下傾向（有意  

差なし）が、20甲g此g  

体重で有意な自発運動  

量低下が認められた  

へ○ントハ÷ル   

0、5、10、20   麻酔時間の延長が認め  

腹腔内  
10   

枢 神 

20  
られた  

0、5、10、20   

朋麹刑   
20  投与による影響なし  

経 系  

0、5、10、20   
10   

writhi叩（身悶え）反  
鎮痛作用  ICR  雄8  

腹腔内  
20  

応減少傾向  

SD  
雄8   
0、5、10、20   

20  体温  
冊輌  

投与による影響なし   
ラット  

末  劫m殖g体重投与群で筋  

0、5、10、20  
弛緩作用傾向楕意義なU   

I≡言j先生   

10   却  

経  
梢 神   

系   

直接作用  
直接作用：1伊如1L以上で  

自  10ちかnIノ  104かIlI」   。‘せ緩  
律   H訂dey   ～け3         AOl等／＼の作用・1伊如血   
摘出回腸    雄7             神   彗リレモツ  

（血l元頑   Alコ1等への   でA払、H由、バリウム及   
経  ト  作用  びニコチンによる収縮作間  

系  
1伊如lI」             104画1L    を抑制   

呼  血圧低下、呼吸数増加  

吸  
が認められた  

血圧  心拍数への影響なし   
N節Ⅳ  雄  0、1、3、10  

循   
僻脈内   

1   3  

環  

器  

系  

消  胃腸管内輸送能低下   

化  
ICR ヤス  疲8   

0、10、20、40  

（経口）   

2P   40  
器  ク  

系   

水  尿軌尿中ナトリウム  

水及び   及びクローづ噌鰻低下   

雄8   
0、5、10、20   

電   
朋裏腔内   

10   20  

解  

質  

血液凝固  
雄8   
0、5、10、20   

20  
投引こよる影響なし  

血液  ラット  腹腔内   

掠「ん〟ヒR］  qTヽ   経穴  ∩ 穴 1r1 9∩   9∩  投引こよる影響なし  
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投与量   無作用量  作用量   

動物種  動物数  h汐kg体  結彩璃匪  

（投与細粉  垂   亜  

ラット  腹腔内  

その  
雄6   
0、5、10、20   

20 
投引こよる影響なし   

他   ラット  明細劉   

－：作用量を設定できなかった。  

溶媒は20％DMSO添加生理食塩水を用いた。  

8．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

アセタミプリド及び代謝物M－0、IM十2、IM十3、M十4、M－2－1、IM・2－3、   

IM－2－4、IC－0、IS十1及びIS・2－1、原体混在物AM－1、AMq2及びAM－4を用   

いた急性毒性試験が実施された。各試験の結果は表12及び表13に示されて   

一 いる。 （参照2～4）  

表12 急性毒性試験結果概要（原体）  

投与  
動物種   

LD50（mg瓜g体重）  

経路  雄   雌   
観察された症状  

SDラッート  
体勤観うずくまり、紺  

（雌雄各5匹）   
217   146  偵蛇月鮎瓶尿規糊調  

経口  剖樹升胡嘲ヒ  

ICRマウス   
198   

体重減久敵うずくまり、痙攣  

（雌雄各5匹）  
184  

剖検例忙肺拡幅赤唾北   

準皮   
SDラ．ット  

（雌雄各5匹）   
＞2，000  ＞2，000  症状及び死亡例なし   

LC50（mg几）  

SDラット 
体重痍久脱毛御象観間代性痙攣  

（雌雄各5匹）   
＞0．3   ＞0．3  死亡例なし  

吸入  
体重減少、体重増加抑制、振戦、頭  

SDラット   
＞1．15   ＞1．15  

部被毛の汚れ及び脱毛、噂眠、鼻汁、  

（l堆雄各5匹）  眼周囲の被毛汚れ  

死亡例なし   

表13 急性毒性試験結果概要（代謝物及び原体混在物）  

被験物質   投与  
動物種   

LD50（mg肱g体重）  

経路  雌   
観察された症状  

雄  

体鍬脱力、晰運  

SDラット  
動性低下」靡錮汲歩行失調  

代謝物IM－0   経口  
（雌雄各5匹）   

1，842   1，843    剖附こ胃の出血  
雌雄とも1，5∝）m醇kg体臥上で  

死亡例   

代謝物IM・1・2  経口   SDラット   ＞5，000  ＞5，000  休載敵自漸体温低   

22   



被験物質  投与  
動物種   

LD50（mg此g体重）  
観察された症状  

経路  雄   雌  

（雌雄各5匹）  下  

死口列なし  

」⊥＿  

側娘歩行箱乱闘慨姫監  

SDラット   900～   
代謝物IM十3  経口  

（雌雄各5匹）  
1，14宰  1，000  柳雛油及川劇桝鳴尿 

雄1，（X沿m殖g体塾礼ヒで死亡例  
雌9∝）m重罪g体重以上で死亡例  

体重敵自郷湘敵  

SDラット   
眼球究且弓 く楓歩行  

1，259   1，176     失汎呼朔衆叙膳掛敵側訓立  
（雌雄各5匹）  雌雄とも1，似）m亦g体重で死亡  

例  

自郷瓶フずくまり、  
経口  。尿による軌痙攣、  

代謝物IM・r4  SDラット  
呼吸過象親嘲促迫  

（雌雄各5匹）   
1，224   963  

顎下リンパ節の膨大  

雄1，200m亦g体重以上、雌鱒  

m体重以上で死亡例  

蟻鼻表面硬化  

SDラット   剖椀卿て雫退討ヒ精鄭削＼副腎  
経皮  

（雌雄各5匹）  
＞2，000  ＞2，000            肥太子抑留  

死亡例なし   

■■ヾ■  

SDラット  
体温低下パ‾月簸舷側  

代謝物IM－2・1  経口  
（雌雄各5匹）   

2，543   t762   
雄2，5∝）m鍵g体臥上、雌1，舗  
m亦g体臥上で死亡例   

」＿  

側娘歩行失調し流涙  
SDラット  

代謝物IM廿3  経口  
（雌雄各5匹）   

1，378   900～  
1，000   

mg僻鮎人上で死亡例  

■・ヾ、ヽ′  

弓 間代騰僻猷  

尿失禁」鹿訓立側娘呼頚緩徐  

代謝物IM・2－4  経口   
SDラット   

1，59写   
剖検例で胃の出血腺胃うっ血腺  

（雌雄各5‘匹）  
1，381   

7畑重  

雌雄とも1，190m紳g体重以上ぐ  

死亡例  

代謝物IC・0 経口   
SDラット  

（雌雄各5匹）   
＞5，000  ＞5，000  症抗簸び死亡例なし  

」＿  

代謝物IS・1・1 ‖  経口 ‖  SDラット  2，662  2，420  体重痍久自郷 
l＼バギ亡仏P一トIUl二・・一・／  
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被験物質   投与  
動物種   

LD50（mg／kg体重）  

経路  雄   雌 
観察された症状  

剖検例で胸腺出血  

雄郎00【Il亦g体重以上、雌  
2，∝伽1き痺g体重以上で死亡例   

代謝物IS－2－1  経口   
SDラット  

（雌雄各5匹）   
＞5，000  ＞5，000  症院政び死亡例なし   

自発嘩執勤駅月馳楓間  

代性痙攣   

原体混在物  経口   

SDラット   

（雌雄各5匹）  ＞5，000  4，811  
m≠錐g体塾炎上で死亡例   

体重勧晰刷、自発運動塵低下腹  

原体混在物  SDラット  
酬弘楓弓蠍あるい欄間代性  

AM・2   
経口  

（雌雄各5匹）   
603   806    痙攣  

雌雄とも6∝）m汐kg体重以上で死  

亡例   

自発運動量低下」鹿糾鼓側弧  

SDラット   
924   

楓強直性あるい欄間代性痙攣   

原体混在物  経口  （雌雄各5匹）  1，121  
亡例   

（2）急性神経毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた強制経口（原体：0、10、30及び100   

mg／kg体重、溶媒：0．5％CMCナトリウム溶液）投与による急性神経毒性試験   

が実施された。  

一般症状として、100mg此g体重投与群雌雄で振戦、落ち着きのなさが、   

同群雌で円背位、接触時の冷感が認められた。100mg／kg体重投与群雄で体   

重増加抑制及び摂餌量減少が認められた。  

機能観察総合評価（FOB）において、投与6時間後に100mg戊g体重投与   

群雌雄で顕著な振戦、瞳孔拡張及び低体温が、同群雄でケヤジから出すときの   

扱いにくさ、つま先立ち歩行及び前肢握力増加が、同群雌で噛む動作、接触時   

の冷感、円背位、後肢の滑り、後肢開脚幅減少及び自発運動量低下が、30mかkg   

体重以上投与群雄で自発運動量低下が認められた。投与7 日後以降は、検体   

投与の影響は認められなかった。  

脳重量及び神経病理学的検査においては、検体投与の影響は認められなか   

った。  

本試験において、30mg／kg体重以上投与群雄で自発運動量低下が、IOO   

mg／kg体重投与群雌で顕著な振戦及び自発運動量等が認められたので、神経   

毒性に関する無毒性量は雄で10mg／kg体重、雌で30甲g／kg体重であると考   

えられた。（参照2）  

（3）急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ）  

褐色レグホン種ニワトリ（投与群：雌32羽、対照群：雌12羽）を用いた  
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単回強制経口（0及び129mg此g体重、溶媒：0．5％CMC溶液）投与による急  

性遅発性神経毒性試験が実施された。   

投与群の4例が死亡した。また投与群では不穏、起立不能、活動性低下等が  

認められ、投与後7日間、体重減少が認められた。   

遅発性神経毒性を示す運動失調の症状は認められず、脳ChE活性、脳及び  

脊髄の神経障害標的エステラーゼ（NTE）、神経組織学的検査において、検  

体投与の影響は認められなかった。   

本試験において、一般症状及び死亡例が認められたが、遅発性神経毒性は認  

められなかった。（参照2）  

9．■眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験   

NZWウサギを用いた眼刺激性試験及び席膚刺激性試験が実施された。その結   

果、アセタミプリドはウサギの眼及び皮膚に対し刺激性を示さなかった。   

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization法）が実施され   

た。その結果、皮膚感作性は認められなかった。（参照2～4）  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、50、100、200、由0   

及び1，600ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表14に示されている。  

本試験において、800ppm以上投与群雌雄で体重増加抑制等が認められた   

ので、無毒性量は雌雄とも200ppm（雄：12．4mg／kg体重／日、雌：14、6mg瓜g   

体重／日）であると考えられた。（参照2～4）  

表14 90日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見   

投与群   雄   雌   

1，600ppm   ・食餌効率低下  ・食餌効率低下   

・T．C皐01増加  

800ppm   ■体重増加抑制、摂餌量減少   ・体重増加抑制、摂餌量減少   

以上   ■肝比重量増加2   ・肝比重量増加  

・小葉中心性肝細胞肥大   ・小葉中心性肝細胞肥大   

200ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）90日間亜急性毒性試験くマウス）   

ICRマウス（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、400、800、1，600   

及び3，200ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表15に示されている。  

2体重比重量を比重量という（以7‾同じ）  
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本試験において、800ppm以上投与群雌雄で、肝比重量増加が、同群雌で  

T．Chol減少等が認められたので、無毒性量は雌雄とも400ppm（雄：53．2  

mg此g体重／日、雌：64．6mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照2）  

表15 90日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

3，200ppm   ・死亡（2例）   ・振戦  

・摂餌量減少、食餌効率低下   ・死亡（2例）  

・T．Cbol減少、ALT、AST、BUN、  ・食餌効率低下  

CbE増加   ・Glu減少、A⊥T、BtJN増加 

・尿pIi低下   ・小葉中心性肝細胞肥大  

リJ、葉中心性肝細胞肥大  ・副腎脂肪量減少   

・副腎脂肪量減少  

1，600ppm   ・体重増加抑制 ・．体重増加抑制、摂餌量減少   

以上   ・Glu減少   ■Hb減少  

・肝脂肪沈着   

800ppm   ・肝比重量増加   ・T．Cbol減少   

以上  一肝比重量増加   

400ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

く3）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、320、800及び2，000   

ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

死亡例はなかった。2，000ppm投与群雌雄で体重増加抑制及び摂餌量減少が   
認められたので、無毒性量拝雌雄とも800ppm（雌雄：声2mg肱g体重／日）で   

あると考えられた。（参照2）  

（4）90日間亜急性神鐘毒性試験くラット）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、100、200、800及   
び1，600ppm）投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。  
800ppm以上投与群雌雄で、体重増加抑制及び摂餌量減少が認められた。   
一般症状、FOB、自発運動量、神経病理学検査では、検体投与の影響は認め   
られなかった。  

本試験において、800ppm以上投与群雌雄で体重増加抑制等が認められた   
ので、無毒性量は雌雄とも200ppm（雄‥14．8mg鱒g体重／日、雌‥16・3mg／kg   
体重／日）であると考えられた。神経毒性は認められなかった。（参照2′⊥4）  

（5）90日間亜急性毒性試験（ラット：代謝物川－0）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた、代謝物IM－0の混餌（0、160、800、   

4，000及び20，000ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  
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20，000ppm投与群雌雄で体重増加抑制、摂餌量減少、食餌効率低下が、同   
群雄で肺及び肝の絶対重量減少が、同群雌でALP増加及び腎核内封入体が、   
4，000ppm以上投与群雄で腎核内封入体が認められた。  

本試験における無毒性量は、雄で800ppm（48．9mg／kg体重／目）、雌で4，000   

ppm（276mgrkg体重／日）であると考えられた。（参照2、4）   

（6）90日間亜急性毒性試験（ラット：代謝物川－ト4）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた、代謝物M十4の混餌（0、200、600、  
1，800及び5，400ppm）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  
5，400ppm投与群雌雄で体重増加抑制及び摂餌量減少が、同群雄でGlobの   
減少が、同群雌で牌の色素沈着が、1，800ppm以上投与群雄で牌の色素沈着が   
認められた。  

本試験における無毒性量は、雄で600ppm（36．5mg／kg体重／日）、雌で1，800   
ppm（136mg此g体重／日）であると考えられた。（参照2、4）   

（7）21日間亜急性経皮毒性試験くウサギ）  

NZWウサギ（一群雌雄各5匹）を用いた経皮（原体：0、100、500及び   

1，000mg侃g体重／日、6～6．5時間／日、5日／週）投与による21日間亜急性経   
皮毒性試験が実施された。  

検体投与による全身的な影響及び皮膚刺激性は認められなかった。  
本試験における無毒性量は雌雄とも1，000mg／kg体重／日であると考えられ   
た。（参照2～4）   

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験くイヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、240、600及び1，500   

ppm）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

死亡例はなかった。1，500ppm投与群雌雄で体重増加抑制、摂餌量減少が認   
められたので、本試験における無毒性量は、雌雄とも600ppm（雄：20mg此g   
体重／日、雌：21mg此g体重／日）であると考えられた。（参照2～4）   

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各60匹）を用いた混餌（原体：0、160、400及び1，000   

ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  
各投与群で認やられた毒性所見は表16に示されている。  

対照群と投与群で死亡率に有意な差は認められず、また検体投与に関連して   
発生頻度が増加した腫瘍性病変は認められなかった。  

本試験において400ppm以上投与群雄で肝細胞肥大が、雌で体重増加抑制   
及び摂餌量減少が認められたことから、無毒性量は雌雄とも160ppm（雄：   
7．1mg蔑g体重／日、雌‥8．8ng任g体重／目）であると考えられた。発がん性は  
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認められなかった。（参照2）   

表16 2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

1，000ppm   ・体重増加抑制、摂餌量減少  t肝細胞肥大   

一小葉中心性肝細胞空胞変性  

400ppm以上  ・肝細胞肥大   ・体重増加抑制、摂餌量減少   

160ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

く3）18カ月開発がん性試験（マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各60匹）を用いた混餌（原体：0、130、400及び1，200   

ppm）投与による18カ月間発がん性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表17を■こ示されている。  

対照群と投与群で死亡率に有意な差は認められず、また検体投与に関連して   

発生頻度が増加した腫瘍性病変は認められなかった。  

本試験において、400ppm以上投与群雌雄で体重増加抑制等が認められた   

ので、無毒性量は雌雄とも130ppm（雄：20．3mg戊g体重／日、雌：25．2mg戊g   

体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照2）  

表1718カ月間発がん性試験（マウス）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

1，200ppm   ・摂餌量減少  ・肝細胞肥大   

・肝比重量増加  

・肝細胞肥大  

400ppm以上  ・体重増加抑制   」体重増加抑制  

・肝比重量増加   

130ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

12．生殖発生毒性試験  

く1）2世代繁殖試験（ラット）①  

SDラット（一群雌雄各26匹）を用いた混餌（原体：0、100、′280及び800ppm）   

投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は、それぞれ表   

18に示されている。  

本試験において、親動物では280ppm以上投与群雌雄で体重増加抑制等が、   

児動物では800ppm投与群で体重増加抑制及び生存率低下が認められたので、   

無毒性量は親動物で雌雄とも100ppm（P雄：6．67mgrkg体重／日、P雌：   

8．42mg／kg体重／日、Fl雄：7．60mg／kg体重／日、Fl雌‥9．40mg此g体重／日）、   

児動物で雌雄とも280ppm（P雄：18．9mg瓜g体重／日、P雌：23．1mg／kg体   

重／日、Fl雄：21．5mg／kg体重／日、Fl雌：27．Omg丑g体重／日）であると考え  
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られた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照2）  

表18 2世代繁殖試験（ラット）①で認められた毒性所見  

投与群   
親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄   雌   

・休診断晰刷   ・体重嗜加抑制   ・体重増加抑制   ・肝禍闇巴大  

・摂餌老成少   ・月御瑚巴大   ・摂餌量減少  

親  
800ppm  

・月御個包変性  

動  ・腎石灰化  

物                       280ppm  ・肝緬闇巴大   ・摂餌量減少   ・月御瑚巴大   ・体重増力研削  

以上  ・摂餌量減少  

100 ppnn 毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

児  
800ppm   

・体重増加新制   ・体重増加抑制   ・体重増加抑制  ・体重増加胡捌  

動  ・生存率低下☆  ・生存紺㌣  

物               280ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

注） ☆：生存率は雌雄分けずに算出されているため、雌雄両方に記載した。  

く2）2世代繁殖試験（ラット）②  

SDラット（一群雌雄各26匹）を用いた混餌（原体：0、100、280及び800ppm）   
投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は、それぞれ表   
19に示されている。  

本試験において、親動物では280ppm以上投与群雄で体重増加抑制等が、   
雌で摂餌量減少が、児動物では800ppm以上で生存率低下等が認められたの   

で、無毒性量は、親動物の雄で100ppm（P雄：6．5mg耽g体重／日、Fl雄‥   
7．5mg此g体重／日）、雌で280ppm（P雌‥21・7mg瓜g体重／甲、Fl雌‥23・8mg此g   
体重／日）、児動物で雌雄とも280ppm（P雄：17．9mg此g体重／日、P雌‥21・7   
mg瓜g体重／目、Fl雄：21．Omg／kg体重／日、Fl雌‥23．8mかkg体重／日）であ   
ると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照2～4）  

表19 2世代繁殖試験（ラット）②で認められた毒性所見  

親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  
投与群  

雄   雌   雄   雌   

・体重増加抑制   ・体重噂加抑制   ・体重増加抑制 

親  ・摂餌量減少   ・摂餌量減少   ・摂餌量減少  

動   ・体重増加抑制   280ppm以下 280ppm以下   280ppm以下   

物  以上   ・摂餌量減少   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし  

100ppm   毒性所見なし   

児  ・生存児数減少  ・生存児数減少   
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・体重増加抑制   ・新生児生存率低下  

・包皮分離遅延   ・離乳率低下  

動  ・膣開口遅延   ・体重増加抑制  

物  ・眼瞼開裂退廷  

・耳介開展遅延傾向  

280ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

く3）発生毒性試験くラット）  

SDラット（一群雌24匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、5、16及   

び50mg／kg体重／日、溶媒：0．01％Tween80添加5％アラビアゴム水溶液）投   

与し、発生毒性試験が実施された。  

母動物では、50mg此g体重／日投与群で体重増加抑制、摂餌量減少、肝絶対   

及び比重量増加、腎比重量増加が認められた。  

胎児では、50mg戊g体重／日投与群で第13肋骨短縮化の頻度が有意に増加   

したム  

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児とも16mg／kg体重／目であると   

考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2～4）  

（4）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌17匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、7．5、   

15及び30mg／kg体重／日、溶媒：0．01％Tween80添加5％アラビアゴム水溶   

液）投与し、発生毒性試験が実施された。  

母動物では、30mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制及び摂餌量の減少が認   

められた。  

胎児では、検体投与の影響は認められなかった。  

本試験における無毒性量は、母動物で15mg／kg体重／日、児動物で30mg瓜g   

体重／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2～4）   

（5）発達神経毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6日～晴育21日に強制経口（原体：0、   

2・5、10及び45mg／kg体重／日、溶媒‥0・01％Tween80添加5％アラビアゴム   

水溶液）投与し、発達神経毒性試験が実施された。  

母動物では、45mg此g体重／・日投与群で前肢脱毛、前肢痴皮、鼻周囲の赤色   
物質付着が顕著に認められた。また同群で死亡（1例）、 

餌量減少が認められた。妊娠率、妊娠期間には検体投与の影響は認められな  

かった。  

児動物では、45mg偲g体重／目投与群で生後0～1日の生存率の低下、体重   

増加抑制（雌雄）及び聴覚驚樗反応の低下（雄）が認められたが、他の機能   

検査、脳の重量及び形態、神経病理学的検査において検体投与の影響は認め  

られなかった。  
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本試験において、母動物及び児動物で、45mg／kg体重／日投与群で体重増加  

抑制等が、また児動物で聴覚驚樗反応の抑制が認められたので、一般毒性の   

無毒性量は親動物及び児動物で10mg瓜g体重／日、発達神経毒性の無毒性量  

は10工ng肱g体重／日であると考えられた。（参照2、4）   

13．遺伝毒性試験  

アセクミプリドの細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、チャ   

イニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いたHGPRT遺伝子突然変異   
試験、チャイニーズハムスター肺線維芽細胞（CHL）及びチャイニーズハム   

スター卵巣由来細胞（CHO）を用いた血豆加）染色体異常試験、ラット肝細   

胞を用いた不定期DNA合成（UDS）試験、マウスの骨髄細胞を用いた小核試   

験、ラットの骨髄細胞を用いた元＝五和染色体異常試験が実施された。  

結果は表20に示されている。チャイニーズハムスター肺線推芽細胞（CHL）   

及びチャイニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いた染色体異常試験   

で陽性の結果が得られたが、最高用量のみの反応であり、異常細胞の出現頻度  

も高いものではなく全体的に強いものではない点、同じ指標を元＝五和で見た   

小核試験を含め、全ての元＝血相の試験において陰性であらた点を総合的に評   

価すると、アセタミプリドは生体にとって特段問題となる遺伝毒性はないもの  

と考えられた。（参照2、3）  

表20 遺伝毒性試験概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

DNA修復  励d〃ぴββぴカ助  
679T）10，870帽／ディスク（＋S9）  

試験  （H17、M45殊）  
1，359↑－21，740トLg／ディスク  陰性  

（・S9）  

肋a刀e肋むp占血乙工血〟打  
（TA98、TAlOO、  

復帰突然変     TA1535、TA1537株）  
異試験  

313～5，000膵／プレート（＋／－S9）  蔭性  
励de適ノ∂Cα〟  
（WP2～∫叩d株）  

HGPRT遺伝 子突然変異  

血浸加                                 ・試験   
②2，000～2，750トLg／mL（＋S9）  
2，500～4，000トLg／mL（一S9）  

①250～2，000膵血1L（・S9）  
（処理時間24時間）  

チャイニーズハムスター肺    ②175～1，400膵血L（一S9）   
陽性  

染色体異常  （処理時間48時間）  

試験  ③750～5，000膵／mL（＋／－S9）  

（処理時間3時間）  

チャイニーズハムスター卵  陰性  

巣由来細胞（CHO）   ②338～1，350トLg／mL（＋／・S9）  陽性★  

Fiscberラット初代培養肝細  ①5．0～1，000膵／mL   
UDS試験  

胞   ②5．05～1，010トLg／mL 
陰性  

①0、75、15P、300mg瓜g体重  

血lイぉり／ 〃11々l／D 靂  UDS試験 I  靂  SDラット（初代培養肝細胞） （一群雄3匹）   （単回経口投与、投与2～4時 】間後にと殺）  陰性 ！ －   
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②0、75、150、300mg／kg体重  
（単回経口投与、投与12～16  
時間後にと殺）  

0、20、40、80mg／kg体重  

小核試験   
ICRマウス（骨髄細胞）  （単回経口投与）   

（一群雌雄各5匹）   （投与24、48及び72時間後  陰性  

⊥ロ V7V℃  
と殺）  

染色体異常  SDラット（骨髄細胞）   0、200、250、300mg／kg体重  陰性  
試験   （一群雄雌雄各5匹）   （単回経口投与）   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

☆：代謝活性化系存在下で陽性   

代謝物及び原体混在物を用いた各種遺伝毒性試験が実施された。   

結果は表21に示されている。 代謝物M－0に関して 

ター肺線維芽細胞（CHL）を用いた血房加染色体異常試験で陽性との結果  

が得られたが、代謝活性化系非存在下でのみ陽性であり、またM－0のマウス  

の骨髄細胞を用いた血＝正和小核試験の結果が陰性であったことから、M－0  

は生体にとって特段問題となる遺伝毒性はないと考えられた。   

その他の代謝物及び原体混在物に関しては、試験結果は全て陰性であり、  

遺伝毒性はないものと考えられた。（参照2、4）  

表21遺伝毒性試験概要（代謝物及び原体混在物）  
試験  対象   処理濃度   結果   

且わpム血比わび皿  

復帰突然変異   （TA98、TAlOO、   313～5，000一喝／プレート   

試験★   TA1535、TA1537株）  （＋／一S9） 
陰性  

且α叔WP2ひ〝A株）   

①1，000～3，000帽／mL（－S9）  

（処理時間24時間）  

代謝物  

IM・0   体異常試験   ー肺線維芽細胞（CHL）   （処理時間48時間）  
陽性☆☆  

③2，000～5，000膵血L（叶S9）  

（処理時間6時間）  

元＝血相小核試 験  ICRマウス（骨髄細胞）  0、325、650、1，300mg／kg体重 （単回経口投与）   
（一群雌雄各5匹）   陰性      （投与24、48及び72時間後  

と殺）   

且励血血乙皿  
復帰突然変異   （TA98、TAlOO、   313～5，000トLg／プレート   

試験   TA1535－TA1537株）  （＋／・S9）  
陰性  

且α叔WP2乙J叩d抹）  
HGPRT遺伝  

代謝物 IM－1－4                     子突然変異試  

験   
250～3，000膵血1L（叶S9）   陰性  

（CHO－Kl・BH4）  

0、175、350、700mg／kg体重  
元＝血相小核試  ICRマウス（骨髄細胞）   （単回経口投与）   

験   （一群雌雄各6匹）   （投与24、48及び72時間後  
陰性  

と殺）   

代謝物  復帰突然変異  且吻血血血皿   

IM・1・2  試験   （TA98、TAlOO、   
313′～5，000膵／プレート（＋／・白9）  陰性  
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注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

抽：代謝活性化系存在下では陰性  

14．その他の試験  

（1）ラット肝薬物代謝酵素への影響  

SDラット（一群雄5匹）にアセタミプリド（原体：0及び1，000ppm）あ   
るいはフェノバルビタール（PB：500ppm）を7日間混餌投与し、肝薬物代   

謝酵素に対する影響が検討された。  

アセタミプリド投与群では、体重増加抑制、摂餌量減少が認められたが、肝   

重量に影響は認められなかった。PB投与群では体重及び摂餌量に変化はなか   

ったが、肝絶対及び比重畢が増加した。  

また両投与群でチトクロームP450、NADPH－チトクロームc還元酵素、グ   

ルクロン酸転移酵素及びアミノピリンjV脱メチル酵素活性が増加し、アセタ   

ミプリド投与群ではさらにチトクローム扇活性も増加したことから、アセタ   

ミプリド投与により、 

PCNA免疫染色では、アセタミプリド投与群で検体投与の影響は認められ   
なかった。（参照2）  

（2）ラットを用いた肝・複製DI肌合成試験  

Fischerラット（一群雄4匹）■にアセタミプリドを単回強制経口（原体：0、   

73、145mg肱g体重、溶媒：0．5％CMC溶液）し、投与24、39及び48時間   

後に肝細胞を採取し、複製DNA合成試験が実施された。  

いずれの投与群でも複製DNA合成は誘発されず、アセタミプリドは肝発癌   

プロモーター作用は有しないと考えられた。（参照2）  

（3）解毒試験   

ICRマウス（一群雄2～19匹、対照群：一群雄48匹）にアセタミプリドを   
単回経口投与（原体：150mg／kg体重／日、溶媒：1％ポリオキシエチレン硬化   

ヒマシ油生理食塩水溶液）し、投与直後に塩酸ドキサブラム（5及び10mg／kg   

体重）、ジモルホラミン（3及び10mg此g体重）、ジアゼパム（0．1、0．3及   

び1mg耽g体重）、メチル硫酸ネオスチグミン（0．2mg／kg体重）、グルタチ  
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オン（10及び30mg／kg体重）、グリチルリチン（2及び6mg／kg体重）また  

はL－メチオニン（20及び50mg瓜g体重）を単回投与（メチル硫酸ネオスチ  

グミンのみ皮下、他は静脈内）し、アセタミプリドの解毒試験が実施された。   

グルタチオン、グリチルリチン及びL－メチオニン投与群で死亡率の有意な  
低下及び中毒症状の緩和が認められた。   

また、ICRマウス（一群雄5～15匹）にアセタミプリドを単回経口投与（原  

体‥100、120、140、160及び180 

直後にグルタチオン（30及び100mg／kg体重）またはグリチルリチン（6及  

び20mg／kg体重）を単回静脈内投与した試験も実施された。   

グルタチオン及びグリチルリチン投与群で死亡率の低下が認められ、LD5。  

値も改善されたが、LD50値の改善は最高でも1．38倍程度であった。（参照2）  
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Ⅱ．食品健康影響評価  
参照に挙げた資料を用いて、農薬「アセタミプリド」’の食品健康影響評価を実   

施した。  

動物体内運命試験の結果、吸収されたアセタミプリドは速やかに排泄された。   

主要排泄経路は尿中であった。排泄物中の主要成分は代謝物IM増－1、IC－0、IS十1   

及びIS－2－1であり、親化合物の尿中及び糞中の存在量は少量（8％TAR未満）   

であった。   

植物体内運命試験の結果、主要成分は親化合物であり、主要な代謝物はIM甘1、  

IMql－4、IM－0、IC－0、IS十1、IS－2－1及びIM－0－GIcであった。代謝物n4－0－GIc   

は、植物のみに存在したが、その存在量は8．3％TAR以下であった。  

アセタミプリドを分析対象化合物として（一部はアセタミプリド及び代謝物の   

合計量を分析対象として）作物残留試験が実施された。可食部において、アセタ   

ミプリドの最高値は、最終散布14日後に収穫した茶（荒茶）の22．5mg此gで   

あった。  

各種毒性試験結果から、アセタミプリド投与による影響は、主に体重増加量及   

び肝臓に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体にとっ   

て特段問題となるような遺伝毒性は認められなかった。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をアセタミプリド（親化合物   

のみ）と設定した。  

各試験における無毒性量等は表22に示されている。  

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2世代繁殖試験の6．5   

mg／kg体重／目であったが、より長期の試験であるラットを用いた2年間慢性毒   

性／発がん性併合試験の無毒性量は7．1mg肱g体重／日であった。この差は用量設   

定の違いによるもので、ラットにおける無毒性量は7．1mg／kg体重／目とするの   

が妥当であると考えられた。食品安全委員会は、これを根拠として安全係数100   

で除した0．071mg／kg体重／日を∵日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．071mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年  

混餌  

7．1mg此g体重／目  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認  

することとする。  

○参考：急性参照用量（AR8〕）※   

アセタミプリドの急性的な毒性影響について、諸外国の手法を参考に、急性的な  

√ヽ r ∂∂  

‾ ‾ 
一丁前∴Ⅷ   



毒性影響の指標を参考情報として示すこととした。   

アセタミプリドの単回投与試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットの急性神  

経毒性試験で得られた10mg肱g体重であったことから、これを安全係数100で除  

した0．1mg／kg体重／日を急性参照用量（ARfD）とすることが妥当と考えられた。   

一度に摂取するアセタミプリドの量がこれを下回る場合、急性的な毒性影響は生  

じないと考えられた。  

急性参照用量（AR任））  

（設定根拠資料）  

（動物種）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

0．1mg／kg体重／日  

急性神経毒性試験  

ラット  

単回強制経口  

10mg此g体重  

100  

※：ヒトの24時間またはそれより短時間の経口摂取により健康に悪影響を示さな  

いと推定される量  
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表22各試験における無毒性量等  

動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg仮g体重／日）  農薬抄録   米国   

ラット  雄：12．4 雌：14．6  

亜急性  

毒性試験   雌雄：体重増加抑制等  

50．8、99．9  

雌：0、3．7、7．2、14．6、  
56．0、117  

90日間  雄：14．8 雌：．16．3  

亜急性神  

経毒性試   118   雌雄：体重増加抑制等   雌雄：体重増加抑制等  

験   雌：0、8．5、16．3、67．6、  

134   

2年間  0、160、400、1，000  雄：7．1雌：8．8   雄：7．1雌：8．8  

慢性毒性／  

発がん性  雄：肝細胞空胞化  

併合試験  雌：0、8．8、22．6、60．0  雌：．体重増加抑制及び摂餌量  雌：体重増加抑制及び摂餌量  

減少  減少  

（発がん性は認められない）  

乳腺腺痛が用量相関的に増加  

2世代   0、100、280、800ppm  親動物  
繁殖試験  P雄：0、6．67、18．9、54，6  P雄：6．67 Fl雄：7．60  

P雌：0、8．42、23．1、66．5  
Fl雄：0、7．6、21．5、65．0  
Fl雌：0、9．4、27．0、87．1   

P雄ニ18．9Fl雄：21．5  
P雌：23．1Fl雌：27．0  

親動物  

雌雄：体重増加抑制等  

児動物：体重増加抑制、生存  

率低下  

（繁殖能に対する影響は認  

められない）  

2世代   0、100、280、800ppm  親動物   親動物、児動物及び繁殖能  

繁殖試験  P雄：0、6．5、17．9、51．0  P雄：6．5 f、1雄：7．5   P雄：17．9 Fl雄：21．0  

②  P雌：0、7．6、21．7、60．1  P雌：21．7 Fl雌：23．8  
Fl雄：・0、7．5、21．0、63．3  

Fl雌‥0、8・4、23・8、72・声  親動物  

P雄：17．9 Fl雄：21．0   雌雄：体重増加抑制  

P雌：21．7f’1雌：23．8  児動物  

雌雄：低体重等  

親動物  繁殖能  

雌雄：体重増加抑制竿  新生児重量の減少等   

児動物：生存率低下等  

繁殖能：児動物生存率及び離  

乳率の低下  

（繁殖能に対する影響は森  

†   I  
H   
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動物種  試験  
投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  

（mg肱g体重／日）  農薬抄録   米国  

発生毒性  母動物：16∴胎児：16   母動物：16 胎児：16  
試験   

母動物：体重増加抑制等   母動物： 

胎児：13肋骨の短縮化  胎児：13肋骨の短縮化  

（催奇形性は認められない）  

発達神経  0、2．5、10、45   一般毒性   一般毒性  

毒性試験  親動物及び児動物：10   親動物及び児動物：10  

親動物及び児動物：体重増加  親動物及び児動物：体重増加  

抑制   抑制  

発達神経毒性：10   発達神経毒性：10  

聴覚驚情反応の抑制   聴覚驚樗反応の抑制   

マウス  90日間  雄：1061雌：129  

亜急性  送呈99理里＿＿………＿＿＿＿  

毒性試験   雌雄：体重増加抑制及び臓器  

430  雌：T．Cbol減少等   重量変化等  

雌：0、64．6、129、249、  
466  

18カ月間  雄■：20．3 雌：75．9  

発がん性  

試験   雄：0、20．3、65．6、186  雌雄：体重増加抑制等   雌魂‥体重増加抑制等  

雌：0、25．2、75．9、215  （発がん性は認められない）  （発がん性は認められない）   

ウサギ  発生毒性  母動物：15・胎児：30   母動物：15 胎児：30  
試験   

母動物：体重増加抑制及び摂  母動物：体重増加抑制及び摂  

餌量減少   餌量減少  

胎児：毒性所見なし   胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）  （嘩奇形性は認められない）   

イヌ   90日間  0、320、800、2，000ppm  雌雄∴32   雄：13 雌：14  
亜急性   雄：0、13、32、58   雌雄：体重増加抑制及び摂餌  
毒性試験  l唯■：0、14、32、64  

量減少  
雌碓：体重増加抑制及び摂餌           量減彗  

1年間  0、240、600、1，500ppm  雄：20 雌：21   雄：20 雌：21  
慢性毒性  

試験  雌：0、9、21、61  雌雄：体重増加抑制及び摂餌  雌雄：体重増加抑制及び摂餌  
量減少   量減少   

NOAEL：7．1   NOAELゴ7．1  

ADI（cRⅡ〕）  ADI：0．071   CRfD：0．071  

SF：100   UF：100   

ADi設定根拠資料  
ラット2年間慢性毒性／   ラット2年間慢性毒性／  

発がん性併合試験   発がん性併合試験   

－：無毒性量を設定できず  

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：－E］摂取許容量 cRfD：慢性参照用量 UF：不確実係数  
1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  

38   



＜別紙1ニ代謝物／分解物及び原体混在物略称＞  
記号   

化  学  名   

IM－1－2   
∧芦・カルバモイルーA笹【（6一クロロ甘ビリジル）メチル】－〃－  

メチルアセトアミジン   

M－1－3   JV【（6一クロロー3－ビリジル）メチル】一入声メチルアセトアミド   

IM－1－4   八戸メチル（6－クロロー3－ビリジノりメチルアミン   

M－0   （6tク占ロー3－ビリジル）メタノール   

IM－2・1   〃一鵬－クロロー3－ビリジノりメチル】一入好一シアノアセトアミジン   

M－2－2   
A好一カルバモイルー〃・【（6－クロ由一3・ビリジル）メチル】  

アセトアミジン  

（IM－2－1amide）   

M－2－3   」Ⅴ【（6一クロロー3・ビリジル）メチル】アセ、トアミド   

M－2－4   （6・クロロー3一ビリジル）メチルアミン   

IC－0   6・クロロニコチン酸   

IM－0－GIc   
（6・クロロー3ゼリジル）メチルサD－グルコピラノシド  

（m－0のグルクロン酸抱合体）   

IS－1－1   ノ岬一シアノー〃－メチルアセトアミジン   

IS－2－1   ノ昭一シアノアセトアミジン   

MeS－IC－0   6－メチルチオニコチン酸   

AS－IC－0   6－ヒドロキシカルポニルメチルチオニコチン酸   

6－クロロニコチヌール酸  
IC－0－Gly  

（IC－0のグリシン抱合体）   

IB－1－1   
A好一シアノーA〝－メチルーノ岬－【（2ブザー3一オキソビシクロ【2，2，0】  

ヘキシー5－エンー6イル）メチルトアセトアミジン   

AM－1   （原体混在物）   

AM－2   （原体混在物）   

AM－4   （原体混在物）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称  名称   

ACb   アセチルコリン   

al   有効成分量   

ALP   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

BUN 血寺夜尿素窒素   

CbE   コリンエス 

Cmax   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

FOB   機能観察縫合評価   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

His   ヒスタミン   

IC50   （酵素）活性の50％抑制濃度   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

NTE   神経障害標的エステラーゼ   

PB   フェノバルビタール   

PCNA  増殖性細胞核抗原   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．CllOl  総コレステロ∵ル 

Tmax   最高濃度到達時間   

TRR   総残留放射能   

40   



＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  残留値（mg／kg）  

作物名  験   アセタミブリド  

公的分析機関  社内分析機関  
（分析部位） 寒施年  圃 場－  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値  

14   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  
とうもろこし  200SP  28   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

（種子）  

1996年度   
×3   3                                               14   ＜0．04   ＜0．04 ＜0．05   ＜0．05  

21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

28   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

14   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

未成熟  
21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

とうもろこし  200SP  28   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

（種子） ×3   
3  

14   ＜0，04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

1996年度  1  21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

28   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

14  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

未成熟   1  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

とうもろこし  90L  28   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（種子）  ×3   3                                                 14  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

2006年度  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

28  ＜0．05   ＜0．05   く0．05   ＜0．05  

21   ＜0．05   ＜0．05   0．07   0．06央  

あずき  
1  28   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05 

（種子）  

150SP  35   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05  

1997年度  
1  

×3   3  0．30   0．30   0．61   0．60  
28   0．36   0．36   0．59   0．58  
35   0．18   0．18   0．40   0．38  

200SP   14  ＜0．01   ＜0．01   0．01   0．01  
ばれいしょb  ×3  3                  21   0ニ02   0．02   0．02   0．02  
（塊茎）  

1993年度   
300SP   14  ＜0．01   ＜0．01   0．01   0．01  

1  
×3  3                  21  ・0．01   0，01   0．06   ■0．06  

ばれいしょ  
1，200G   14  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05  

（塊茎）  
21   ＜0．05   ＜0，05   ＜0．05   ＜0．05  

1998年度   
4               ＋ 200SP                  14  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

×3  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05  

7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

ばれいしょ   1  14   亨0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（塊茎）・  ＋  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

2005、2006  90L  4  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05．  ・＜0．05  

年度  1   ×3  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

183  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

さといも  
1  190  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1，200G   
197  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（塊根）  

2000年度  
6                                               160  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

167  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

174  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

7   ＜0．01   ＜0．01   0．01   0．01  
14   ＜0．01   ＜0．01   0．01   0．01  

やまいも  200SP  ＜0．01   0．01   0．01  
（塊根）  

1995■年度   
1  

×3   3                                21   
＜0．01  

＜0．01 
■ 
＜0．01   0．01   0．01  

14   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

21   ＜0．01   ＜0・l   ＜0．01   ＜0．01   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  
験  使用且   回  PHI  

アセタミブリド   

公的分析機 関  社内分析機関  
（分析部位）  実施年   圃 場  

数  
最高値  平均値  最高値  平均値   

136  く0．05   く0．05   ＜0．05   ＜0．05  

こんにやく   142  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

いも  
600G0G 

150  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（球茎）  6                                              134  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

2002年度  141  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

148  ＜0．05   ＜0，05   ＜0．05   ＜0．05   

てんさい  
（塊茎）  1   100SP  1   167  干OtO5   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1997年度  162  ＜0．05   ＜0．05  ＜0．05   ＜0．05   

0．03  0，03   0．02   0．02  
凹   800G   6  42               70   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

だいこんb  100～   14  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（根部）  6  
1 21 ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

1993年度  32   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

14  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

1  200SP                  21   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01 ＜0．01  

30   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

0．18   0．17   0．30   0．28  
凹 1  800G   田  42              70   0．04   0．03   0．03   0．03  

だいこんも  100～  
14   0．06   0．06   ＜0．01   ＜0．01  

（葉部）  1   200SP   1                21   0．04   0．04   0，05   0．04  

1993年度  
32   0．02   0．02   0．04   0．04  

14   0．’25  ：0．24   0．12・  0．12  
1∴  200SP  1                21   0．07   0．06   0．10   0．10  

30   0．02   0．02   0．02   0．02   

だいこん  1  20  
（つまみ菜）  

0．510   0．490  

（間引き菜）  
800G   

26  0．021   
1993年度  

0．020   

はつか   14  ＜0．01   ＜0．01   

だいこん  
150SP  田  

21  ＜0．01   ＜0．01  

（根部）  

2006年度  
＜0．01  く0．01  

14 21  ＜0．01  ＜0．01   

はつか   
1  

14  ＜0．05   ＜0，05   

だいこん  21  
150SP  6  

＜0．05  ＜0．05  

（葉部）  ＜0．05   ＜0．05   

2006年度  21  ＜0．05   ＜0．05   

かぶ  田  
21   0．03   0．02   0．02   0．02  

（根部）  
28   

または 307SP  6  
0．01   0．01   0．01   0．01  

2004年度  1   
0．02   0．02   ＜0．01   ＜0．01  

28   0．01   0．01   ＜0．01   ＜0．01   

かぶ  田  
21   1．02   1．02   0．97   0．94  

（葉部）  または  
28   0．59   0．59   0．80   0．80  

2004年度  田   
21   1．59   1．57   1．07   1．06  
28   0．92   0．91   1．06   1．02   

7  ＜0．01  ＜0．01  

西洋わさび  
14  ＜0ニ01  ＜0．01  

（茎葉）  
21  

150SP  ロ  
＜0．01  ＜0．01  

2003年度   
＜0．01  ＜0．01  

14  ＜0．01  ＜0．01  

21  ＜0．01  ＜0．01   

はくさいb   0．04G   14   0．09   0．08   0．15   0．15   
（茎葉）  田    4               gai／株   21   0．05   0．04   0．06   0．06   
1993年  ＋  28   0．05   0．05   0．04   0．04   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  回   
アセタミブリド  

験   
公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位） 実施年  圃  
数  

最高値  平均値  最高値  平均値  

128′～  14   0．18   0．18   0．17   0．16  

1   21   0．13   0．12   0．16   0．16  

×3  28   0．08   0．08   0．09   0．08   

7   0．42   0．40   1．18   1．09  
0．04G  14   0，41   0．40   0．69   0．66  

キャベツも  1  

（葉球）  ＋  
21   0．48   0．46   0．77   0．75  

300SP   
6                                            7   0．43   0．42   0．90   0．90  

1992年度  
×5  

14   022   0．21   0．55   0．53  
21   0．20   0．19   0．34   0．34   

14   0．14   0．14   0．25   0．24  
0．04G  

1  

21   0．10   0．10   0．19   0．18  
キャベツも  

（葉球）  ＋  
28   0．10   0．09   0．09   0．09  

1993年度  300SP   
4                                            14   0．27   0．26   0，42   0．42  

1  ×3  
21   020   020   0，33   0．30  
28   0．15   0．15   0．29   0．29   

1  

13  ＜0．05．  
メキャベツ  20  ＜0．05   

（芽球）  200SP  1  0．10   0．10  
2003年度  1  14  ＜0．05  ＜0．05  

21  ＜0．05  ＜0．05   

3  2．46  2．46  
7  1．04  1．04  
14  0．10  0．10  
3  1．49  1．49  

1  7  1．44  1．44  
こまつな  

（茎葉）  75SP   
14  0．55  0．54  

1998年度   
1  

1                                          3  1．24  1．14  
7  0．81  0．69  
14  0．14  0．12  
3  2．54  2．42  

1  7  1．82  1．76  
14  0．67  0．66  
7   1．04   1．00   0．45   0．44  

みずな  14   0．44  0．43   0．20   0．20  
（茎葉）  100SP  6                               7   2．31   2．25   0．55   0．54  
1998年度   14   1．80   1．79   0．59   0．58   

7   1．50   1．44   0．74   0．74  
みずな  

（茎葉）  
1  0．62   0．62   0，41   0．40  

1998年度  
×2   2’                14              7   1．80   1．75   0．59   0．57  

14   1．14   1．14   0．50   0．50   

7   2．61   2．56   2．63   2．60  

田  14   2．48   2．40  2．73   2．72  
チンゲンサイ  

（茎葉）  

7  0．94：  0．90  

1997年  
6  14  0．64  0．62  
200SP   7 1．31  1．22  

14  0．68  0．62  
7   0．18   0．18   0．12   0．12  

カリフラワー   6  14   0．08   0．08   0．13   0．13   

（花膏）  ・3  21   ＜0．05   ＜0．05   0．13   0． 

20042005  300SP  7   0．36   0．34   0．18   0．18   

亭度 ×3  14   0．14   0．13   0．15   0．14  
21   0．07   0．06   0．09   0．08   

ブロッコリーb   0．04G   14   0，38   0．36   0．27   0．26   

（花膏）  1    4               gaiノ株   21   0．29   0．28   0．22   0．22   

1994年度  ＋  27   0．12   0．11   0．12   0．12   
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試  
残留値（mg／kg）  

作物免 アセタミブリド   

公的分析機 関  

＿  験  使用量  甲  PHI  
社内分析機関  

数  最高値  平均値  最高値  平均値  

300SP   14   0．54   0．52   0．66   0．64  
×3  l   0．31   0．31   0．26   0．26  

28   0．18   0．18   0．19   0．18   
0．42  0．40  

3  0．32  0．31  

茎ブロッコリー  7  0．14  0．14  
＜0．05  

2003年度   
×2   （花曹及び茎）  

＜0．05  

0．13  0．12  
3  0．09  0．08  
7  ＜0．05  ＜0．05  

14  ＜0．05  ＜0．05 

7  0．23  0．24  

なずな  
14  0．21  0．22  

（茎葉）  
21  

50SP   
6  

0．17  0．18  

2004年   0．47  0．48  
1  14  0．34  0．29  

21  0．23  0．24  
7  0．60  0．60  

1  14  0．18  0．18  
21  0．17  0．17  
7  0．69  0．68  

非結球メキヤヘ÷ッ  14  0．54  0．54  
（えき芽葉）  200SP ×  2  21   0．28   0．28  
（本葉）  2  7   0．88   0．88  
2004年  1  14  0．32  0．32．  

21  0．37  0．37  
7  2．91  2．85  
14  1．96  1．95  
21  2．25  2．24  
53  

かこしま   60   
はるな’  0．02G  67   
（茎葉）  gai／株   田  
2004年度  1  61  

68   

しゆんぎく  田  
14   2．07   2．02   1．78   1．72  

（茎葉）  
21   

75SP  
2  

0．97   0．93   0．79   0．77  

2002年度  ×2  0．37   0．36   0．40   0．39  
21   0．33   0．32   D．36   0．34   

150′～   7   0．04   0．04   0．09   0．08  
6    3              250SP   14   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   

レタス  
＜0．05  

×3  21   ＜0．01   
（茎葉）  

＜0．01   ＜0．05   ＜0．05  

・1995年度  7   q．08   0．08   0．32   0．31  

田  200SP ×3  3                14   
0．05   0．05   ＜0．05   ＜0．05  

211   0．09   0．09   0．08   0．08   

0．04G   7   0．54   0．54   0．46   0．46  

レタス  
1  14   0．47   0．46   0．39   0．38  

（茎葉）  
＋  21   0．09   0．08   

4  

0．08   0．08  
80．8～  

1996年度  
田  

0．36   0．34   0．09   0．09  
14   ＜0．04   ＜0．04   0．07   0．06  

×3  21   ＜0．04   ＜0．04   0．08   0．08   
リーフレタス   0．01G   7   1．61   1．58   1．72   1．68   
（茎葉）  田    4               gai／株   14   0．52   0．52   0．53   0．48   
2004年度  ＋  21   0．13   0．13   0．12   0．11   
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試  残留値（mg／kg）  

イ乍物名  験   回   
アセタミブリド  

公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位） 実施年  圃 場  
数  

最高値  平均値  最高値  平均値  

123′、  7   1，50   1．48   1．23   1．20  

1   14   0∴12   0．12   0．09   0．08  

21   ＜0．05   ＜0，05   0．06   0．06   

7   0．73   0．73   1．47   1．44  

ロメイン   
0．01G   

14   1．31   1．29   2．73   2．67   

レタス  
6  

21   0．20   0．20   0．34   0．34  

（≠葉）  

＋  
2  067   0．66   1．06   1．02   

2004年度  
100′～  

1  
14   0’59   0．58   0．50   0．50  
21   0．34   0．34   0．17   0．16   

1  

くきちしや  75SP  
（茎葉ト  ×2   
2005年度  

21   ＜0．05   

1  

食用ぎく  150～  
（花弁）  1   
1996年度  6  

1  

1．  
ははこぐさ  

50SP   （茎葉）  

2004年度  
1  

0．04G・  

ふき  1  

（葉柄）  
＋   

2005年度  
1  

1  

ふき  

（葉柄）  

0．04G  

20P3年度   1   gai／鱒   107  

114   

7   ＜0，05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  
たまねぎ  150SP  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（鱗茎）  ×3   3                                            7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  
1998年度   

1  ●14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

’21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

7   ．1   ．1   ．1   ．14  

1  14   0．06   0．06   ＜0．05   ＜0．05  

葉ねぎ  150SP  28   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   ＜0．05  

（茎葉）  ×3   3                                            7   0．16   0．15   0．12   0．11   
1995年度  

1  14   0．05   0．04   ＜0．05   ＜0．05  

28   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   ＜0．05   

7  ＜0．05  ＜0．05  

（茎葉）   1  1，200G  3   14  ＜0．05  ＜0．05   

1999年度  28  ＜0．05   ＜0，り5   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  アセタミブリド  

（分析部位）  験 圃  公的分析機関  
場  社内分析機関  

実施年  

数  
最高値  平均値  最高値  平均値  

7  ＜0．05  

14  ＜0．05  

28  ＜0．05   

7 ＜0．05  

根深ねぎ  
14  ＜0．05  

（茎葉）  
28  

150SP  3   
＜0．05  

1995年度   
＜0．05  ＜0．05  

14  ＜0．05  ＜0．05  

28  ＜0．05  ＜0．05   

7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

根深ねぎ  
1  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（茎葉）  

28   ＜0．05   
■．1，200G  3  

＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1999年度  
＜0．05   ＜0．05   0．21   0．20  

14   ＜0．05   ＜0．05   0．05   0．05  
28   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

口   1．47   1．46   0．48   0．47  

にら  
1  3   1．05   1．00   0．67   0．67  

（茎葉）  
150SP ×  3  7   0．64   0．62   0．37   0．36  

1998年度  
3  1．84   1．84   1．82   1．71  

3   1．58   1．52   1．11   1．05  
7   0．60   0，58   0．30   0．29   
1 1．47   1．46   0．48   0．47  

にら  
1  3   1．05   1．00   0．67   0．67  

（茎葉）  
75SP  7、   0．64   0．62   

3 , 

0．37   0．36  

1998年度  
×3  1．84   1．84   1．82   1．71  

3   1．58   1．52   1．11   1．05  
7   0．60   0．58   0．30   0．29   

0．17   0．16   0．20   0．20  
アスパラガス  6  3   0．06   0．06   0．09   0．08   

（茎）  200SP ×  2   7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   く0．05  

1999、2000  2  0．07  0．07   0．07   0．06   
年度  1  3   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

1，200G   7   0．42   0．40   0．41   0．39  
1  ＋  14   0．16   0．15   ＜0．05   ＜0．05  

150SPx3  21   0，12   0．12   ＜0．05   ＜0．05  

1，200G  7   1．37   1．36   1．02   1．02  

わけぎ  
＋・  14   0，38   0．38   0．69   0，68  

（茎葉）  
4a  21   0．30   0．30   0．09   0．08  

2003年度  
1，200G  7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

＋  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

139SPx3  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1，200G  7   0．15   0．14   0．09   0．09  
＋  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

278SPx3  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

＜0．05  

食用ゆり  田  
7 ＜0．05  

（鱗茎）  75、 100SP ×4  4   ＜0．05  

2004年  ＜0．05  

7  ＜0．05  

14  ＜0．05   

らっきょう   150、   14  ＜0．01   

（鱗茎）  田    3  ＜0．01   

2003、2004、  ×3  28  ＜0．01   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  回   
アセタミブリド  

験   公的分析機関‘    社内分析機関  
（分析部位） 実施年  圃 場  

数  
最高値  平均値  最高値  平均値  

2005年度  
1  14   0．b3   0．03  

1   14   ＜0．02   ＜0．02  

3  1．10  1．10  

パセリ  
1  7  0．12  0．12  

（茎葉）  

14  
50SP   

四  

0．04  0．04  
0．39  0．39  

2004年度  
1  7  0．15  0．14  

14  0．02  0．02  
57   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1  ◆64  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  
セルリー  0．01G  71   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  
（茎葉）  1                                            86   ＜0．05   ＜0．05  ＜0．05   ＜0．05  

2005年度   1   gai／株  93   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  ＜0．05．  

100  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

7   1．01   0，97   0．52   0．51  

1  14   0．36   0．36   0．18   0，18  
みつば  

37．5、  21   0．02   0．02   ＜0．05   ＜0．05  

（茎葉）  50SP   1 7 1．93  1．82   1．21   0．17  
2001年度  

1  14   0．56   0．45   0．45   0．44  
21   0．49   0．47   0．36   0．36   

1   0．32   0．32   0．30   0．30  
3   0．37   0．36   0．24   0．24  
7   0．43   0．42   0．13   0．13  

1   0．23   0．23   0．19   0．18  

1  3   0．19   0．18   0．19   0．18  
トマトb  

（果実）  
300SP  7   0．16   0．16   0．16   0．16  
×2   2  0．22  0．21  

1993年度   
1  3  0．21  0．20  

7  0．18  0．18  

1  0．44  0．42  

1  3  0，47  0．45  

7  0．48  0．46   
0．20   0．20   0．12   0．12  

0．04G  3   0．09   0．09   0．19   0．18  
トマト  1  7   0∴13   0．13   ＜0．05   ＜0．05  
（果実）  ＋  

3 , 0．15   0．14   0．18   0．18  
1996年度  

1  
3   0．19  0，18   0，20   0■，20  

7   0．14   0．14   0．13   0．12   

1   0．02   0．02   0．01   0．01  

18．8   3   0．02   0．02   0．02   0．02 
トマトb  

（果実）  
2  7   0．03   0．02   0．02   0．02  

×2  1   0．02   0．02   0．03   0．03  
1993年度   

1  3   0，04   ・0．04   0．04   0．04  
7   0．03   0．03   0．04   0．04   

＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

6  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

gai／抹  21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  
トマト  

（果実）  
＋  28   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1997年度  
0．02G  3  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05  

gai／株  7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

×2  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

21   ＜0．05   ＜0，05   ＜0．05   ＜0．05  

りQ  ■∠」U  一一nnR  ＜0．05   ＜0．05  ．＜0＿05．   
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試  残留値 ∈mg／kg）  

作物名  

社内分  析機関  

（分析部位） 実施年  験 圃 場・  
公的分析機関  

アセタミブリド  

数   
最高値  平均噂  最高値  平均値   

18．8   0．16   0．16   0．10   0．10  
6  7   0．11   0．10   0．0白   0．08  

ミニトマト  ×2  14   0．06   0．06   ＜0．05   ＜0．05  

（果実）  4   

2004年度  ＋  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1  ・7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  ＜0．05  

g 14  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

0．49   0．48   0．51   0．50  
田  7   0．34   0．34   0．48   0．48  

ミニトマト  

（果実）  
＋  

4   
14   0．22   0．22   0．17   0．17  

0．02G  
2004年度  

田   

0．64   0．64   0．74   0．73  
7   0．57   0．57   0．66   0．66  
14   0．44   0．44   0．47   0．46   

1  93   0．05   0．04   0．03   0．03  

1   田                44   0．11   0．10   0．15   0．15  

ピーマンb  250SP  
1   1．93   1．91   2．34   2．33  

（果実）  
1  ×3 

1 3 2．05   2．02   2．b9   1．98  

1992年度  
7   1．37   1．36   1．75   1．73  

1．33   1，30   1．46   1．45  

田  300SP ×3  田  1   
1．23   1．22   1．27   1．20  

7   0．70   0．70   0．60   0．56∴   

8  84   0．03   0．03   0．02   0．02  

1   6                78   0．01   0．01   ＜0．01  ．＜0．01  

ピーマンb  200SP  
÷ 1   0．10   0．10   0．06   0．06  

（果実）  ×2   
2  0．19   0，18   0．08   0．08  

1993年度  
7   0，11   0．10   0．08   0．08  

100SP  
0．41   0．40   0．32   0．32  

×2   
2 3 0．24   0．24   0．13   0．13  

7   0．17   0．17   0．12   0．12   

1   0．25   0．24   0．15   0．14  

ピーマンb  田  
3   0．21   0．21   0．17   0．17  

（果実）  mgai／m3 ×  3   
7   0．23   0．23   0．16   0，16  

1992、1993  3  0．19   0．18   0．15   0．15   

年度  田   3   0．20   0．20   0．16   0．16  
7   0．15   0．15   0．11   0．11   

0．01G   0．24   0．24   0．20   0．20  
田  3   0．17   0．16   0．13   0．12  

ピーマン  ＋  7   0．06   0．06   0．05   0．05  
18．8  4   

mg ai/m3 （果実） 2004年度   田  
0．14   0．14   0．1白   0．13  

3   0．14   0．14   0．13   0．13  

くん煙  7   0．12   0．12   0．09   0．09   

0．01G   1   0．32   0．32   0．33   0．32  

ピーマン  
田  3   0．31   0，30   0．27   0，26  

（果実）  

＋  7   0．24   0．24   0．23   0．22  

75′～  
2004年度  

1  

4  0．40   0．40   0．45   0．43  
3   0．31   0．30   0．31   0．30  

×2  7   0．22   0．22   0．22   0．21   

なすb  

（果実）  田  63   0．02   0．02   0．05   0．04  

1993年度   1   
60   0．02   0．02   0．01   0．01   
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試  残留値（mg／kg）・  

作物名  アセタミニ7リド  

公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位） 実施年  験 圃 場  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値  

0．17   0．16  0．32   0．32  

1  3   －0．15   0．15   0．27   0．26  
7   0．18   0．17   0．19   0．18  

0．58   0．58   0．60   0．58  

1  3   0．50   0，49   0．76   0．74  
150SP  7   0．32   0．31   0．49   0．47  
×3●   3 1 0．54  0．51  

1  3  0．46  0．46  
7  0．37  0．36  

0．32  0．30  
3  0．29  0．29  
7  0．34  0．33   

0．06   0．06   0．05  0，05  

なすも  
1  3   0．07   0．07   0．04   0．04  

（果実）  
mgai／m3   7   0．07   0．07   0．03   0．03  

×3  3 , 0．20   0．20   0．09   0．09  
1993年度  

1   3   0．24   0．23   0．07   0．06  
7   0．20   0．20   0．07   0．06   

0．02G   1   0．38   0．38   0．51   0．50  
6  7   0．07   0．07   0．08   0．08  

なす  

（果実）  
＋  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05   ＜0．05  

150、  4  0．20   0．20   0．27   0．27  
2006年度  

1  7   0．10   0．10   0．16   0．15  
×3  14   0．06   0．06   0．06   0．06   

002G   0．11   0．11   0．15   0．14  

用  7   ＜0，05   ＜0．05   ＜0．05   く0．05  

なす  ＋  14   ＜0．05 ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

（果実）  18．8  
4 1 

2006年度  mgai／m3  
0．12   0．12   0．10   0．10  

1  
×3  

7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05  

くん煙  
14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

ししとう  田  
2 - 

8   0．37   0．36   0．37   0．36  
（果実）  

2004年度  1   7   0．29   0．28   0．26   0，26   

とうがらし鞠  1  7   0．14   0．14   0．16   0．16  
（甘長とうがら  

し）  

50、  

1   66．9SP   
2  

（果実）  
7   0．06   0．06   0．07   0．07   

2004年度  
■食用ほおずき  1  14   ＜0．05   ＜0．05  

（果実）  ×3   3  

2004年度   1   14   ＜0．05   ＜0．05  

1  48   0．09   0．09   0．06   0．05  

巳   1                46   0．02   0．02   0．02   0．02  

きゆうりb  171SP  
1   0．43   0．42   0．38   0．36  

（果実）．  
1  
×3   

3                3   0．38   0．38   0．32   0．31  

1993年度  
7   0．36   0．35   0．29   0．26  

300SP  
1   0．19   0．18   0．18   0．18  

×3   
3                3   0．19   0．18   0．29   0．26  
7  0．■17   0．16   0．18   0．17   

0．28   0．27   0．17   0．16  

18．8   3   0．32   0．32   0．19   0．18  

（果実）  
－ 3   7   0．29   0．28   0．18   0．17  

1   

きゆうり  1993年  6 6  3   

0．52   0．52   0．47   0．45  
0．43   0．42   0．41   0．40  

′■ヽ√ヽ・■   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  回   
アセタミプリド  

公的分析機関  社内分析機関  
（分析部位） 実施年  

験 圃 場 数  使用量 （gai几a）   数 （回）  PHI （日）  

最高値  平均値  最高値  平均値   

0．02G  
1   0－29   0．29   0．24  0．24  

1  
3   0．22   0．22   0．18   0．18  

きゆうり  
5  

7   0．11   0．10   0．08   0．08  

（果実）  

2004年度  
gai／抹  0．29   0．29   0．23   0．22  

田  
3   0．23   0．22   0．20   0．19  

200SPx3  
7   0．12   0．12   0．13   0．13   

0．02G  0．18   0．18   0．20   0．20  

1  
3   0．14   0．14   0．15   0．14  

きゆうり  0．01G  
7   0．06   0．06   0．07   0．06  

（果実）  5   

2004年度  ＋  1   0．05   0．05   0．06   0．06  
1  3   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

mgai／m3   7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

×3  
＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

かぼちや   1  3   ＜0．05   ＜0．05 ＜0．05   ＜0．05   

（果実）  300SP ×  2   7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

2004、2005  2  0．21   0．21   0．20   0．20   

年度  1  3   0．16   0．16   0．20．   0．18  
7   0．15   0．14   0．13   0．13   

0．02G   0．06   0．06   ＜0．05   ＜0．05  

かぼちや  
1’  7   ＜0．05   と0．05   ＜0．05  ＜0．05  

（果実）  
＋  14   く0．05   ＜0．05  ■＜0．05   ＜0．05  

200～  3 1 0．07   0．07   0．09   
2006年度  1 300SP 

0．08  
7   ＜0．05   ＜0．05   0．06   0．06  

￥2  14   く0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

＜0．01  ＜0．01  

ズッキーニ  田  3  ＜0．01  ＜0．01  

（果実）  

mgai／m3   7  ＜0．01  く0．01  

2004年度  
6   

×2  ＜0．01  ＜0．01  

3  ＜0．01  ＜0．01  

7  ＜0．01  ＜0・ql  

0．04G  
3   0．07   0．06   0．04   0．04．  

すいかも  田  
7   0．06   0．06   0．04   0．04  

（果実）  ＋  
0．05   0．04   0．04   0．04  

1993年度  200SP  
4                              14              3   0．07   0．06   0．06   0．06  

1  ×3  
7   0．07   0．06   0．07   0．06  
14   0．07   0．06   0．07   0．07   
1   0．05   0．04   0．02   0．02  

すいかも  
1  3   0．05   0．05   0．03   0．03  

（果実）  
3                            mgaiノm3  7   0．06   0．06  0．03  ・0．02  
×3  

1994年度  
1   

0．03   0．02   0．06   0．05  
3   0．03   0．02   0．09   0．09  
7   0．04   0．04   0．06   0，06   

300SP  
3   0．08   0．08   0．09   0．09  

1  
×3   

3                7   0．14   0、14   0，11   0．11  
メロンb  

（果実）  

14   0．10   0．10   8．13   0．13  

1993年度  
3   0．03   0．02   ＜0．01   ＜0．01  

田  200SP ×3   3                7   
0．02   0．02   0．02   0．02  

14   0．04   0．03   0．02   0．02   
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試  残留値・（mg／kg）  

作物名  験   
社内分析機関  

（分析部位） 実施年  圃 場  
数   

最高値  平均値  最高値  平均値   

0．12   0．11   0．07   0．07  

1  18．8   3   0．11   0．10   0．09   0．09  
メロンb  

3   7   0．16   0．16   0．12   0．12  
（果実）  ×3  0．10   0．10   0．12   0．12   
1994年度  

1  3   0．12   0．12   0．12   0．12  
7   0．12   0．10   0．15   0．14   

0．01G   3   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

メロン   1  7   ＜0，05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

（果実）  ＋  4  ＜0．05   云0．05   ＜0．05   ＜0．05  

1  7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

1  0．17  

・にがうり   1  3  0．09   

（果実）  7   
100SP  L3  

0．06   

2003、2004  0．21   

年度  3  0．13  
7  0．05   
3   2．61   2．52   2．36   2．36  

1  7   2．00   1．91   1．98   1．94  
ほうれんそう  

37．5～  14   0．43   0．42   0．35   0．34  
（茎葉）  50SP X 2 2                                            3   1．68   1．66   1．18   1．16  
2004年度  

1  ウ   0．66   0．64   0．44   0．42  
14   0．07   0．06   0．05   0．05   

オクラ   0．14   

（果実）  1  2   0．08   

1997年度  3   0．08   
0．34  

1  2  0．22  

75SP   
3  0．18   

1 , 0．10  
2  0．07  
3 0．07   

0．22  
1  2  0．18  

3  0．11   
0．18  

2  0．10  
3  0．05   

0，42  

1  2  0．32  
75SP  3  0．26   
×2   2 1 0．11  

1  2  0・12  

3  0．07   
1  0．25  

1  2  0・20  

3  0．12   

7 
0．12  

1  ×3   
3 2 0．08  

3  0．08   

0．30  
1  2  0，24  

3  0．17   

51  
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試  
残留値（mg／kg）  

作物名  
験  使用且   回  PHI  

アセタミブリド   

公的分析機関  社内分析機関  
（分析部位） 実施年   圃 場  

数  
最高値  平均値  最高値  平均値  

0，11  0．11  
2  0．10  0．10  
3  0．07  0．06  

0．32  0．32  
2  0．17  0．17  
3 0．11  0．10  
1   0．50   0．50   0．84   0．84  

さやえんどう  
3   0．39   0．38   0．34   0．33  

（さや）  
150SP ×  3  7 0．22   0．22   0．21   0．21  

2004年度   
3  0．25   0．24   0．28   0．26  

3   0．20   0．20   0．18   0．18  
7   0．11   0．10   0．12   0．12   
1  ∴0．52   0．52   0．30   0．30  

さやいんげん  
3   0．38   0．38   0．23   0．22  

（さや）  
150SP ×  3  7   0．34   0．34   0．44   0．42  

1998年度   
3  0．27   0．26   0．14   0．14  

3 3 0．27   0．26 0．14   0．14  
7 0．25   0．24   0．16   0．16   
1   0．51   0．50   0．47   0．46  

さやいんげん  
7   0．10   0．10   0．15   0．15  

（さや）  
■150～  14   ＜0．05   

3  

＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

2000年度   
400SP  1．41   1，39   1．49   1．45  

7   0．50   0．50   0．52   0．51  
14   0．11   0．11   0．16   0．16   
7   0．10   0．10   0．33   0．■31  

えだまめ  
14   ＜0．05   ＜0．05   0．20   0．■20  

（さや）  
21   ＜0．05   

150SP  3  
＜0．05   0．10   0．08  

1997年度   
0．51   0．50   1．48   1．48  

14   0．18   0．18   0．78   0．78  
21   0．07   0．06   0．48   0．47   
7   0．31   0．30   1．47   1．42  

えだまめ  
1 600G 14   0．18   0．18   0．55   0．54  

（さや）  
＋  21   0．06   0．06   0．23   

4  

0．22  

2002年度   
150SP  0．61   0．58   0．84   0．83  
×3  14   0．33   0．32   0．57   0．56  

21   0．19   0．18   0．32   0．32   
21  

やまのいも   30   
（むかご）  150SP  45   ＜0．05   

（珠芽）  ×3   3  

2004年度  30  
45   
3  

7  

エンサイ  
14  ＜0．05  

（茎葉）  
100SP  21   ＜0．05   

2005 
×2   2  

7  

14  
21   
3  

食用さくら  
7  

（葉部）  150SP  1    14  
2004年度   

7  

14  
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試  

作物名  
残留値（mg此g）       ・アセタミプリド  

（分析部位）  
験 圃  

公的分析機関  社内分析機関  
実施年  場  

数   
最高値   平均値  最高値  平均値   

つるな  1  ・14   1．8   1．8  

（茎葉）  
1   ×3   

3  

2004年度  14   2．8   2．8  

7  1．65  1．62  
1  14  1．07  1．06  

ふだんそう  

（葉）  

75、  21  0．41  0．40  

2004年度  
100SP   2                      7  1．94  1．94  

14  0．43  0．42  
21  0．16  0．16  
14   0．18   0．17   0．14   0．14  
21   0．10   0．10   0．16   0．16  

1993年度   
温州みかんb （果肉）   1 1  400Sp ×3  3  14   0．01   0．01   0．02   0．02  

21   0．02   0．02   0．02   0．02   

14   0．04   0．04   0．07   b．07  

1994年度   
温州みかんb （果肉）   1  

1   

14   0．04   0．04   0．05   0．04   

14  ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  
温州みかん  1  

160SP   
21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

（果肉）  

×3  
3                              － 14   ＜004   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

1996年度  1   
21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

14   2．79   2．76   1．97   1．92  
温州みかんb   21   1．82   1．82   1．48   1．43  
（果皮）  

1993年度   
×3   3                              ■14   0．72   0．70   0．29   0．28  

1   
21   1．25   1．22   0．76   0．72   

温州みかんも  14   0．80   0．80   0．64   0．63  

（果皮）  

1994年度   
．1 1  18．8 mgai／m3 ×3  

くん煙   
14   0．54   0．52   0，61   0．60   

14   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  
温州みかん  1  21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  
（果皮）  160SP  
1996年度   1   ×3   14   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05  

21   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

14   0．39   0．38   0．54   0．54  
21   0．37   0．36   0．43   0．42  
28   0．30   0．29   0．40   0．40  

夏みかんb  43   0．31   0．30   0．26   0．26  
（果実）  400SP  3                                                          14   
1993度   

0．23   0．22   0．94   0．90  

21   0．40   0．38   0．50 0．49  
28   0．2   0．24   0．24   0．24  

43   0．61   0．60   0．56   0．54   

14   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   ＜0．05  
夏みかん  

■                21   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   ＜0．05  
（果実）  

1995年度   
×3   

田  
3 ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   ＜0．05  

1   
21   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．05   ＜0．05   

14  0．88  
21  0．62  0．58  
28  0．58  0．57  

かぼすb  400SP  43  0．74   0．74  
（果実）  

1993年度   
×3   3  0．54  0．53  

21  0．43  0．42  
・1  28  0．30．  

45  0．48  0．48   
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  
験 圃  

アセタミブリド  

公的分析機関  社内分析機関  
（分析部位） 実施年  場  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値   

かぼす  

（果実）  
＜0．05  ＜0．05  

1996年度   
1  300SP ×3  3  16 23  ＜0．05  ＜0．05   

すだち （果実）  

300SP  14  ＜0．05  ＜0．05  

1996年度   

1  
×3   3   21  ＜0．05  ＜0．05   

14   0．19   0．19   0．16 0．16  

りんごb  
1  21   0．14   0．14   0．16   0．16  

（果実）  
400SP  28   0．15   0．15   0．12   0．12  

1993年度  
1  

×2   2  0．41   0．41   0．45   0．44  

20   0．37   0．36   0．31   0．31  
28   0．32   0．32   0．40   0．40   

りんご  

（果実）  
1  

2   

14   0．4   0．4   0．4   0．4  

2003年度  
×2  14   ＜0．2   ＜0．2   ＜0．2   ＜0．2   

0．43   0．41   0．34   0．32  

りんご  1  
3   0．25   0．24   0．26   0．25  

（果実）  
7   

--- 600SP 2 1 
0．27   0．26   0．20   0．20  

2005年度  
1－   

2  
0．50   0．50   0．46   0．46  

3  ・0．50   0．50   0．43   0．42  
7   0．32   0．32   0．27   0．27   
14   0．34   0．34   0．31   0．31  

なしb  
1  21   0．27   0．27   0．28   0．28  

（果実）  
400SP  28   0．18   0．18   0．29   0．28  

1993年度  
1  

×2   2                                            ・14   0．11   0．11   0．13   0．12  
21   0．10   0．10   0．12   0．12  

28   ．0．07   0，07   0．11   0．10   

なし  
（果実）  田  2   

14   0．12   0．12   0．09   0．09  

2004年度  1   14   0．13   0．13   0．14   0．14   

0．29   0．28   0．22   0．22  

なし  6  
3   0．29   0．28   0．19   0．18  

（果実）  、 600SP ×2  2   0．16   b．15   0．17   0．17  

2005年度  
0．75   0．74   0．46   0．46  

3   0．58   0．58   0．35   0．34  
7   0．23   0．22   0．13   0．12   

＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

びわ   3   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

（果肉）  400SP ×  3   7   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

1995、1996  3  ＜0．01   ＜0．01   0．02   
年度  

0，02  
1  3   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

7   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01．   

7   0．42   0．42   0．13   0．13  

ももも  
1  14   0．16   0．16   0．06   0．06  

（果肉）  
400SP ×  3  21   0．23   0．22   0．18   0．18  

1993年度  
1  

3  7   0．24   0．23   0．’13   0．12  
14   0．24   0．23   0．11   0．11  
21   0．14   0．14   0．11   0．11   

もも （果肉）  

1  7   0．68   0．66   0．55   0．54  

1   
3  

2005年度  7   0．26   0．26   0．23   0．22   

ももb   7   1．06   1．04   0．96   0．91   
（果皮）  1  400SPx3  3                 14   0．66   0．65   0．25   0．24   

1993年度  21   0．65   0．64   0．52   0．51   
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試  残留値（mg此g）  

作物名  回   
アセタミプリド  

験 圃  
公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位） 実施年・  場  
数   

最高値  平均値  最高値  平均値  

7   109   1．04   0．71   0．68  

1  14   0．55   0．52   0．36   0．36  
21   0．51   0．50   0．19   0．19   

もも  1  7   2，48   2．38   2．22   2．22  
（果皮）  500SP  
2005年度  1   ×3   7   1．13   1．12   0．88   0．87   

300SP   
3   0．28   0．28   0．27   0．26  

×3  
3                7   023   0．22   0．16   0．15  

ネクタリン  
（果実）  

14   0．22   0．22   0．19   0．18  

2003年度   400SP   
3   0．38   0．37   0．43   0．42  

×3  
3                7   029   0．29   0．32   0，31  
14   0．20   0．20   0．18   0．16   

7   0．13   0．12   0．10   0．09  

すももb  
1  14   0．07   0．06   0．09   0．08  

（果実）  
400SP  21   0．10   0．09   0．13   0．12  

1995年度  
1  

×3   3                                            7   1．26   1．23   1．14   1．12  
14   0．75   0．75   0．94   0．92  
21   0．44   0．42   0．67   0．67   
7   1．10   1．10   1．11   1．06  
14   0．63   0．62   0．63   0．61  

うめb  

（果実）  
400Si  21   0．57   0．56   0．73   0．71  

1994年度   
×2   2                                            7   0．54   0．53   0．39   0．38  

14   0．49   0．48   0．30 0．27  
21   0，65   0．62   0．37   0．34   

3  0．92  0．92  
0．71  0．71  

おうとう  

（果実）  
500～  ■0．39  0．39‘  

2005年度′   
700SP   0．69  0．68  

0．67  0．66  
0．28  0．28   
0．15   0．15  

いちごも  3   0，18   0．18   0．11   0．10  

（果実）  
75SP  7   0，12   0．12  0．11   0．10  

1992年度   
×2   2 1 0．42   0，41   0．44   0．44  

3   0．25   0．24  0．41   0，40  
7   0．20   0．20   0．32   0．32   

0．02G  
gai／株   1   0．73   0．72   0．89   0．86  
＋  3                 3   0．66   0．65   0．65   0．65  
200SP  7   0．44   0．42   0．64   0．62  

いちご  

（果実）  
×2  

1995年度   
0．02G  
gai／株   0．46   0．44   0．71   0．70  

1  ＋  3   0．40   0．39   0．48   0．48  
100SP  7   0．29   0．28   0．34   0．34   
×2  
0．02G  

いちご   gaiノ株   0．77   0．74   0．79   0．78   

（果実）  1  ＋  3 3 0．48   0．46   0．52   0．50   

1997年度  200SP  7   0．33   0．32   0．35   0．34   
×2  

いちご   0．02G   1   0．35   0．35   0．48   0．46   

（果実）  口    3               gaiノ株   3   0．21   0．21   0．22   0．22   

1998年度  ＋  7   0．23   0．22   0．20   0．20   
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試  残留値（mg／kg）  
作  

験  使用雇L   騨  PHI   
アセタミ：7リド   

公的分析機 関  

（分析部位） 実施年   圃 場  
社内分析機関  

数  
最高値  平均値  最高値  平均値  

150、   0．94   0．93   1．39   1．38  
200SP  3   0．91   0．88   0．89   0．88  
×2  7   0．70   0．68   0．72   0．72   

18．8～  
0．28   0．28   0．44   0．41  

いちごb  田  3   0．38   0．38   0．35   0．35  

（果実）  ． mgai／m3 ×2  2   0．32   0．30   0．35   0．32  

1992年度  
0．30   0．29   0．42   0．41  

田  
3   0．26   0．26   0．31   0．28  
7   0．21   0．20   0．24   0．23   

＜0．5  ＜0．5  

7  ＜0．5  ＜0．5  

ブルーベリー  14  ＜0．5  ＜0．5  

（可食部）  
21  ＜0．5  ＜0．5  

2004、2005  
150SP  田   ＜0．5  ＜0．5  

年度   1．0  1．0  
1  7  0．7  0．6  

14  ＜0．5  ＜0．5  

14   2．90   2．88   2．87   2．86  
21   2．75   2．62   2．74   2．72  
28   2．64   2．53   2．72   2．64  
45   1．97   1．97   1．63   1．50  

14   2．56   2．51   1．51   1．44  
21   1．97 

ぶどうb   
1．92   1．28   1．24  

6  28   1．77   1．70   1．42   1．32   
（小粒種）（果実）  2  0．72   0．72   0．43   0．42  
1993年度  ×2  

14  1．49  1．47  
21  1．39  1．34  
28  1．45  1．41  
45  0．22  0．22  

20  1．68  1．66  
27  1．38  1．35  
45  1．33  1．24   

ぶどう   14   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

6  1，200G ×2  2            （小粒種）（果実）     30   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

1997年度  45   ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

ぶどうb  14   0．18   0．17   0．24   0．24  
21 

（大粒種）（果実） 1994年度  6  250SP  2  

0．18   0．18   0．16   0．16  
0．15   0．14   0．17   0．16  

45   0．11   0．11   0．21   0．20   
ぶどう   14  ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

6  1，200G ×2  2  ＜0．04   ＜0．04   ＜0．05   ＜0．05   

1997年度  45   ＜0．04   ＜0．04   ＜0て05   ＜0．05   

14   0．98   0．98   0．78   0．78  

ぶどう  
21   0．80   0．80   0．65   0．64  

（果実）  
300SP ×  3  28   0．53 0・5   0．49   0．46  

2003年度   
3  14   1．15   1．14   1．02   1．00  

21   0．45   0．45   0．79   0．78  
28   0．57   0．57   0．41   0．40   

かきb   7   0．41   0．40   0．26   0．26 一   

（果実）  
田  420SP ×3  3                  14   

0．28   0．28   0．40   0．3白   

1994年度  22   0．34   0．32   0．19   0．19   
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試  残留値（mg此g）  

作物名  
アセタミプリド  

験 圃  
公的分析機関  社内分析機関  

（分析部位） 実施年  

場 数  使用量 （ga∽1a）   

声高値  平均値  最高値  平均値  

7   0．18   0．17   0．20   0．20  
400SP   

1  ×3  
3                14   0．14   0．14   0．21   0．20  

21   0．13   0．12   0．12   0．12   
7   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0，05  
キウイ十フルーツ  6  

21   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  
（果肉）  500SP  3  ＜005   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   
2004年度  

1   
×3  14   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05  

マンゴー  
1  

（果実）  
300～  
700SP   

1998、2004  ×3  
年度  1  

ハツションフ／トツ  6  
（果実）  13SP  
2005年度  ×2   

1  

あけび  250SP  
（果実）  ×2   
2004年度  

田  √アセロラ  
（果実）  278SP   2   

×2  2005年度  
1   

1   0．37   0．37   0．47   0．44  
1  3   0．25   0．24   0．20   0．20  

いちじく  400SP  7   0．08   0．08   0．19   0．18  
（果実）  ×3   3                                            8   0．46 ■  0．45   0．44   0．42   
199－8年度  

3   0．22   0．21   0．35   0．33 
7   0．12   0．12   0．49 0．47   

14  0．34  

1  
21 0．26  

かりん  30  0．24  

（果実）  ＋   2 14 0．24   
2004年度  

1   21  0．14  
30  0．12   

1  20   3．92   3．92   3．63   3．56  
300SP  1  21．4   16．7   16．6  

茶も  1  
21   5．53   5．48   5．44   5．44  

（荒茶）．  
1993年度  1  20   2．50   2．38   2．35   2．32  

150SP  1                14  12．4   12．0   9．78   9．55  
1  

21   4．16   4．10   3．72   3．68   

1・  
20  2．96   2．88   1．88   1．85  

300SP  6                14   14．5   14．2   12．0   11．8  
茶b  1  21   4．56   4．51   3．30   3．27  
（浸出液）  20   1．57   1，56   1．60   1．58 
1993年度  150SP  1  10．9  10．7  6．82  6．74  

1  21   3．20  3．18  1．96  1．91   
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試  残留値（mg肱g）  

作物名．  験   回   
アセタミフrリド  

公的分析機関  社内分析機関  
（分析部位） 実施年  固 場・  

数   
最声値  平均値  最高値  平均値   

7  23，0  

1  
10  16，2  

茶  
14  5．47  

（製茶）  
28  

180L0L 
1  

2．14  

2000年度   
12．2  

10  10．8  
14  5．40  

28  0．24   
7  17．0  

10  14．4  
14  4．52  

茶  
（浸出液）  

28  
180L0L 

田  

1．87  

2000年度   
14．3  

10  9，74  

14  4．50  

28  0．24   
7  2．1  2．0  

14  2．0  1．9  

21  1．5  1．5  

さんしょう（実）  
30  1．9  1．8  

（果実）  
44  

150SP  6  
1．5  1．5  

2004年度   
2．1  2．0 

14  2．0  2．0  
21  2．3  2．3  
30  2．1  2．0  

45  1．8   1．8  
7  ＜0．2  ＜0．2  

さんしょう（実）  
14  ＜0．2  ＜0．2  

（果実）  
21  

200SP  ・3  
＜0．2  ＜0．2  

2005年度   
1  

＜0．2  ＜0．2  
14  ＜0．2  ＜0．2 

21  ＜0．2  ＜0．2  

さんしょう （葉）  

6  
6   

45   ＜0，4   ＜0．4  

2004年度   1   45   1．2   1．2  

＜0．04  ＜0．04  

みょうが  
1  3  ＜0．04  ＜0．04  

（花穂）  
mgaiノm3 ×  7  ＜0．04  ＜0．04  

x3 
2003、2004年度   田   

0．02  0．02  
3  0．03  0．03  
7  0．02  0．02  

1，200G  
あさつき  ＋  

（茎葉）  150～  
2006年度   200SP  

×3   
0．40t  

オレガノ  
（茎葉）  75SPx3   
2005年度   

しそ  

（葉）  

1  100SPx3  3  14   

2004、2005年度  
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  
アセタミプリド 

験   
（分析部位）  公的分析機関  社内分析機関  
実施年  圃 場  

数   
最高値  平均値  最高値  平均値   

セージ  
田  21   1．9   

（茎葉）  6   
3  

2004年度  21   ＜0．   

3  3．7  
7  2．7  

セージ  14  1．3  

（茎葉）  
75SP  21  0．9 

2004年度   
×3   3  5．4  

7  3．8  

14  ＜0．5  

21  ＜0．5   

タイム  6  21   0．7 
． （茎葉及び花）  ×3   3  

20042005年度   1   21   2．6   

タラゴン  6  14   1．3   
（茎葉）  ×2   2  

2005、2006年度   1   14   2．07   

チャービル  1  21   1，0   
（茎葉）  

1   ×3   
3  

2005年度  21   1．6   

テイル  1  21   ＜0．5   

（茎葉）  ×3   3  

2005年度  21   0．50   

バジル   21   1．9   

（茎葉）  1   
3  

2004年度   21   1．5   

7  2．4  iまっか（スヘひアミント）   
（茎葉）  

14  ＜0．5   

2004年度   
×3   3  2．3  

14  0．8   
14 0．5  

マジョラム  
1  

（茎葉）  

21  ＜0．5   

2005年度  1   

×3   3   2．8  
21  2．2   
14  2．4  

レモンパーム   

（茎葉）  

21  1．3   

2004年度   1   

×3   3  0．5  
◆21  0．3   
56   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0，01  

ソルガム  

（茎葉） 
1  84   ＜0．01   ＜0．01 ＜0．01   ＜0．01  

×3   3  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  
2004、2005年度   6   84  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

42   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  
3．3～   

イネ科牧草  1  

56   ＜001   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

84  ＜0．01   ＜0．01   ＜0，01   ＜0．01  

3  ＜0．01   
100SP  

＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

（茎葉） 2005年度   1  56   ＜001   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

83   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

16．7′→一  

マメ科牧草  1  84   ＜d．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

（茎葉）  または  

2004年度  1  83   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01 ＜0．01   
×3   

飼料用トウモロコシ  84   ＜0．01   ＜0．01   ．＜0．01   ＜0．01  

（茎葉）  100SP  
只A  ＜nnl  ＜nnl  ． ．．、′、〈一－・・「真一ナ   ＜0；01  ＜0．01  
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試  残留値（mg／kg）  

作物名  アセタミブリド  
験 圃  

公的分析機関  
（分析部位） 実施年  場  

社内分析機関  

数   
最高値  平均値    最高値 平均値   

たばこ  

（上薬）  6  180SP  1  10  30．5  30．2   
1993年度  
たばこ  44．5  43．4  
（中葉）  B 凶  180SP  6  田 10  41．7  40．2  
1993年度  田  90SP   1  tll  21．8  21．2   

たばこ  

（上菓）  

1   0．02G  112  0．11  0．11  

113  0．16  0．16   

1998年度  

6   gaiノ抹   

（中葉）  1   0．02G  
78  ＜0．05  ＜0．05  

1998年度  6   gaiノ株   85  0．16  0．16   

注）試験にはSP：7  水溶剤、G：粒剤こ L：液剤、無印：くん煙剤 を用いた   
一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界値を検出したものと  
して計算し、☆を付した。  
定量限界未満のデータの場合は定量限界値に＜を付して記載した。  
農薬の使用回数が申請された使用回数より多い場合は、回数にaを付した  
分析対象化合物がアセタミプリド及びその代謝物（IM－2－1、IM－0、IMpO－GIc及びIC－0）  
の合計であるものは、作物名にbを付した  
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